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川合遺跡八反田地区は静岡平野の北東部に位置する遺跡である○南沼上団地の立替えによってその存

在が初めて知られたもので、静清バイパスの調査で明らかになった川合遺跡の北側に位置している。

今回の調査を遺構の面からみれば、Ⅳ層上面で検出された坪界線に相当する大畦畔や微高地上に展開

する掘立柱建物群などが注目される。特に掘立柱建物は28棟と多数に上る。更に砂礫層を挟んだ下層か

らは弥生時代後期から古墳時代初頭に位置づけられる水田跡が検出された。それは大畦畔と小畦畔から

なり、この時期のいわゆる小区画水田の検出例として注目されるとともに、この場所がすでに川合遺跡

の集落城の外側に位置すること、川合遺跡の北西側に耕作域が広がっていたことなどを知ることができ

た。

遺物の面からみれば、多量の遺物の中でも木簡、物差、木像、絵馬など希少な資料が得られたことは、

この遺跡の性格を考える上で極めて重要である。また、差銭97枚を含む200枚近い銭が出土したことは、

中世において、この地域に貨幣経済が浸透していた状況を示唆しているのであろう。

また、周辺地区との比較で注目される点は、古代の安倍郡衛と推定される川合遺跡内荒地区の掘立柱

建物群の遺構が平安時代前期に盛期を求められるのに対し、今回の調査範囲ではそれに先行する奈良時

代と、逆にそれよりも新しい平安時代後期のものが卓越しているように見受けられる点である。遺跡の

動態を把握出来る資料としても極めて興味深い。

最後になったが、ご多忙のところ自然化学分析等でご協力を頂いた伊藤通玄氏、大澤正己氏、加藤芳

朗氏並びに発掘調査に深い理解をいただいた静岡県都市住宅部、静岡県教育委員会、静岡市教育委員会

等関係諸機関に謝意を表すとともに、限られた時間で現地調査・整理作業を完遂した関係諸氏の努力を

讃えたい。

1991年3月31日

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長斎藤 巾
Je∧
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1本書は、静岡県静岡市南沼上152－1に所在する川合遺跡八反田地区のI期調査報告書である。

2　調査は、平成元～2年度県営住宅南沼上団地建替事業埋蔵文化財発掘調査業務として静岡県都市住

宅部の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

が実施した。

3　発掘調査は平成元年10月20日から平成2年3月31日に亙り実施した。

4　資料整理は発掘調査と並行して随時開始し、平成3年3月31日まで実施した0

5　調査期間および調査体制は以下のとおりである。

平成元年度（発掘調査）　平成元年10月20日～平成2年3月31日

所長　斎藤　忠、調査研究部長　山下　晃、調査研究二課長　栗野克巳、主任調査研究員

志村廣三、調査研究員　佐藤正知

平成2年度（整理作業）　平成2年4月1日～平成3年3月31日

所長　斎藤　忠、調査研究部長　山下　晃、調査研究二課長　栗野克巳、調査研究員　佐藤正知

6　本書の執筆は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所の職員で分担して行った。

7　発掘調査にあたって自然化学分析をパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

8　出土した遺物、遺構のうち石器石材の鑑定を伊藤通玄氏、鉄津・スラグの分析を大澤正己氏、火山

灰・礫層の検討を加藤芳朗氏に依頼した。

9　本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。

凡　　　例

本書の記述については以下のとおり基準を設け、統一をはかった。

1座標軸は平面直角座標Ⅷ系を用いた。

2　グリッド（10mXlOm）の表記は、南北方向は南から順にアルファベットで、東西方向は西から順

に算用数字で表記した。

3　遺構番号は遺構記号＋検出順位となっている。

4　出土遺物は遺物記号＋取り上げ番号を付けて取り上げた。

5　遺構・遺物の表記（記号）は次のとおりである。

遺構：SD　藩、SE　井戸、SH　掘立柱建物、SK　畦畔、SP　小穴、SX　土坑・その他

遺物：P　土器、W　木製品、S　石製品、M　金属製品、B　動物遺存体・自然遺物

6　遺物実測図中のトーンの意味は次のとおりである。

炭化（焼書を含む）

7　文中の遺物名称の後に記したカッコ付き番号は（挿図番号一挿図内の遺物番号）の組み合わせを示

している。
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図版1調査区全景（北東丘陵より）
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第I章　調査に至る経緯

静岡県営住宅南沼上団地は昭和39・40年に建設され、民生の向上の一翼を担ってきたが、周辺の急激

な市街化に加えて老朽化が進んだため、その建替えが必要となった。

建設予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地ではなかったが、南に隣接する一般国道1号バイパス建設工事

に伴う埋蔵文化財発掘調査の結果確認された、弥生～中・近世にかけての複合遺跡である川合遺跡の広

がりが予測された。そのため、平成元年6月1日から26日にかけて静岡県教育委員会と静岡市教育委員会

が合同で確認調査を実施した。その結果、①古墳時代後期から平安時代に至る上層の包含層がほぼ全域

に存在する。②南部を中心として（Ⅱ期工事部分に相当）、中層に古墳時代後期の水田が存在する。③

下層の弥生時代～古墳時代前期の包含層については、砂礫が厚く確認できなかった。川合遺跡と対比し

て推測すると、砂礫が最も厚い箇所においてはその下部に包含層が存在するとは考えがたいが、そのほ

かの箇所においては存在の可能性がある、などの点が指摘された。

このため、建設工事に先立ち用地9，100nfの調査が必要となり、県都市住宅部と県教育委員会によっ

て協議がもたれ、現地調査を実施することになった。調査にあたっては、県教育委員会の調整により、

県都市住宅部の委託を受け、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が調査を実施することとなった。住

宅の建替え工事がI期工事（平成元・2年度　3，850nf）、Ⅱ期工事（平成3・4年度　5，250m？）に分割さ

れて計画されたため、発掘調査もその行程に従って2期に分け、実施することとなった○

前述の③によって、本調査の過程で深掘りを行い、水田遺構の存在を把握した。

I期調査は、平成元年10月19日に発掘調査業務委託契約が締結され、平成元年10月20日～平成2年3月

31日まで現地調査、平成2年4月1日～平成3年3月31まで整理作業が行われた。

第Ⅱ幸　遺跡の位置と環境

第1節　遺跡の位置

静清バイパスに伴う調査においては、「川合地区の遺跡」を宮下・内荒・川合の三つの遺跡に分離し

て理解したが＊1、今回の調査においてもこの「川合地区の遺跡」という意味合いを重視し、その一部

（一地区）を調査したという考えから、「川合遺跡八反田地区」の名称を採用した○

調査地点は、竜爪山から続く山地の南緑である南沼上丘陵の裾部に位置している。丘陵の東側には天

井川になって商流する長尾川が存在する。この長尾川と、南側の有度丘陵から流れ出る吉田川の扇状地
ヽ

のふたつによって、西側の麻機低地が閉塞されている。

静岡平野は購機山の先端を要とする安倍川の扇状地とその末端に展開する自然堤防、後背湿地によっ

て特徴づけられる。購機山の東側では北に向かうにつれて高度を減じ、その終点に麻機低地が広がって

いる。麻機低地はかつて浅畑沼が広がっていた沼沢地で、周辺の山地からの水や安倍川扇状地の湧水な

どが集まっている。その水を水源とするのが巴川で、緩やかな河床勾配をもって東方に流れ、長尾川と

合流しつつ＊2前述の閉塞部を越えて更に東流し、最終的には折戸湾（清水市）に注いでいる○

遺跡の立地として、自然堤防のほかに「南沼上丘陵南端の山あLに連なる高台」を重視した時期があ

ったが、今回の調査地点が最も丘陵に近接した場所であったにもかかわらずこうした状況を見出すこと

はできなかった。川合遺跡の立地については長尾川の自然堤防（微高地）とそれに伴う後背低地の二者
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を中心に考えていってよいと思われる。今回の調査地点では、これまで実施されたバイパス関連の調査

での所見と同様、古墳時代の砂礫層を挟んで上下二つの遺構群が確認された。事前の確認調査において

は厚い砂礫のために下層の遺構の有無を把握できなかったが、本調査の過程で深掘りを実施し、水田遺

構の存在を確認したものである。

加藤芳朗氏によれば、本遺跡の古墳時代の砂礫層は長尾川が供給したものにまちがいないという。

＊1（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所『宮下遺跡（遺構編）』1985

＊2　長尾川と巴川の合流地点は東南方向に転移したと推測される。静岡市役所『静岡市史』原始古代中世　軍和

56年

第2節　歴史的環境

静岡平野北部における遺跡の分布は、南半部と比較して希薄で、調査事例も多くない。そのなかで静

清バイパスの建設に伴う発掘調査は多くの知見をもたらした。

宮下遺跡においては、平安時代中頃の掘立柱建物跡、井戸が検出されている。出土遺物には折戸53号

窯式併行の灰粕陶器や「専昔」と記された墨書土器、緑粕陶器、石帯などがあり、一般集落とは別の性

格をもつ遺跡と考えられている。また、内荒地区（内荒遺跡）においては、平安時代前期の掘立柱建物

跡13棟、柵列5本、井戸、溝などが検出された。溝には掘立柱建物を囲む雨落ち溝となるもののほか、

畑の畝と考えられるものがある。黒笹14号窯式の灰粕陶器や須恵器、土師器のほか、墨書土器、木製品、

第1表　周辺遺跡一覧表

遺跡名 所産地 時期 遺跡名 所在地 時期

1 川合遺跡八反田地区 静岡市南沼上 弥生～現代 A 瀬名古墳群 静岡市瀬名東下他 古墳

2 瀬名遺跡 ク　 瀬名 弥生～中世l B 権現谷古墳群 ク　瀬名権現山 古墳（後）・中世

3

川合遺跡 ク　 川合 弥生～鎌倉 C 井戸ケ谷 1号墳 ク　北沼上井戸ケ谷 古墳（後）

宮下遺跡 ケ　 川合宮下 弥生（中）～平安 D 上坂古墳群 ク　北沼上 古墳（後）

内荒遺跡 ク　 川合内荒 平安． E 水梨古墳群 ク　 瀬名水梨 古墳

4 池ケ谷遺跡 ク　 北安東 ・大岩 弥生（後）～平安 F 利食神社上古墳群 ク　 瀬名水梨 古墳

5 瀬名川遺跡 ク　 瀬名川 弥生（後） G 南沼上古墳群 ク　 南沼上 古墳

6 東下遺跡 ク　瀬名東下 古墳 H 南昭上諏訪神社古墳群 ク　 南沼上 古墳

7 下夕村遺跡 ク　瀬名 古墳（中） I 三滝ケ谷古墳群 ク　 南沼上三滝ケ谷 古墳（後）

8 切石遺跡 ケ　瀬名切石 古墳 J 小渕ケ谷古墳群 ク　 南沼上小渕ケ谷 古墳

9 長崎鼻遺跡 ク　 南沼上長崎鼻 縄文（中） K 惣ケ谷古墳群 ク　 南沼上惣ケ谷 古墳（後） ・中世

10 佐敷堂遺跡 ク　 南沼上佐敷堂 縄文～平安 L 羽高古墳 ク　 羽高 古墳（後）

11 「安倍郡」印出土地 ク　 東石神 平安 M 有永古墳 ク　有永 古墳（後）

12 有永前田遺跡 ク　 有永 縄文（後） N 平山古墳 ク　南根神 古墳（後）

13 時ケ谷遺跡 ク　 南時ケ谷 縄文（早） ・弥生 0 八津口古墳 ク　南八津 古墳

14 大在家遺跡 ク　 大岩 3丁目 古墳 P 谷久保古墳 ク　南草場 古墳

15 購機山城 ク　 大岩 ・昭府町・篭上 中世 Q マルヅッコウ古墳 ク　南谷久保 古墳

16 千代田遺跡 ク　 千代田 6丁目 弥生（後） R 唐瀬古墳群 ク　南唐瀬 古墳（後）

17 大岩遺跡 ク　 大岩本町 弥生 S 池ケ谷古墳 ク　池ケ谷 古墳（後）

18 静岡高校校地内遺跡 ク　 長谷町 弥生 T 臨済寺古墳 ク　 大岩 古墳（後）

19 西千代田遺跡 ク　西千代田6 丁目 弥生（後） U 購機山古墳群 ク　 宮ケ崎町 古墳（後）

20 駿府城内遺跡 ク　城内他 弥生（中）～古墳 Ⅴ谷津山古墳群 ク　 柚木 ・沓谷他 古墳

21 愛宕山城 ク・沓谷 中世 W 井上邸古墳 ク　 沓谷 古墳（後）

22 長沼砦 ク　 沓谷 ・長沼 中世 Ⅹ 茶臼山古墳 ク　 沓谷他 古墳（後）

23 曲金B 遺跡 ク　 曲金 2丁 目 古墳

24 曲金A 遺跡 ク　 小鹿 1丁目他 弥生 ・古墳
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第1図　周辺遺跡分布図
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帯金具、銅印などが伴っている。建物の配列に一定の方向性（静岡平野の条里方向と一致）があり、出

土遺物からも9世紀代の安倍郡衛の一部ではないかと考えられている。

川合遺跡からは、①弥生時代中期から古墳時代初頭にかけての集落跡、②古墳時代中期の集落跡、③

古墳時代後期の水田跡などが検出された。①には磨製石斧類の製作を示す資料があり、②では土塁によ

って居住域と水田域とが区別されていたことが判明した。この時期には低墳丘墓が伴っている（8区）。

③は長尾川の氾濫堆積物によって田面が覆われ、良好な形で水田区画を明らかにすることができた＊1。

南沼上丘陵上には中期古墳と考えられる南沼上1号境があり、川合遺跡8区で検出された低墳丘墓との

関連が問題となっている。今後は弥生時代の方形周溝墓の系譜を引く墳丘墓の発見も数を増すことにな

ろう。近隣における中期古墳としては、長尾川を挟んだ東側の丘陵（瀬名丘陵）上に存在する瀬名古墳

群がある。

静岡平野北部地域の古墳の分布は麻機低地をとりまくように横穴式石室境が分布していることが指摘

できる。

古墳時代に続く律令期の安倍郡城を考える上で、安倍川の西側の地域にも目を向ける必要がある。安

倍川西岸地域においては、東岸地域以上に古墳の分布が濃密である。このことは律令期の郷の分布を考

える上で重要であろう。

内荒遺跡から出土した銅印は造社印である。印章の時期については字体からも9世紀代のものとして

よく、その出土は造営担当機関の存在を示している。その背後に造営事業に伴う人的、物的動員、すな

わち財政の問題が存在すると考えられる。国司に関わるものである可能性は捨て切れないが、国の機関

とするには印の大きさが郡印・私印規模であることが難点となろう。郡の機構との関連で把握するのが

よいと考えられる。

八反田地区の調査は国府所在郡である安倍郡の郡衝の様相に迫りうる可能性のあるものといえよう。

＊1（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所『宮下遺跡・内荒遺跡・川合遺跡　静清バイパス（川合地区）埋蔵文化

財発掘調査の概要』昭和60年12月

（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所『川合遺跡　昭和60・61年度静清バイパス（川合地区）埋蔵文化財発掘

調査概報』1987
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第Ⅲ章　調査の経過

第1節　調査区の設定と調査の方法

グリッドは10mXlOmメッシュになるように設定した。南限にあたるA列をⅩ＝－110．450に、西限

にあたる0列をY＝－8，100にそれぞれ設定し、それぞれの列に囲まれた範囲をアルファベットと数字

の組み合わせでグリッド番号を呼称した。更に、必要に応じてグリッドを南北に5m幅で半分し、それ

ぞれはグリッド番号の後にN（北半分）、S（南半分）を付けることによって区別をした。

調査は試掘により土層の状況を把握した後、上位より分層発掘を実施した。検出した遺構は種類別に

分類して検出順に登録を行い、遺構記号＋登録番号で表記した。出土遺物は土器・木製品・石製品・金

属製品・自然遺物等に分類して遺構単位、あるいはグリッド毎の層位単位で取り上げ、種類別に作られ

た台帳に登録して遺物記号＋登録番号を付けた。図面記録は原則として1：20縮尺で作成した。遺構平

面図は主に航空写真測量で作成したが、適宜簡易遣方を用いた手取りで補足を行った。土層断面図や遺

構の詳細図などは必要に応じて手取りで作成した。また、遺物の出土状況も必要に応じて1：1～1：20

縮尺で簡易遣方を用いた手取りで作図した。現地の写真記録には6×7判・35mmモノクロ、35mmカラー

スライドを、調査工程の記録用として35mmカラーネガをそれぞれ用いた。室内整理の遺物写真には6×

7判のモノクロネガを用いた。なお、現地調査の過程で珪藻・花粉分析、鉄淳の分析、土壌の分析を各

専門の機関・諸先生方に依頼して実施した。

第2節　発掘調査の経過

調査は第2表の工程に従って進められた。下層遺構（第5遺構面）の調査は高層の建築物が建てられる

地点でのみ実施した。

平成元年10月20日から11月13日にかけて、防護フェンス貼り、電気工事、プレハブ設営、発掘機材の

搬入など、調査開始に向けて各種の準備を行った。また、11月14日から県都市住宅部により表土除去が

行われ、11月16日に開所式（地鎮祭）を実施し、本格的な調査に着手した。調査は、場内の排土置き場

の関係から、調査区を北半と南半に分割して行った。以下に現地調査の概要を週単位で記す。

平成元年

11月20日～24日 重機による表土除去と並行して、調査区法面上段に鋼矢板を設置し、周囲への安

全確保に努めた。また、調査区の周囲に排水溝を兼ねたトレンチを掘削し、集水

桝を設置した。

11月27日～12月1日　表土除去を完了したため、測量基準点を設置し、I・Ⅱ層の上面精査を実施し

た。

12月4日～12月8日　　Ⅱ層上面で近世の水田遺構を検出するとともに、銭貨、陶磁器等の遺物が出土した0

12月11日～12月15日　Ⅱ層の遺構および遺物の出土状況の写真記録・実測を行った。

12月18日～12月22日　Ⅲ層の調査を行い、Ⅲ①層で掘立柱建物・溝・水田、銭貨・刀子など、Ⅲ②層上

層で掘立柱建物・溝・水田、銭貨・鉄鉱など、そしてⅢ②層下層で掘立柱建物・

水田、緑粕陶器・墨書土器などを検出した。

12月25日～12月27日　調査区北半のⅢ層遺構および遺物の出土状況の写真記録・実測を行った。
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第2表　調査工程表

平成元年 平成 2年

10月 11月 12月 1月 2 月 3 月

、・開所式

設置

ノ

鋼矢板喜

矢板 ・プレハブ撤去
発掘準備 ・プレハブ設

電気 ・水道・ガス等設

鋼矢板設置 鋼矢板設置 置　　　　 鋼矢板撤去

基準点

表土除去

繭 写測 ・写測　 写測 写測

査

2層除去 ・Ⅶ層以下調査

し　　　　 南半埋戻し

排水溝掘削 I ・Ⅱ層調査　 Ⅱ層調査 Ⅳ層水田調査　　　 南半Ⅳ層調査

北半Ⅴ層除去　　 Ⅶ層調

南半Ⅴ

北半埋戻

平成2年

1月12日

1月16日～1月19日

1月22日～1月26日

1月29日～2月3日

2月5日～2月10日

2月13日～2月17日

2月19日～2月24日

2月26日～3月3日

3月5日～3月10日

3月12日～3月17日

3月19日～3月24日

3月26日～3月31日

Ⅳ層の調査を行い、水田・掘立柱建物を検出した。

Ⅲ②層下層の遺構の完掘・清掃・マーキングを行い、18日に航空写真測量を行っ

た。

調査区法面下段に鋼矢板を設置するとともに、調査区南半Ⅳ層の調査を行った○

Ⅳ層の調査を継続し、併せて中間層の除去を行った。30日には加藤芳朗氏（静岡

大学名誉教授）に現地指導を仰いだ。

Ⅳ層の調査を継続した。また、中間層除去が完了した10日には下層（Ⅴ～Ⅶ層）

の調査を開始した。5日にはⅣ層の遺構について航空写真測量を行った。

引き続きⅣ層の調査を進め、併せて調査区北半の下層の調査を行った。

調査区北半下層の調査を実施し、併せて新たに検出したⅣ層遺構について19日に

航空写真測量を行った。

Ⅳ層遺構について補足の航空写真測量を行った後、調査区北半を埋め戻した。ま

た、調査区南半の下層の調査に先立って、鋼矢板を法面下段に設置した。

下層の調査に先立ち、中間層の除去を行った。

調査区南半の下層の調査を行い、Ⅶ②・③層で土師器・弥生土器を伴う水田跡を

検出した。

Ⅶ層の遺構について、航空写真測量を行った。下層の遺構・遺物について写真記

録・実測を行い、並行して調査の終了した箇所から鋼矢板の撤去を行い、調査終

了に向けて作業を進めた。

調査区南半を埋め戻し、ガス・電気・水道およびプレハブを撤去し、3月31日をも

って現地調査の全てを終了した。

第3節　基本土層

調査区は宅地として利用され、盛土がなされていたが、その下には以下のような土層の堆積がみられ

た。柱状図には全体の傾向が分かるように3地点を抜き出している。なお、Ⅷ層の下には、スコリア層

を挟む黒色泥炭、更に灰色系統の粘土層が堆積しているが、遺跡の範囲から外れるため記述は割愛した。

I　層　暗灰褐色～青灰色粘土。埋め立てられる直前までの水田耕作土。

Ⅱ　層　黄褐色砂質粘土～暗灰色粘土。色調および砂の混入により、細分が可能な箇所がある。また、

細かな酸化礫粒を混える箇所がみられた。
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1．調査区北壁上層

C＝つ

（一定点’、／〉〉・D －8．00m

1．青灰色砂質粘土（l層）
2．青灰色粘土（ll①層）
3．青灰色粘土（Il②層）
4．礫を多量に含む暗褐色粘土（＝①層）

2．調査区東壁上層

大畦畔芯材

5．磯混じり黒褐色粘土（川②層）
6．灰色粘土（lV①層）
7．灰白色粘土（IV②層）
8．青灰色微砂（V①層）

8　 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

1

3

4

5 7　　　 6

一一 一一 一一 一 ‾一 一一一一一一一 一一 一 一　 一一 一一一一 一－一．．．一一．．．一．．．．．一．．．・．－1－－－．．．．．－．－．－．lq－．・．一一一一一－．－．tt－．一

1．青灰色粘土（I・II層）
2．風化礫を含む暗灰色粘土（＝①層）
3．砂礫混じり黒褐色粘土

桂根

4．風化磯を多幸に含む暗灰色粘土
5．暗灰褐色粘土
6．赤灰色砂磯

7．緑灰色微砂
8，時緑灰色微砂
9．砂礫

－9．00m

3．調査区南壁上層

藍輩≡－9・00m
一一、．一一．一一一一．一一－－－一．－

1．青灰色粘土（l層）
2．砂磯
3．青褐色砂質粘土（‖①層）

4．調査区中央部下層

スコリア
杭　礎板

4．黄褐色砂混じり暗灰色粘土（‖②層）
5．礫混じり黒褐色粘土
6．磯混じり暗褐色砂質粘土

1．灰色粘土・黒色有権質・灰褐色粘土の互層（Vl層）
2．黒色泥炭（VIl①層）
3．灰色粘土（Vll②層）
4．黒褐色粘土（Vll③層）

、、
、、

、　＿．．－．．＿＿＿一一・・．・－一一一一一一一一・ヽ‾‾‾－・＿

7．礫混じり暗灰褐色粘土（lV層上部）
8．磯混じり暗灰褐色砂質粘土（lV層下部）
9．緑灰色微砂（V層）

－5．00m

スコリア

5．褐灰色～黒灰色粘土（Ⅵlり曹）
6．黒色泥炭
7．灰色粘土（上部の一部は黒色味を帯びる）

0　　　　　　　　　　　　　2m－　　　　　　　　　：

第4図　基本土層断面図
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Ⅲ①層　暗褐色粘土。青色、黄色の酸化礫の混入が顕著である。この酸化礫は背後の丘陵から供給され

たものと考えられ、丘陵側に多くみられる。

Ⅲ②層　黒褐色～黒灰色粘土。砂礫が混入する。酸化礫の混入は①層に比べ少ないが、地点によっては

炭化物の堆積とともに酸化角礫の混入がみられる。微高地の縁辺部に相当する箇所では、炭化物

層が下部に顕著な箇所がある。

低地部分では畦畔は明確に把えられなかったが杭列が一部検出された。下面が凹凸をなし撹

拝された様子をよくとどめている。水田として利用されていたと考えられる。

南壁においては、Ⅲ層の特徴である酸化礫の混入が追跡できなくなる。Ⅲ層に相当すると考え

られる土層は南壁の中央付近まで確認されるものの、それ以西には続いていない。

Ⅳ　層　灰色粘土。微高地部分では上下2層に分離できる箇所がある（Ⅳ①層、Ⅳ②層）。低地部分でノ

は、上部が灰色を呈するのに対し、下部は灰白色を呈する。

Ⅴ　層　砂、礫の互層堆積。木材片や枝などを含む租砂層もみられる。

Ⅵ　層　V層に対し粒子の細かな粘土、シルトの互層堆積。有機物の混入が顕著な粘土層がみられる

（ラミナが発達している）。

Ⅶ①層　黒色泥炭。下部は灰色粘土を基質としており、田面は検出した面（Ⅶ②層上面）より2cm程度

上部である可能性が高い。

Ⅶ②③層　灰色粘土。下半は黒味を帯びた灰色粘土で、緑灰色粘土粒子が混入することによっても分離

が可能である（Ⅶ③層）。

Ⅷ　層　褐灰色粘土層。緑灰色粘土層、黒色有機質層を挟む。また、赤色粒子を特徴とするスコリア層

が介在する。下部スコリアは火山ガラスの混入が多い。

第3表　遺構・遺物一覧表

層位 年代観 主要遺構 主　 要　 遺 ，物

I 現代‾ 水田

Ⅱ 近世 水 田 （杭列） 煙管、寛永通質、下駄、陶磁器、鉄砲玉

Ⅲ

① 室町後期
掘立柱建物 ・溝

状遺構 ・水田
永楽通賓、馬鍬刃先、刀子 ・

②
上
鎌倉～室町

‘掘立柱建物 「溝

状遺構 ・水田
銭貨 （宋銭）、鉄鉱’（円錐状尖根）、土錘

② 平安後期
掘立柱建物 ・水 鉄鉱 （平根）、下駄、漆椀、斎串、物差、灰粕陶器、緑粕陶器、

下 田 墨書土器、白磁、八稜鏡

Ⅳ
奈良～平安

水田 ・掘立柱建

物 ・井戸 ・溝状

遺構

須恵器、土師器、灰粕陶器、墨書土器、曲物、挽物、大足、弓、

物葦、木簡、鉄棒、フイゴの羽口、瓦、鉄鉱 （雁股 ・斧箭）、

（古墳時代疲期） 刀子、鋲止め銅板、帯金具、銅鏡、宴、耳環、土製馬形 ・人形、

石製分銅、臼玉、紡錘車、馬歯

Ⅴ 古墳時代後期 須恵器、土師器、曲物、箆状木製品、火摸棒

Ⅵ

Ⅶ－2

Ⅶ＿3

弥生時代～

古墳時代

水田＿（大・．小畦畔）

水田 （杭打大畦畔）
土師器‾・弥生土器
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第Ⅳ章　調査の成果

第1節　第1遺構面

1　概要

昭和39・40年、県営南沼上団地が建設される直前までの水田作土（I層）を除去した後のⅡ層上面で

水田の畦畔に伴うものと考えられる3条の杭列を検出した。遺構のベースとなるⅡ層中からは17～18世

紀代のものと思われる煙管や古寛永などが出土しているので、この面での開田は江戸時代中頃と考えら

れる。杭列の杭の打ち込み位置にばらつきがみられるのは開田以降、埋め立てられ放棄される直前まで

補修がたびたび加えられていた結果であろう。杭列が北西方向に向かうにつれ、より西に偏していく様

子は、1958年作成の静清広域都市計画図などによく表われている。

2　遺構と遺物

（1）杭列

杭列SKOI

N2グリッドからPOグリッドにかけて検出された北西一南東方向の杭列である。割り材の杭で構成さ

れ、それぞれはほぼ垂直に打ち込まれている01mほどの幅でばらつきがあり、左右に外れてみられる

R　＋　　　　　＋　　　　　＋

十　　　　　　　十　　　　　　　十　　　　　　　＋

●　　●
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第5図　第1遺構面全体図
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数本は直行する別の畦畔に伴うものと考えられる。北西側と南東側は打ち込まれておらず、畦畔の盛土

は検出されなかった。

杭列SKO2

K6グリッドからPlグリッドにかけて検出された北西一南東方向の杭列である。04グリッド杭付近

とPlグリッドで鈍角に屈曲する。割り材の杭で構成され、それぞれはほぼ垂直に打ち込まれている。

04グリッド杭北西側では1mほどの幅でばらつきがあり、南東側はとぎれとぎれの部分もあるが、ほぼ

一直線上に並んでいる。北西側半分はSKOlと、南東側半分はSK03とほぼ平行している。畦畔の盛土は

検出されなかった。

杭列SKO3

N6グリッドから06グリッドにかけて検出された北西一南東方向の杭列である。割り材の杭で構成さ

れ、それぞれはほぼ直線上に垂直に打ち込まれている。畦畔の盛土は検出されなかった。

第2節　第2遺構面

1　概要

調査区北東部においてⅢ①層を除去したⅢ②層の上面、あるいはⅢ②層の下部として分粧された土層

の上面において鎌倉時代～室町時代にあたる掘立柱建物5棟、柵列1条、溝5条、土坑1基を検出した。

Ⅳ層上面までの状況を反映して調査区東側は西側に比べて30～60cm高い微高地となっている。これら

の遺構は微高地上に乗っている。

第6図　第2遺構面全体図
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杭列は一部で確認されたのみであるが、基本土層の項で説明したようにⅢ層は耕作土としての特徴を

とどめており、低地部分は水田として利用されていた。

遺構は出土遺物の時期も併せて考えれば大きく、東に約450振る溝（SDO2・03）と直交する建物

（SH13）、ほぼ平行する建物群（SHOl・02・03・09）と柵列（SAOl）、西に約130振る溝（SDO5）と直

交する方向にある軒（SDOl・04）の3時期に変遷すると考えられる。掘立柱建物は南側の4間×2間を最

大に2間×1間、1間×1間と桁方向をほぼ平行させて並んでいるが、いずれも調査区際に近接しているた

め北東側へより大規模なものになる可能性がある。溝は多量の銭貨を出土したSD02が注目される。こ

の面の調査で出土した、最も後出する銭貨の初鋳年代が室町時代後半にあたることから、当地域が耕地

化してゆく時期を察することができる。

2　遺構と遺物

（1）掘立柱建物

掘立柱建物は5棟検出された。いずれも桁方向が北西一南東のもので、更にやや西に振れるもの

（SH13）とほぼ平行して建つもの（SHOl・02・03・09）がみられる。検出された範囲で最大のものは4

間×2間の総柱建物SHOl、最小のものは1間×1間のSH09である。今回の調査では建物相互の有機的な関

係などを示す資料は得られなかったが、SHO2・03・09は総柱建物の一部が検出されている可能性があ

り、建物の方位からもSHOlと同一のグループに属すると考えられる。

掘立柱建物SHOl（第7図、第4表、図版1）

N7・07グリッドで検出された、平面形が長方形を呈する2間×4間の総柱建物である。桁方向は北西

一南東方向で、規模は桁行8．3m（柱間寸法1．9～2．15m≒6～6．5尺）、梁行4．2～4・4m（柱間寸法2・0～2・2

m≒6～6．7尺）、面積は35．7m？を測る。柱穴の平面形はいずれも円形で、底面は標高9・6m前後にある。

柱穴12は掘方は検出できなかったが、手のひら大の陶器片3点を重ねて礎板に転用している様子が伺え

た。柱穴3・5は検出できなかった。SD04より新しい。

掘立柱建物SHO2（第8図、第4表、図版2）

06・P6グリッドで検出された、平面形が長方形を呈する1間×2間の建物である。桁方向は北西一南

東方向で、規模は桁行4．3m（柱間寸法2．0～2．15m≒6～6．5尺）、梁行2．2m、面積9・2nfを測る。柱穴の平

面形はいずれも円形で、底面は標高9．4～9．6mにあり一定していない。

掘立柱建物SHO3（第8図、第4表、図版2）

06・7グリッドで検出された、平面形が長方形を呈する1間×2間の建物である。桁方向は北西一南東

方向で、規模は桁行4．6m（柱間寸法2．1～2．4m≒7～8尺）、梁行1．9m、面積は8．7扉を測る。柱穴の平面

形はいずれも円形で、底面は標高9．45～9．6mにあり一定していない。柱穴4は検出できなかった○

掘立柱建物SHO9（第9図、第5表、図版2）

P5・6グリッドで検出された、平面形がほぼ正方形を呈する1間×1間の建物である。桁方向は他の建

物との並びから北西一南東方向と考えられ、規模は桁行2．2～2．3m、梁行1．9～2・Om、面積4・3m？を測る。

柱穴の平面形はいずれも円形で、底面は標高8．4m前後にある。

掘立柱建物SH13（第9図、第5表、図版2）

P5・6グリッドで検出された、平面形が長方形を呈する2間×2間の建物である。桁方向は北西一南東

方向で、規模は桁行4．4m（柱間寸法2．2m≒7尺）、梁行3．1m（柱間寸法1．55m≒5尺）、面積は12・9r正を

測る。柱穴の平面形はいずれも円形で、底面は標高8．0～8．15mにあり一定していない。柱穴2・3は調査

区外にあたり検出できなかった。柱穴6からは柱根が1点出土している。
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第4表　第2遺構面　掘立柱建物柱穴表1
掘立柱建物 S H O l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 2 1 18 10 円形 － － SP ll

2 26 25 13 円形 － － SP 12

3 － － － （未検出） － － －

4 2 8 26 11 円形 － － SP 14

5 － － －
（未検出） － － －

6 35 35 10 円形 － － SP lO

7 2 3 2 1 10 円形 － － SP　 5

8 2 6 25 9 円形 － － SP　 4

9 3 1 30 10 円形 － － SP　 3

10 30 25 13 円形 － － SP　 2

11 30 27 7 円形 － － SP　 l

12 － － －
（未検出） － － －

土器片を礎板に転用

13 25 25 27 円形 － － SP　 7

14 2 6 25 8 円形 － － SP　－8

15 2 8 27 9 円形 － － SP　 9

掘立柱建物 S H O 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 32 28 8 円形 － － SP　22

2 27 25 9 円形 － － SP　23

3 30 28 8 円形 － － SP 24

4 30 26 6 円形 － － SP　2 1

5 2 0 20 11 円形 － － SP　20

6 30 28 7 円形 － － SP 19

掘立柱建物 S H O 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 2 3 2 1 18 円形 － － SP　30

2 2 7 25 15 円形
－ － SP　3 1

3 2 1 20 20 楕円形 － － SP　32

4 － － － （未検・出） － － －

5 18 15 11 円形 － － SP　29

6 2 3 2 1 15 円形 － － SP　28
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第9図　掘立柱建物SHO9・13実測図
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第5表　第2遺構面　掘立柱建物柱穴表2
掘立柱建物SHO9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 32 30 15 円形 － － SP 72

2 36 34 18 円形 － － SP 73

3 15 12 19 円形 － － SP 71

4 2 8 25 26 円形 － － SP 70

掘立柱建物SH13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸

短壷由
深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 30 24 10 円形 － － SP　89

2 － － －
（未検出）

－ － －

3 － － － （未検出） － － －

4 32 30 5 円形 － － SP　88

5 35’ 30 15 円形 － － SP　86

6 34 32 20 円形 － 1 SP　85

7 32 23 19 円形 － － SP　84

8 24 22 26 円形 － － SP　87

柵列SAOl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（）
柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 28 2 6 8 円形 － － SP　27

2 28 2 6 8 円形 － － SP 26

3 25 24 8 円形 － － SP 25

（2）柵列

柵列SAO1

06グリッドで検出された、直線状になる2間の柵列であるが、更に東に延びる可能性がある。規模は

長さ3．2m（柱間寸法1．8m≒6尺）を測り、SH03の北側に沿うように設けられている。目隠しの用途で

設けられていると考えられる。

（3）溝

溝は5条検出された。東に約450振る溝（SDO2・03）と西に約130振る溝（SDO5）、直交する位置に

ある溝（SHOl・04）のふたつの傾向を把握できる。SD02とSD03の間は約2m空いており、「道」として

機能していたことも考えられる。

溝SDOI

N7・8グリッドで検出された、断面形状が浅い「U」字状を呈する直線状の溝である。北から西へ約

700振る角度にある。規模は幅15～20cm、深さ4．3～5．2cmを測り、西側に行くにしたがって若干深くな

る。

遺物は土器、木製品が出土しているが、すべて細片で図示できるものはなかった。

溝SDO2（第10図、図版3・4）

P4・Q4グリッドで検出された、断面形状が浅い「U」字状を呈する直線状の溝である。北から東に

約450振る角度にある。規模は幅30～70cm、深さ1．6～15cmを測り、南西側に行くにしたがって深くな

－18　－



L　＝8．40m
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm

第10図　銭貨出土状況実測図

る。北側にSD03が平行している。

遺物は銭貨が出土し区いる。銭貨は南西側隅から65枚（78－98～82－162）が集中して出土している。

北宋銭が最も多く、廟・南宋・高麗銭が若干混じっている。覆土の上下に散らばってみられる。また、

この溝に直接伴うも，のではないが、銭貨が集中して出土した位置の南側から差銭（74－卜78－97）が

出土している。97枚のひと差しで址宋銭が主体となり、唐・南宋銭が若干混じる傾向は共通する。中に

極めて稀といわれる「大康通賓」がみられることは興味深い。両者の共通点から、溝の中に含まれる銭

と差銭は元来同時期に同一の位置にあったと考えられ、前者は溝の掘削によって撹乱するに至ったもの

と考えられる。このほかに土器が出土しているが、すべて細片で図示できるものはなかった○

溝SDO3（図版3）

P3・Q4グリッドで検出された、断面形状が浅い「U」字状を呈する直線状の溝である。北から東に

約450振る角度にある。規模は幅38～80cm、深さ3．2～8．5cmを測り、北東側に行くにしたがって若干深
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くなる。

遺物は土器が出土しているが、すべて細片で図示できるものはなかった。

溝SDO4

N7・07グリッドで検出された、断面形状が浅い「U」字状を呈するやや北側に屈曲する溝である。

北から西へ約750振る角度にある。規模は幅25～55cm、深さ3．9～13cmを測り、西側に行くにしたがっ

て深くなる。

遺物は土器が出土しているが、すべて細片で図示できるものはなかった。

溝SDO5

06グリッドで検出された、断面形状が浅い「U」字状を呈する直線状の溝である。北から西に約13

0振る角度にある。規模は幅25～30cm、深さ2．6～8．7cmを測り、北側に行くにしたがって若干深くなる。

SDOl・04と直交する位置にある。

遺物は土器、木製品が出土しているが、すべて細片で図示できるものはなかった。

（4）土坑

土坑SXOI

P5グリッドで検出された楕円形の土坑である。規模は長径4．0m、短径1．8m、深さ7～13cmを測る。

遺物は土器、木製品が出土しているが、すべて細片で図示できるものはなかった。

（5）杭列

P2グリッドにみえる杭はSK04から離れており、杭の周辺には礫も存在していた。杭はⅢ層から打ち

込まれており、SK04を踏襲してつくられた大畦畔に伴うものと考えられる。SKO4・05によって区画さ

れたⅣ層水田が放棄され、Ⅲ層を耕作土として水田が営まれた時、Ⅳ層上面の大畦畔（SKO4）を踏襲し

っっも、西側にふれていった様子を伺うことができる。Ⅱ層を耕作土とする水田は第1遺構面で説明し

たが、Ⅳ層水田が基本となって、次第に変形していった過程をよくとどめている。

Ⅲ層水田の大畦畔に伴う遺物はSKO4・05を検出及び解体した図（第13～15図）に同時に図示してい

る。

遺物は弓（55－9）、火鐙板（58－3）、棒状木製品（59－13）、有孔板状木製品（64－7）が出土している。

第3節　第3遺構面

1　概要

Ⅲ②層からⅣ層上面で平安時代後期にあたる掘立柱建物3棟、井戸1基、溝3条、土坑1基、大畦畔2条

を検出した。調査区東側はⅣ層が上位に露出するかたちで微高地になり、一方西側は微高地部分より60

～90cm下がった低地となっている。

遺構は微高地上に掘立柱建物を主体とする居住域が営まれている。掘立柱建物（SHO5）は溝

（SDO6・07）で区画されたひとつの屋敷地のなかに存在するものとみることができる。区画の外側に位

置する井戸（SEOl）は南側にこれを取り込む屋敷地が存在することを示唆してはいるが、一時期古い

段階のものである可能性がある。一方、低地には大畦畔を伴う水田が営まれている。低地には小区画を

呈する畦畔は検出されなかった。大畦畔は北から西へ約350振れるものと、直交するものがみられる。

これらは、静清バイパス建設に伴う調査で明らかとなった条里型水田の坪を区画する大畦畔と考えられ

る。これは第2遺構面の建物群の方向とほぼ合致しており、大畦畔の方向（条里の方向）が周辺の建物

方位を規制してゆくものと理解できる。

2　遺構と遺物

（1）掘立柱建物
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第11図　第3遺構面全体図
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掘立柱建物は3棟検出された。そのうち全体が分かるものは2棟でいずれも2間×2間の総柱建物である。

桁方向はやや西に振れる南北で、柱位置がややずれていることが特徴である。SH05はひとつの屋敷地

のなかに含まれるものと考えられるが、南東側の何れかに存在すると推測される母屋に付属する建物と

解釈することもできる。

掘立柱建物SHO5（第12図、第6表、図版4）

M8グリッドで検出された、平面形が外周の柱穴で直線上に並ぶものがない、鼓のようなかたちを呈

する2間×2間の総柱建物である。桁方向はやや西に振れる南北方向で、規模は桁行4・1m（柱間寸法2・0

～2．2m≒7尺）、梁行3．05～3．75m（柱間寸法1・45～1・9m≒5～6尺）、面積は13・7扉を測る。柱穴の平面形

はいずれも円形で、底面は標高8．4～8．6mにあり一定していない○

掘立柱建物SHO7（第12図、第6表、図版5）

M7・N7グリッドで検出された、平面形が長方形を呈する2間×2間の総柱建物である。柱穴5と6が内

側に入り込んでいるため歪んだかたちとなっている○桁方向は南北方向で、規模は桁行4・1～4・7m（柱

間寸法1．9～2．4m≒6～8尺）、梁行4．0～4・2m（柱間寸法1・9～2・15m≒6～7尺）、面積は18・85n柁測る。

柱穴の平面形はいずれも円形で、底面は標高8．3m付近にありほぼ一定している。

掘立柱建物SHO8

N7．07グリッドで検出された。ふたつの柱穴が把握されただけなので形状や規模は不明である。そ

のひとつは東壁断面にかかり、覆土は黒褐色粘土である（図版19）。

（2）溝

溝は3条検出された。SD06とSD07はほぼ直交する位置にあり、屋敷地を区画する機能があると考えら

れる一方SD08は小規模なものであり、用途も判然としない。

溝SDO6

L7・M7グリッドで検出された、断面形状が浅い「U」字状を呈する若干蛇行する溝である。北から

西へ約200振る角度にある。規模は幅0・53～1・1m、深さ7～14cm前後を測り、屈曲部付近で若干細くな

る。

遺物は須恵器高台杯（38－1）が出土している。

溝SDO7

M7・8グリッドで検出された、断面形状が「U」字状を呈する直線状の溝である。北から東へ約850

振る角度にある。規模は幅40cm前後、深さ25cm前後を測る。

遺物は土器が出土しているが、細片で図示できるものはなかった。

溝SDO8

M7グリッドで検出された、断面形状が「U」字状を呈する短い直線状の溝である。北から東へ約750

振る角度にある。規模は長さ2．1m、幅30cm前後、深さ30cm前後を測る。SD06に直交する位置にあり、

何らかの計画性があったと考えられるが、接続はしない。

遺物は土器が出土しているが、細片で図示できるものはなかった。

（3）土坑

土坑SXO2

N7グリッドで検出された不定形の土坑である。規模は長径8・5m、短径2・3m、深さ3～8cmを測る。

見窪みあるいは溝とも受け止められるが今回は土坑とした○

遺物は土器が出土している。須恵器高台杯（38－7）、須恵器無高台杯（39－7）、灰粕陶器碗（40－15）

がみられる。

（4）大畦畔
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第6表　第3遺構面　掘立柱建物柱穴表
掘立柱建物 S H O 5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 25 20 6 円形 － － SP　51－

2 38 30 30 楕円形 － － SP　52

3 25 23 33 円形 － － SP　53

4 30 30 22 円形 － － SP 54

5 29 28 21 円形 － － SP 55

6 26 20 16 円形 － － SP 56

7 2 8 25 28 円形 － － SP　57

8 29 26 2 1 円形 － － SP　58

9 2 8 25 ・ 9 円形 － － SP 59
－

掘立柱建物 S H O 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 35 30 30 楕円形 － － SP 42

2 26 25 3 1 円形 － － SP 4 3

3 22 20 25 円形 － － SP 44

4 30 23 24 円形 － － SP 4 5

5 30 28 24 円形 － － SP 4 6

6 28 23 20 円形 － － SP 4 7

7 46 33 14 楕円形 － － SP 4 8

8 44 35 16 楕円形 － － SP 4 9

9 30 25 14 円形 SP 50

大畦畔は2条検出された。北から西へ350振るものとそれに直交するものがみられる。元来はこの中

を更に細分する畦畔が存在したものと思われるが今回は検出されなかった。静清バイパス建設に伴う調

査（池ケ谷遺跡）でも大畦畔と組み合わさる「畦」が検出された地点とされない地点とがあった。

大畦畔SKO4（第14・15図、図版5・6）

L5からQlにかけて検出された北から西へ350振る直線状の大畦畔である。N4グリッドより南側は

調査区境にかかり部分的な検出にとどまった○規模は上端幅0・9～1・3m、下端幅2・2～2・6mを測る。盛土

は3～5cmの厚さで遺存していた。この盛土内には多量の自然木の枝、廃棄された木製品などが芯材とし

て埋め込まれていた。

遺物は木製品が出土している。曲物底板（48－1、49－8）、曲物蓋板（53－2）、すりこぎ（54－3）、

編針（57－2）、紡錘車（6卜9）、付札状木製品（59－3・4・7）などがみられる。

大畦畔SKO5（第13図、図版5・6）

po・Qlで検出されたSK04に直交する大畦畔である。調査区境にかかり部分的な検出にとどまった

が、SK04と同規模になるものと思われる。盛土は7～13cmの厚さで遺存していた。SK04と同様に盛土内

には自然木の枝、廃棄された木製品などが芯材として埋め込まれていた。

遺物は木製品が出土している。曲物底板（48－6）、曲物側板（5卜5）、棒状木製品（59－10）、用途

不明品（63－23）などがみられる。

（5）井戸

井戸SEOl（第16図、図版7）
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第13図　大畦畔SKO5内遺物出土状況

L7グリッドで検出された井戸である。井戸枠は断面5×8cm程度の棒状の横桟を矩形に組んだ外側に

幅30～40cmの板を縦板とする構造をしている○掘方の平面形は2・4mX2・9mほどの隅丸方形状で、井戸

枠の内法は1．15mX1．30mを測る。底面は井戸枠内を更に一段掘り下げた標高7・75mにある。裏込め土

は主に礫混じりの粘土を用い、井戸枠内にも粘土が堆積している。

遺物は手捏ね土器（39－25）が覆土下部から出土している。井戸を埋める際に祀りを行っていること

が伺える。このほか周辺から滑石製の分銅（7「－6）が出土している。
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第16図　井戸SEOl実測図

第4節　第4遺構面

1　概要

Ⅳ層を掘りさげる過程で柱穴の存在を確認できるものが大半であり、Ⅴ層上面までいくとその痕跡を

とどめないものもある。古墳時代末から平安時代までの遺構が重複しており、掘立柱建物28棟、柵列2

条、溝4条、井戸1基、溝状遺構のほか、建物として認定できなかったピットが多数検出された。

4列（Y＝一8．060）以西の部分には全く遺構が存在しなかった。微高地に相当する部分には掘立柱建

物が集中し、微高地と遺構が存在しなかった低地部分との境（微高地の縁辺部）に溝状遺構が集中して

いる（溝状遺構群）。掘立柱建物は、5間（あろ・いは6間）×3間のもの（SH22）が最大で、1間×1間の

ものが最小である。2間×3間～2間×2間の建物で規模が把握できたものでは17棟中10棟と最も普遍的で

ある。南北棟が多く、北側の一群は南側のものに比べて桁方向を若干西側に傾ける傾向にある。また、

徴高地の縁辺には網目状に走る溝状遺構がみられる。今回はこの溝状遺構群の分布が粗になるP6から

N4グリッド付近を境に北部溝状遺構群と中央部溝状遺構群に分割して理解した。中央部溝状遺構群は

グリッドで示すと、M・N・06付近で、P6からN4に向かう溝状遺構とM6からL5に向かう溝状遺構

（ともに二条の溝による。後者は、港間を内法で計ると1～1．5mとなり、前者も同程度の間隔で走り、

05で交差している）で区画された内部に特に集中している。P6からN4に向かう溝以北には溝状遺構

の分布が粗であるとともに、掘立柱建物が重複して分布している。北部溝状遺構群ではSH34のみ溝状

遺構と重複していなことから、区画を伴う屋敷地に営まれていたとも想定したが、重複する場合はすべ

て掘立柱建物が溝状遺構を切る傾向にあることから双方が並存したとは考え難い。溝状遺構群の性格と

してたとえば畑などに伴うものなどとしたほうがふさわしいと考えられるが、微高地の縁辺部という分

布の特徴と合わせ、更に考えていく必要がある。調査区西側で遺構が検出されなかった部分については
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Ⅳ層水田が存在した箇所であり、建物群の存在と並行して水田城として利用されていたと推測される。

しかしながらSH29などは明らかにⅣ層水田の下に相当し、Ⅳ層水田がつくられる以前の建物である。

2　遺構と遺物

（1）掘立柱建物

掘立柱建物は28棟検出された。そのうち規模が分かるものは17棟で、5間（あるいは6間）×3間・4

間×3間・3間×3間・2間×1間・1間×1間のもの各1棟、3間×2間のもの7棟、2間×2間のもの5棟である。

総柱建物はSH16（3間×2間）1棟のみである。桁、梁の方向からみると、ほぼ南北のもの（SH25・26）、

北から西へ約40振るもの（SH20・23・27）、北から西へ約70振るもの（SHO6・22）、北から西へ約

120振るもの（SHll・16・17・28）、北から西へ約180振るもの（SH14・15・18・31・32・33・35・

36・38）、北から西へ約240振るもの（SH21・24・37）の大きく6つの傾向がみられる。また、対にな

る壁で柱の本数が異なる特殊なものも複数棟含まれている。以下の記述における桂根、礎板の数量につ

いては、ほとんどが破片数をカウントしたものであるので、再検討を要する。

①5間（あるいは6間）×3間の掘立柱建物

掘立柱建物SH22（第24図、第10表、図版12）

M8・9グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。今回の調査で確認された最大

規模の建物であるが、南壁側の柱間は等間隔で5間、北壁側は不揃いで6間と変則的な構造を呈している。

ふたつに分割される可能性や北壁と南壁が別々の建物に属するなど、いくつかの可能性を想定して調査

を行ったが、これ以外の組み合わせは難しかった○規模は桁行9・7m（柱間寸法1・2～2・4m≒4～8尺）、

梁行3．6m（柱間寸法1．2m≒4尺）で、面積34．9扉を測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形・不定形など

さまざまで、底面は標高8．2～8．5mにあり一定していない。柱穴ト3・5・7～9・12・14・15・17で桂根

各1本、柱穴16で礎板6枚と柱根2本をそれぞれ確認した（68－3～10、69－ト5）。

②4問×3問の掘立柱建物

掘立柱建物SH25（第25図、第10表、図版13）

N7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。Ⅳ層を掘り下げる過程で建物と

なることが予想されたがV層上面で検出したピットを組み合わせることではじめて建物と認識すること

ができた。規模は桁行4．6m（柱間寸法0．85～1．4m≒3～4．5尺）、梁行3．55～3・85m（柱間寸法0・95～1・5m

≒3～5尺）と柱間がまちまちで、面積17m？を測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形・隅丸方形・不定形

などさまざまで、底面は標高8．0m～8．2mにあり一定していない。柱穴2で2枚、柱穴3で6枚の礎板、柱

穴8で6枚の礎板と1本の柱根、柱穴13で1枚の礎板をそれぞれ確認した（70－1・2）。

③3問×3問の掘立柱建物

掘立柱建物SH19（第23図、第9表、図版11）

L7・M7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行4・9m（柱間寸

法1．45～1．9m≒5～6尺）、梁行4．7m（柱間寸法1．25～1．7m≒4～5．5尺）と柱間がまちまちで、面積23nf

を測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形・隅丸方形などさまざまで、底面は東・西壁の柱穴が標高約

8．3mにある以外は約8．0～8．3mにあり一定していない。柱穴卜3・5・6・8・9・11・12で礎板各1枚を

それぞれ確認した（67－卜7）。柱穴1・11・12はSH20の柱穴4・6・5をそれぞれ切っている。
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第17図　第4遺構面全体図
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④3間×2間の掘立柱建物

掘立柱建物SHO6（第18図、第7表、図版8）

L7・8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。この面の調査の最初に建物と

して認識されたものである。規模は桁行5．5m（柱間寸法1・8～1・9m≒6尺）、梁行3・2～3・35m（柱間寸法

1．6～1．7m≒5．5尺）で、面積18m？を測る。柱穴の平面形状は円形・隅丸方形・不定形などさまざまで、

底面は標高8．2～8．45mにあり一定していない○柱穴1・4・5・7で各1本の柱根、柱穴2・3で各2枚の礎

板・1本の桂根、柱穴8で1枚の礎板・1本の柱根、柱穴6・9で各2枚の礎板、柱穴10で1枚の礎板をそれぞ

れ確認した（65－1～15）。

柱穴4の礎板を取り上げ、完掘した際、底面近くで直径10cm程の範囲に小塊状を呈した火山灰を検出

した。この火山灰は、柱穴の掘削にともなって混入したものと考えられる。

掘立柱建物SH15（第20図、第8表、図版9）

L6グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。この付近は砂礫が露出している

部分で、柱穴の検出は容易であったが、東壁側が3間、西壁側が4間と変則的な構造を呈していた。東西

に別れる可能性を想定して調査を進めたが、これ以外の組み合わせは不可能であった。規模は桁行5・2

～5．3m（柱間寸法1．2～1．75m≒4～6尺）、梁行3・8～3・9m（柱間寸法1・9～2・Om≒6・5尺）で、面積20・2Hf

を測る。柱穴の平面形状は円形で、底面は北壁側が8・1m付近にあるが、あとは標高8・0～8・25mにあり

一定していない。礎板・柱根は確認されなかった。

掘立柱建物SH16（第21図、第8表）

K6・7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。今回の調査の中で確認された

唯一の総柱建物である。規模は桁行4．25m（柱間寸法1・3～1・55m≒4・5～5尺）、梁行3・8～4・2m（柱間寸

法1．9～2．15m≒6．5～7尺）で、面積17m？を測る○柱穴の平面形状は円形・楕円形で、底面は北・西・南

壁側は標高8．2m付近にあるが、東壁側が7・85～8・05mにあり一定していない。柱穴7で10枚の礎板を確

認した（66－4・5）。このほかに柱穴5から有頭棒状木製品（59－21）、柱穴6から棒状木製品（58－9）

が出土している。なお、柱穴4の半分はトレンチにあたり破壊されている。

掘立柱建物SH17（第22図、第9表、図版14）

L7グリッドで確認された、平面形が台形状を呈する南北棟である。南側に行くにしたがって広がる

歪な建物と推測される。規模は桁行4．4m（柱間寸法1．4～1・5m≒5尺）、寒行3・1m（柱間寸法1・55m≒5

尺）で、面積14．5m？を測る。柱穴の平面形状は円形・隅丸方形で、底面はほとんどが標高8・3m付近にあ

るが、柱穴2・3の掘り方は極めて浅い。柱穴1・7で如枚の礎板を確認した（66－6）。なお、柱穴4・5

は検出されなかった。

掘立柱建物SH20（第20図、第8表、図版15）

M7グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行4・7m（柱間寸法1・5～

1．7m≒5～5．5尺）、梁行2．95m（柱間寸法1．5m≒5尺）で、面積13・9n後測る。柱穴の平面形状は円形・

楕円形・隅丸方形などさまざまで、底面は標高8・2～8・3mにありほぼ一定している。柱穴4～7で各1枚の

礎板、柱穴9で3枚の礎板、柱穴8で1枚の礎板と1本の柱根をそれぞれ確認した（67－8・9）。

掘立柱建物SH26（第26図、第11表）

N8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する南北棟である。規模は桁行3・8m（柱間寸法1・05

～1．5m≒3．5～5尺）、梁行3．0m（柱間寸法1．45～1・65m≒5～5・5尺）と桁行の柱間が特に不揃いで、面積

は11．4汀は推測される。柱穴の平面形状は円形・楕円形・不定型などさまざまで、底面は西壁側が標高

8．3m、南壁側が標高8．4mにありほぼ一定している○柱穴5で1本の柱根を確認した（70－3）。なお、柱

穴1は調査区外、2・3・10は消失しており検出されなかった。切り合いからSE02より新しいものである。
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掘立柱建物SH28（第27図、第11表、図版13）

L8・M8グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。規模は桁行4．4～4．5m（柱

間寸法1．4～1．7m≒4．5～5．5尺）、梁行3．2～3．3m（柱間寸法1．4～1．7m≒4．5～5．5尺）で、面積11．5I正を測

る。柱穴の平面形状は円形・楕円形・不定形などさまざまで、底面は標高8．3～8．5mにあり一定してい

ない。礎板・桂根は確認されていない。

⑤2間×2間の掘立柱建物

掘立柱建物SHll（第19図、第7表、図版9）

N5・05グリッドで確認された、中央部溝状遺構群を切って建てられた建物である。平面形が長方形

状を呈する歪な南北棟である。規模は桁行3．35m（柱間寸法1．55～1．8m≒5～6尺）、梁行2．65～2．85m

（柱間寸法1．0～1．5m≒3～5尺）で、面積9．2m？を測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形・不定形などさ

まざまで、底面は標高7．5～7．7mにあり一定していない。柱穴5～7で各1本の柱根を確認した（66－1）。

なお、柱穴4としたものは柱穴3側にかなりよるためこの建物を構成する柱穴でない可能怪がある。

掘立柱建物SH14（第19図、第8表、図版9）

L6・M6グリッドで確認された、中央部溝状遺構群を切って建てられた建物である。平面形が長方形

を呈する南北棟である。規模は桁行3．75～3．9m（柱間寸法1．75～2．1m≒6～7尺）、梁行3．25～3．5m（柱

間寸法1．55～1．8m≒5～6尺）で、面積12．9nfを測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形で、底面は標高8．2

m付近にあり一定しているが、柱穴5のみ標高8．0m付近と深くなっている。柱穴3・5でそれぞれ1本の

柱根を確認した（66－2・3）。また、柱穴2の覆土から墨書のある折戸53号窯式期のものと思われる灰粕

陶器碗が出土している（45－4）。墨書は外面底部に施されるが、部分のため読むことはできない。

掘立柱建物SH27（第26図、第11表、図版11）

L7・M7グリッドで確認された、平面形が台形状を呈する東西棟である。南側にしぼむ歪な建物で、

規模は桁行3．4～3．8m（柱間寸法1．5～2．0m≒5～6．5尺）、梁行3．1m（柱間寸法1．5～1．6m≒5尺）で、面

積11．2m？を測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形で、底面は標高8．15m付近にあり一定しているが、柱

穴4のみが標高8．05mと他よりも10cmほど深くなっている。礎板・桂根は確認されなかった。

掘立柱建物SH36（第29図、第12表、図版14）

Q4グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。北部溝状遺構群を切って建てら

れた建物である。規模は桁行3．8m（柱間寸法1．9m≒6尺）、梁行3．3m（柱間寸法1．5～1．8m≒5～6尺）

で、面積12．5m？を測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形で、底面は概ね7．75mにあるが、東壁側の柱穴

のみが標高7．85m付近と浅くなっている。礎板・柱根は確認されなかった。

掘立柱建物SH38（第29図、第13表、図版14）

L7グリッドで確認された、平面形がほぼ正方形を呈する南北棟である。規模は桁行2．3m（柱間寸法

0．9～1．2m≒3～4尺）、梁行2．2m（柱間寸法1．0～1．2m≒3～4尺）で、面積5．0正を測る。柱穴の平面形状

は円形・楕円形・隅丸方形・不定形などさまざまで、底面は標高8．2m前後にあり一定しているが、柱

穴1のみ標高8．3mと若干浅くなっている。礎板・柱根は確認されなかった。

⑥2間×1問の掘立柱建物

掘立柱建物SH31（第27図、第12表、図版14）

P4・Q4グリッドで確認された、平面形がほぼ正方形を呈する南北棟である。北部溝状遺構群を切っ

て建てられた建物である。規模は桁行2．9m（≒9．5尺）、梁行2．6m（柱間寸法1．4～1．6m≒4．5～5．5尺）

で、面積7．5r正を測る。柱穴の平面形状は円形・楕円形・不定形などさまざまで、底面は標高7．45～7．7

にあり一定していない。特に柱穴2・5が浅い。また柱穴1と6は袋状になり特徴的である。礎板・桂根は

確認されなかったが柱穴2から斎串が1本出土している（59－2）。
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⑦1間×1問の掘立柱建物

掘立柱建物SH35（第28図、第12表、図版14）

Q5グリッドで確認された、平面形が長方形を呈する東西棟である。北部溝状遺構群を切って建てら

れた建物である。規模は桁行2．05m（≒7尺）、梁行1．9m（≒6．5尺）で、面積3伽fを測る。柱穴の平面

形状は円形で、底面は標高7．8m前後にありほぼ一定している。礎板・桂根は確認されなかった○

⑧規模不明の掘立柱建物

規模不明な掘立柱建物は11棟分確認された（SHlO・12・18・21・23・24・29・32・33・34・37）。い

ずれも2～3個の柱穴の検出のみであり、建物規模や性格を明確にすることはできなかった。SH18の柱

穴7・8から出土した礎板は、端部が鋸で切断されており接合関係にあった。それぞれの寸法もほぼ同一

であった。

（2）柵列

柵列は3条検出された。部材が明らかではないが、概ね掘立柱に取りつく柵、あるいは板塀状のもの

になるのであろう。用途としては建物に伴う区画や目隠しの可能性が考えられる。しかし、SA03が周

囲に平行する建物がない点、途中で屈曲する点などを考慮する必要があろう。

柵列SAO2（第30回、第14表、図版14）

L6・7グリッドで検出された北から西に約110振る柵列である。最も北側の柱穴1でSA03と連結する。

規模は長さ3．9m（柱間寸法1．9～2．0m≒6．5尺）を測る。柱穴は3箇所で平面形状は円形である。底面は

標高8．15～8．25mにあり、柱穴1・2で柱根が各1本確認されている（70－5・6）。

柵列SAO3（第30図、第14表）

L7、M6・7グリッドで検出された北から東に約50振る柵列である。最も南側の柱穴4でSA02と連結

する。規模は長さ5．4m（柱間寸法1．7～1．9m≒5．5～6．5尺）を測る。柱穴は4箇所で平面形状は円形・楕

円形である。底面は標高8．0～8．15mにあり、すべての柱穴で柱根が各1本確認されている（70－6・7）。

柱穴3の柱根は扇平な材の長軸が柵列の方向に直行して据えられている。

柵列SAO4（第30図、第14表、図版14）

K7、L7グリッドで検出された北半で北から西に150、南半で更に220振る柵列である。規模は長さ

8．2m（柱間寸法1．9～2．1m≒6．5～7尺）を測る。柱穴は5箇所で平面形状は円形・楕円形である。底面は

ほぼ同一で標高8．25m付近にあり、柱穴5以外で柱根が各1本確認されている（70－8～10）。いずれの柱

根も扁平な材の長軸が柵列の方向に直交して据えられている。

（3）溝

ここでは独立したものを溝と考え、格子状に入り組んで存在する「溝状遺構群」と区別した。その結

果4条を認定した。溝は概ね東西方向のものと南北方向のものがみられる。

溝SDO9（図版16）

N7・M7グリッドで検出された南北方向の溝である。断面形状が浅い皿状を、平面形状が伸びた「S」

字状を呈する。規模は長さ12．5m、幅0．9～1．62m、深さ10～17cmを測り、中央付近で若干深くなる。

溝SDlO（図版16）

M8グリッドで検出された東西方向の溝である。断面形状は浅い皿状を呈する。規模は幅1・6～1・8m、

深さ10～12cmを測り、東側に行くにしたがって若干深くなる。東側は調査区外にかかり検出されなかっ

た。ここでは溝として取り上げたが土坑状のものになる可能性もある。

溝SDll（図版16）

M7・8グリッドで検出された東西方向の溝である。断面形状が浅い「U」字状を、平面形状は南側に

緩くふくらむ弧状を呈する。規模は幅0．55～0．95m、深さ4～11cmを測る。東側は調査区外にかかり検出

－　35　－



L＝8．90m

こ．　　　（：

午

／
／
／

2　m

L＝8．80m

／　／

′

掘

柱穴1／
／

完＼、、

立柱建物SHlO

掘立柱建物SHO6

、－H・一1

1

1本
L＝8．80m

第18図　掘立柱建物SHO6・10・23実測図

－　36　－

∈

七

掘立柱建物SH23



L＝8．00m 掘立柱建物SHll

＼1＼l＼l、／

＼

＼

＼

＼

≡≡「篭≡＿＿＿＿＿＿

オー　＿＿＋＋も

‘壷㍉

三三≡≡　　」＝8．60m

掘立柱建物SH12

第19図　掘立柱建物SH11・12・14実測図

－　37　一

掘立柱建物SH14

2　m



く　　こく

掘立柱建物SH15

第20図　掘立柱建物SH15・20実測図

－　38　－

掘立柱建物SH20

2　m



‡主穴10

柱穴9

‡主穴8

〟 寺

柱穴1

1

‡主穴2
柱穴11

E ’

柱穴

柱穴

、J、

柱穴12
柱穴3

柱穴4
′／　B ’

二 ノ　　　　　　　　 ／ ！ 竿 二王

往生 一ノ／　　 正　　 々

．

．．・・‘‘　′

ダ
0

第21図　掘立柱建物SH16・21実測図

－　39　－

掘立柱建物SH16

掘立柱建物SH21

2　m



掘立柱建物SH17

第22回　掘立柱建物SH17・18実測図

－　40　－



掘立柱建物SH19

＝　二　　　　二

第23図　掘立柱建物SH19・29実測図

－　41－

掘立柱建物SH29

2　m



一　42　－

堅
環
旧
N
N
コ：
∽

蜜
倒
せ
璃
璧

図
寸
ぐ∪

碓

N
N
コ＝
くの

蜜
徴
世
相
雪雲

E

C⊃
Cn

OD

ll

■



‾‾‾‾‾‾‾ヒ：r‾‾‾‾

g

／
枝穴2、　．．．・・・・・・・・

ヰ

」＝8．70m

寺

掘立柱建物SH24

掘立柱建物SH34

掘立柱建物SH25

第25図　掘立柱建物SH24・25・34実測図

一　43　－



オ
ギ

TP

．5

年

＼

・J

I

オ

15

も　′

／
＼

＼

＼

＼

二　　二　　　　　　　二

掘立柱建物SH26」＝8・30m　≡≡≒⊇≡≡≡≡㌻‾‾‾‾－．　、、　　－　　　1一一1　　、111

－　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　－－

掘立柱建物SH37

オ　　B・オ
＋

第26図　掘立柱建物SH26・27・37実測図

1　44　－

掘立柱建物SH27

2　m



掘立柱建物SH28

掘立柱建物SH31
L＝7．90m

第27図　掘立柱建物SH28・31実測図

－　45　－



午　　斗一一
l

／＿　＼

＼＼　　　．／
＼、＼／

＼

、　＼
＼

、＼＼　　　．／
＼＼＼＼／

L＝8．10m

掘立柱建物SH32

牟－
l

l

l

オ　ザオ
掘立柱建物SH33

耳　　掘立柱建物SH35

第28図　掘立柱建物SH32・33・35実測図

－　46　－



掘立柱建物SH36

掘立柱建物SH38

2　m

第29図　掘立柱建物SH36・38実測図

一　47　－



」＝8．50m

u

l

柵列SAO2

柱ふ
一遍

L＝8．60m

第30図　柵列SAO2・03・04実測図

－　48　－

〟

・l／

柵列SAO4

柱穴5

」諺



第7表　第4遺構面　掘立柱建物柱穴表1
甘 、章　 S H O 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴　 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 50 45 35 隅丸方形 － 1 SP　66

2 60 54 27 円形 2 1 SP　67

3 60 50 35 不定形 2 1 SP　68

4 58 48 24 円形 － 1 SP 69

5 ．72 6 1 23 円形 － 1 SP　65

6 74 62 33 円形 2 － SP　63

7 57 5 1 29 円形 － 1 SP　62

8 68 60 29 円形 1 1 SP　6 1

9 78 72 43 円形 2 － SP　60

10 63 5 1 20 ． 円形 1 － SP　64

掘立柱建物 S H l O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 33 29 25 円形 － － SP 253

2 48 42 19 円形 － － SP 254

掘立柱建物 S H 2 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 早1叫 Cm J

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 58 55 28 円形 3 － S P349

2 56 （51） （26） 円形 － － SP347

3 50 43 2 8 円形 － － SP34 8

掘立柱建物 S H l l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 38 35 31 円形 － － SP　98

2 36 34 13 円形 － － SP　99

3 32 28 18 円形 － － SP lOO

4 32 29 24 楕円形 － － SP　97

5 40 34 23 楕円形 － 1 SP 95

6 40 3 1 42 不定形 － 1 SP　94

7 32 30 27 円形 － 1 SP　93

8 40 39 26 円形 － － SP　96

掘立柱建物 S H 1 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状‾礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 29 14 14 円形 － － SP　 90

2 30 13 13 円形
－ － SP　 9 1

3 22 16 16 円形 － － SP　 92
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第8表　第4遺構面　掘立柱建物柱穴表2

掘立柱建物SH14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 30 25 29 円形 － － SP 3 15

2 4 3 27 29 楕円形 － － SP 3 14

3 52 43 40 楕円形
－ － SP 198

4 ．35 35 34 円形 － － SP 312

5 4 8 42 45 円形 1 － SP 199

6 2 8 20 38 円形 － － SP 25 5

7 32 24 32 円形 － － SP 316

8 39 3 1 33 円形
－ － SP 256

掘立柱建物SH15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚 柱根 柱 穴番号 備　 ‾考

1 55 4 8 36 円形 － － S P lO8

2 43 38 16 円形 － － SP lO9

3 4 1 39 15 円形 － － SP llO

4 53 50 17 円形 － － SP lll

5 50 43 24 円形 － － SP lO7

6 5 1 47 9 円形 － － SP lO5

7 4 5 35 22 円形
－ － SP lO4

8 4 5 43 33 円形 － － SP lO3

9 39 37 23 円形 － － SP lO2

10 4 9 44 r　31 円形 － － SP lOl

11 4 5 42 32 円形 － － SP lO 6

掘立柱建物SH20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚）． 柱根 柱 穴畢号 備　 考

1 5 8 55 17 円形 － － S P 167

2 6 3 60 19 楕 円形 － － S P 168

3 47 4 3 14 円形 － － S P 169

4 93 69 17 隅丸方形 1 － S P 158

5 45 4 3 23 円形 1 － SP 155

6 55 52 19 円形 （1）
－ SP 153

7’ 50 45 19 楕 円形 1 － SP 152

8 60 50 26 楕円形 1 （1） SP 15 1

9 60 56 35 円形 3 － SP 154

10 6 1 56 34 円形 － － SP 156

掘立柱建物SH16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面 形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 74 45 12 楕 円形 － － SP 120

2 53 48 12 円形 － － S P 12 1

3 38 35 7 円形 － － S P 122

4 （38） 34 5 （円形） － － S P 123

5 48 47 10 円形 － － S P 119

6 46 33 30 楕 円形
－ － SP l15

7 4 2 40 22 円形 10 － SP 114

8 70 44 24 楕 円形 － － SP l13

9 4 5 45 24 円形 － － SP 112

10 4 5 40 8 円形
－ － SP l16

11 44 42 9 円形
－ － SP l17

12 40 33 1 1 円形 － － SP l18
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第9表　第4遺構面　掘立柱建物柱穴表3
掘立柱建物 S H 2 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴　 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備 ‘考

1 40 38 45 円形 － 1 SP 161

2 37 31 32 不定形 － 1 SP 300

3 45 36 4 1 円形 － 1 SP 159

4 3 1 26 7 隅丸方形 － 1 SP 160

掘立柱建物 S H 1 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 65 45 19 隅丸方形 1 － SP 130

2 47 42 2 円形 － － SP 13 1

3 34 30 2． 円形 － － SP 129

4 － － － （未検出） － － －

5 － － － （未検出） － － －

6 46 42 12 円形 － － SP 127

7 36 26 16 楕円形 1 － SP 126

8 40 32 17 楕円形 － － SP 125

9 45 43 24 円形 － － SP 124

10 37 35 18 円形 － － SP 128

掘立柱建物 S H 1 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 － － －
礎板のみ 1 － SP 138

2 － － － （未検出）‾ － － －

3 － － －
（未検出） － － －

4 － － －
（未検出） － － －

5 － － －
礎板のみ 2 － SP 135

6 58 47 2 9 円形 1 － SP 134

7 55 50 2 8 円形－ 5 1 SP 136

8 － 60 20 円形 2 － SP 137

掘立柱建物 S H 1 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 早1iL（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 93 69 17 円形 1 － SP 147

2 72 60 22 隅丸方形 1 － SP 14 8

3 83 72 14 隅丸方形 1 － SP 14 9

4 83 69 17 隅丸方形 － － SP150

5 75 65 23 隅丸方形 1 － SP 14 6

6 75 60 15 楕円形 1 － SP 144

7 72 64 13 楕円形 － － SP142

8 60 54 20 楕円形 1 － SP 14 1

9 75 6 8 2 1 円形 1 － SP 140

10 50 47 11 円形 － － SP 139

11 55 52 19 円形 （1） － SP 14 3

12 45 43 23 円形 1 － SP 14 5
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第10表　第4遺構面　掘立柱建物柱穴表4
掘立柱建物SH29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 45 38 23 楕円形
－ 1・ SP 323

2 60 57 20 円形 － － SP 319

3 － － － （未検出） － － －
4 5 3 50 22 円形 － － S P 318

5 6 2 ．60 19 不定形 － － S P 324

6 6 5 47 17 楕円形
－ － S P3 17

掘立柱建物SH22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長 軸 短 軸 深 さ 平 面 形状 礎板 （枚 桂 根 柱 穴 番 号 備　 考

1 3 6 3 1 4 3 円 形 － 1 ′　 SP 18 2

2 3 8 3 0 2 6 円形 － 1 S P 18 1

3 3 5 2 5 8 楕 円形 － 1 S P 18 0

4 4 3 4 1 2 4 円形 － － SP 17 9

5 4 6 34 3 9 不 定 形
－ 1 S P 17 8

6 4 2 37 19 円形 － － SP 17 7

7 4 6 3 3 4 8 楕 円形 － 1 S P 17 6

8 3 7 2 8 （2 8 ） 楕 円形 － 1 S P 1 7 5

9 4 7 4 4 （3 7） 円形 － 1 S．P 1 6 5

10 － － －
（未 検 出）

－ － S P 1 64

1 1 5 0 3 7 2 5 円形 － － S P 16 3

12 4 9 3 6 2 7 楕 円 形 － 1 S P 16 2

13 4 0 3 8 15 円 形 － － SP 1 87

14 4 0 3 8 16 円 形 － 1 S P 18 6

1 5 4 3 3 5 3 8 不 定形
－ 1 S P 18 5

16 7 0 5 6 2 2 不 定形 6 2 S P 18 4

17 4 0 3 7 2 1 円形 － 1 S P 18 3

掘立柱建物SH24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 － － － 礎板 のみ 1 － SP 172

2 － 39 （7） 円形 5・ － SP 171

3 52 35 14 楕 円形 3 － SP 170

掘立柱建物SH25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長 軸 短 軸 深 さ 平 面 形 状 礎板（枚） 柱 根 柱 穴 番 号 備　 考

1 5 5 5 0 4 円形 － － SP 4 0 2

2 5 8 ・ 4 7 － 不 定 形 2 － SP 4 0 3

3 50 4 8 5 隅丸 方 形 6 － SP 4 07

4 4 6 4 0 ． 4 円形
－ － SP 3 85

5 4 7 3 7 9 円形 － － S P 3 2 8

6 4 2 3 8 7 円 形 － － S P 4 0 9

7 4 1 3 8 10 円 形 － － SP 4 0 4

8 7 0 5 4 1 1 楕 円形 6 1 S P 3 8 3

9 5 5 3 3 2 0 楕 円形
－ － SP 4 0 8

10 5 0 3 5 10 円形 － － SP 3 9 0

1 1 4 5 4 0 17 円形 － － SP 3 9 7

12 34 30 10 円形 － － SP 3 8 6

13 52 6 0 2 4 楕 円形 1 － SP 3 9 9

14 5 5 4 5 9 円形
－ － SP 4 0 0
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第11表　第4遺構面　掘立柱建物柱穴表5

掘立柱建物SH34 単位（cm）

柱穴 長 軸 短 軸 深 さ 平 面 形 状 礎板 （枚） 桂 根 柱 穴 番 号 備　 考

1 － － －
（未 検 出 ） － － －

2 － － －
（未 検 出 ） － － －

調 査 区 外

3 4 0 3 8 19 円 形 － － S P 2 19

4 4 0 3 8 1 1 円 形 1 － S P 2 1 8

5 4 1 3 9 14 円 形 － － S P 2 17

6 3 3 2 8 15 円 形 － － S P 2 1 6

掘 立 柱 建 物 S H 2 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単 位 （cm ）

柱穴 長 軸 短 軸 深 さ 平 面 形 状 礎板 （枚） 桂 根 柱 穴 番 号 備　 考

1 － － －
（未 検 出 ） － － －

2 － － － （未 検 出 ） － － －

3 － － － （未 検 出 ） － － －

4 4 6 4 3 14 円 形 － － S P 4 1 0

5 3 5 3 3 1 1 円 形 － 1 S P 3 9 5

6 4 5 3 5 20 楕 円 形 － － S P 3 9 4

7 6 7 5 1 2 3 不 定 形 － － S P 4 1 1

8 5 1 4 3 1 1 円 形 － － S P 4 12

9 4 0 3 7 11 円 形 － － S P 4 13

10 － － －
（未 検 出 ） － － －

掘立柱建物SH27
柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 48 43 32 円形 － － SP338

2 57 50 26 楕円形 － － SP339

3 74 60 25 楕円形 － － SP340

4 71 58 37 円形 － － SP335

5 45 43 26 円形 － － SP308

6 60 47 30 楕円形 － － SP341

7 47 43 35 円形 － － SP334

8 45 35 29 楕円形 － － SP336

掘立柱建物SH37
柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 38 29 27 楕円形 － － SP233

2 40 33 24 楕円形 － － SP234

3 40 32 11 楕円形 － － SP235

掘立柱建物 S H 2 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考．

1 73 51 32 不定形 － － SP357

2 45 35 12 楕円形 － － SP358

3 55 48 26 円形 － － SP359

4 45 43 14 円形 － － SP356

5 52 39 11 楕円形 － － SP354

6 54 43 16 楕円形 － － SP352

7 35 31 29 円形 － － SP351

8 46 37 11 楕円形 － － SP350

9 42 39 13 円形 － － SP353

10 57 48 14 楕円形
－ － SP355
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第12表　第4遺構面　掘立柱建物柱穴表6
掘立柱建物SH31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 52 4 8 38 円形 － － SP 204

2 32 30 12 円形
－ － SP 205

3 4 8 45 15 不定形
－ － SP 206

4 55 42 19 楕円形 － － SP20 3

5 32 30 13 円形 － － SP202

6 53 5 1 3 1 円形 － － SP20 1

掘立柱建物SH32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長卓由 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 53 50 12 円形
－ － SP 209 SH 33 と供用

2 4 0 32 16 楕円形
－ － SP 2 10

3 30 20 16 円形 － － SP 208

4 35 25 15 楕 円形 － － SP 207

5 3 8 30 24 円形
－ － SP　82

6 32 30 2 1 円形
－ － SP 2 15

掘立柱建物SH33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱 穴番号 備　 考

1 53 50 ＿ 12 円形 － － S P209 SH 32 と供用

2 45 40 ．19 円形 － － S P2 14

3 32 30 20 円形 － － S P2 13

4 30 23 13 楕 円形
－ － S P2 12

5 30 28 18 楕 円形
－ － S P2 11

6 － － － （未検 出） － － －

掘立柱建物SH35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 25 20 19 円形 － － SP 222

2 22 20 6 円形 － － SP 223

3 32 30 15 円形
－ － SP 221

4 22 20 16 円形 － － SP220

掘立柱建物SH36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（cm）
柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 2 8 25 22 円形 － － S P230

2 30 28 22 円形 － － SP 23 1

3 30 32 18 円形 － － SP 232

4 30 24 13 楕 円形
－ － SP 229

5 26 2 2 5 円形 － － SP 227

6 22 20 8 円形 － － SP 226

7 28 25 8 円形 － － SP 225

8 30 27 15 円形 － － SP2 28
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第13表　第4遺構面　掘立柱建物柱穴表7
屈立 主建 勿S H 3 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 早1iL（cm）

柱穴　 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 柱根 柱穴番号 備　 考

1 34 3 1 12 円形 － － SP 306

2 55 42 1 1 楕円形 － － SP307

3 57 38 ・12 隅丸方形 － － SP308

4 42‘ 38 19 不定形 ＿ － － SP 129

5 45 42 26 円形 － － SP302

6 35 32 22 円形 － － SP 303

7 40 38 15 円形 － － SP 304

8 48 45 20 円形 － － SP 305

第14表　第4遺構面　柵列柱穴表
柵列 S A O 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 32 30 23 円形 － 1 SP 195 SA 0 3の柱穴4 と共用

2 36 35 25 円形 － 1 SP 191

3 4 1 34 2 1 円形 － － SP 303

柵列 S A O 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深 さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴華号 備　 考

1 19 17 15 円形 － 1 SP 33 1

2 27 27 27 隅丸方形 － 1 SP 332

3 30 28 18 隅丸方形 － 1 SP 333

4 32 30 2 3 円形 － 1 SP 195 S A 02の柱穴1 と共用

柵列 S A O 4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位（cm）

柱穴 長軸 短軸 深さ 平面形状 礎板（枚） 桂根 柱穴番号 備　 考

1 38 29 14 楕円形 － 1 SP 190

2 2 3 20 15 円形 － 1 SP 192

3 38 29 12 楕円形 － 1 SP 196

4 35 ．30 12 円形 － 1 SP 197

5 35 3 1 11 円形 － － SP 19 1

されなかった。

溝SD12

L7・8グリッドで検出された南北方向の溝である。断面形状は浅い「U」字状で南に行くにしたがっ

て深くなり、平面形状は南に行くにしたがって太くなる傾向がある。規模は幅2・85～4・50m、深さ20～

26cmを測る。南側は調査区外にかかり検出されなかった。

（4）井戸

井戸SEO2（第31図、図版17）

M8・N8グリッドで検出された井戸である。井戸枠は側線部両側に挟りを入れた幅40～50cm、長さ2

m前後の板材を矩形に組み重ねて形成されている。横桟や柱は伴わない。掘方の平面形は直径3・4～3・6
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mほどの円形状で、井戸枠の内法は1．2mX1．5mを測り、底面は掘方の底面と同一で標高7．4mにある。

裏込め土は主に礫混じりの粘土を用い、井戸枠内にも粘土が堆積している。

遺物は土器、木製品がみられる。土器は手捏ね土器（39－26）が覆土下部から出土している。木製品

は崩落した井戸材に混じって斎串4本（54－13～16）、有孔板状木製品（57－5）が出土している。手捏

ね土器や斎串の存在から、井戸を埋める際に祀りを行っていることが伺える。

（5）北部溝状遺構群（図版16）

調査区北側のP4・Q4グリッドで検出された、網目状に重複する溝を便宜的に北部溝状遺構群と称し

た。Q3グリッドからP4グリッドの試掘坑にむかって走る南北方向の溝状遺構を西限としている。溝状

遺構群と重複して掘立柱建物が配置されているが、建物に伴う区画溝として明瞭に抽出することはでき

ない。

溝状遺構は主に南北方向のものと東西方向のもので構成される。南北方向のものは北から10。西に振

るものと250　西に振るものの2種がみられる。規模は前者が長さ5．5～9m、幅20～50cm、深さ15cm以下

で、後者が長さ12m前後、幅15～70cm、深さ15cm以下である。一方、東西方向のものは南北方向のもの

に直交する位置にあり規模も類している。覆土で切り合いが観察できるものはほとんどみられない。

遺物は土器と木製品がみられる。土器は250西に振るものと、直交するものから須恵器高台杯（38－

31）と棒状木製品（63－15）が出土している。

u

l

＜

1．黄灰色風化礫混り暗褐色粘土
2．暗褐灰色粘土
3．青灰色風化礫湿り暗灰褐色粘土
4．風化礫粒湿り暗灰色粘土
5．風化礫湿り黒灰色粘土
6．黒灰色粘土

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

7．風化礫
8．礫混り暗灰色粘土
9．礫湿り暗青灰色粘土
10．暗青灰色粘土
11．青灰色風化礫
12．礫混リ暗褐色粗砂

第31図　井戸SEO2実測図
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（6）中央部溝状遺構群（図版16）

調査区中央付近のM5～06グリッドで検出された、網目状に重複する用途不明の溝群を便宜的に中央

部溝状遺構群と称した。04グリッドからM5グリッドに走る溝状遺構を西限とし、それにほぼ直交する

溝状遺構（すなわちP6グリッドからN4グリッドに向かう溝とM6グリッドからL5グリッドに向かう溝）

で区画され、内部に格子目状に溝が走る。M6グリッドからL5グリッドに向かう溝以南にもわずかの範

囲であるが、格子目状の区画がみえる。畑などに伴う何らかの溝を想定しているが、それにしては個々

の規模が大きいことや溝の付き方に租・密の差が歴然としていることなどから、なお断定するに至って

いない。

溝状遺構は主に南北方向のものと東西方向のもので構成される。南北方向のものは北から0～150西

に振るもので、規模は長さ4～20m、幅20～60cm、深さ15cm以下である。一方、東西方向のものは北か

ら50～700西に振るもので、規模は長さ4．5～13m、幅20～60cm、深さ15cm以下である。これらは相互

が平行あるいは直交し、重複しあうものがほとんどみられない以外には余り共通性・規格性が感じられ

ない。今回の調査では方向の異なるもの同士の切り合い関係は判然としなかった。時間的にも近接して

掘られたものと考えられる。

遺物は土器、木製品、土製品がみられる。土器は須恵器杯（35－24）、土師器嚢（44－15）、緑粕陶器

碗（46－2）が出土している。嚢は駿東嚢と呼ばれるもので、今回出土した中では最も口緑部が肥厚し

ている。緑粕陶器は口径が広く、浅形のものである。混入の可能性がある。木製品は曲物底板（49－5、

50－10）、曲物蓋板（52－2・10）、挽物盤（53－8）、劉物槽（54－2）、棒状木製品（63－3・14）、板状

木製品（64－10）が出土している。土製品は馬形（71－4）がみられる。

第5節　第5遺構面

1　概要

第5遺構面はⅦ②・③層を被覆する泥炭層（Ⅶ①層）を除去して検出した水田遺構である。この面は

重機を用いてⅦ①層直上までの削平を行ない、その過程で大畦畔ばかりでなく、小畦畔の高まりも明瞭

に把握することができた。特に小区画42・50・58・65・68・78以西と小区画47・55・62・75・85・90以

東については区画の把握が可能であったが、その他の部分では削平しすぎたこともあってか把握するこ

とができなかった。区画の番号は把握が可能であった小畦畔を結んで推定したものを含んでいる。この

作業で小区画水田113枚、大畦畔2条と最も古い大畦畔に伴うものと考えられる杭列2条を検出した。

大畦畔は34mの間隔で設けられており、その間を9～10枚分の小区画に分け、水田としている。杭列

は大畦畔に平行して打ち込まれている。SK06の北西側にある杭列は、3～4本が3箇所に集中して打ち込

まれているが、SK07の北西側にある杭列は列状である。SK07に平行するものは、明らかに畦畔の位置

からはなれ、水田区画内に入り込んでいる。SK06の北西側のものも水田の検出作業のなかではわずか

に頭を出しているものがあった程度で、その全貌は畦畔を解体する過程で初めて明らかになった。これ

らの杭列は最終の埋没水田に先行する畦畔に伴うものと考えられる。
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第32図　水田面の起伏状況
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第15表　第5遺構面（Vl層）水田面積一覧表

水 田 区 面 積 水 田 区 面 積 水 田 区 面 積 水 田 区 面 積 水 田 区 面 積 水 田 区 面 積

画 番 号 （前 ） 画 番 号 （n 勺 画 番 号 （前 ） 画 番 号 （扇 ） 画 番 号 （前 ） 画 番 号 （d ）

6 4 ．7 8 2 1 5 ．8 0 4 9 6 ．6 0 6 1 2 1 ．6 0 7 3 12 ．3 2 10 0 3 ．0 6

7 6 ．1 8 2 2 9 ．2 0 5 0 4 ．4 5 6 2 7 ．3 7 7 4 7 ．6 0 10 1 3 ．4 0

8 5 ．0 4 2 3 9 ．8 8 5 1 5 ．7 3 6 3 5 ．4 5 7 5 4 ．8 2 10 2 3 ．0 3

10 7 ．0 3 2 6 4 ．3 7 5 2 4 ．6 8 64 5 ．94 7 6 5 ．7 1 10 4 4 ．7 6

1 1 6 ．4 4 2 7 7 ．0 4 5 3 6 ．0 4 6 5 3 ．94 7 7 5 ．8 4 10 5 4 ．12

12 7 ．7 4 2 8 10 ．9 9 5 4 8 ．3 4 6 6 2 ．60 7 8 4 ．9 3 10 7 6 ．15

14 5 ．9 5 3 1 6 ．14 5 5 4 ．9 2 67 6 ．3 2 8 4 8 ．2 1 10 8 5 ．14

15 7 ．0 0 3 2 6 ．3 6 5 6 6 ．4 1 6 8 5 ．24 8 5 5 ．9 9 1 10 5 ．12

16 8 ．7 0 3 3 3 ．2 1 5 7 6 ．4 3 69 9 ．6 5 8 6 5 ．0 1 1 1 1 3 ．9 8

17 6 ．7 9 3 4 3 ．5 7 5 8 5 ．0 1 70 3 ．7 1 9 6 4 ．9 8

19 4 ．9 0 3 7 8 ．16 5 9 16 ．2 0 7 1 6 ．37 9 7 3 ．0 6

2 0 7 ．13 3 8 5 ．6 0 6 0 10 ．2 5 72 3 ．7 5 9 9 3 ．19

2　遺構と遺物

（1）大畦畔

大畦畔は2条検出された。いずれも北東一南西方向に、約34mの間隔をおいてほぼ平行している。

大畦畔SKO6

N3～04グリッドで検出された北から約42。東に振れる大畦畔である。規模は下端幅1．5～1．8m、上

端幅0．50～0．85m、周辺の水田面との比高差16～24cmを測る。北西側に平行するかたちで杭列がみられ

る。割り材を用いた杭3～4本が一組に、3箇所にわたって打ち込まれている。相互の間に打ち込まれる

杭はまばらである。
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第33図　第5遺構面全体図
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第34図　大畦畔SK07と杭列実測図

大畦畔SKO7（第34図、図版18・19）

L6～M7グリッドで検出された北から約44。東

に振れる大畦畔である。この付近ではⅦ②・③層

の分離は難しかったが下半に緑灰色粘土粒の混入

が多く、特にSK07の下半には顕著であった。規模

は下端幅1．35～1．85m、上端幅0．40－0．65m、周辺

の水田面との比高差3～23cmを測る。北西側に平行

するかたちで杭列がみられる。割り材を用いた杭

が30～90cm間隔で直線状に打ち込まれている。杭

列の畦畔側には部分的に0．25～1．5mの棒材を横に

渡した部分が遺存している。

（2）小区画水田（第15表）

小区画水田は合計で113枚検出された。その中で、

復元したものも含めて面積が分かるものは第15表

に示した69枚である。面積は平均6．30m2であるが、

最大規模のものは21．60m2、最小規模のものは2・60

㌦と概ね10倍の差があり、全体的にみても広狭の

差はまちまちである。水田面全体は、最高部（P3

グリッド付近）で標高5．3m、最低部（N5グリッ

ド付近）で4．65mと約0．65mの比高差をもって調査

区の中心方向に向かって徐々に下がっている。水

田の区画をなす畦畔は下端幅25～65cmを測るが、

高さは5cm以下と所によってははっきりとした高ま

りがみられない箇所もある。SK06の西側は東西の

曲線をなす畦畔をまず設定し、それを更に分割し

ていったようにみえる。

（3）溝状遺構SD13

P2グリッドからN2グリッドに向かう溝状遺構

が1条検出された。幅50cm、検出面からの深さ5cm

の浅い皿状を呈し、ほぼ小畦畔に平行して走って

いる。水田よりも新しい時期のものである。
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第6節　包含層出土の遣物

1　日層出土遺物

（1）概要

陶磁器、土器、木製品、金属製品、動物遺存体が出土している。江戸時代後半代のものまでが含まれ

る。特徴的なのは金属器で、煙管は時好品である煙草が農村にまで普及していたことを物語っている。

農作業の合間に使っていたのであろう。容器は銅製でかなり細工が凝っている。土器や木製品の多くは、

下層にあったものが耕作によって巻き上げられ混入したものである。

（2）遺物

a．土器

須恵器坪蓋（37－5）

高台杯に伴う蓋の体部～口縁部の破片で、つまみは欠損して失われている。8世紀前半のものである。

山茶碗小皿（40－32）

検出された中でも口径が大きなもので、体部から口唇部にかけて緩やかに内湾している。12世紀後半

のものである。

瓦（47－1）

平瓦と思われる。器面には布目痕と叩き目痕が残っている。叩き目痕は格子状に溝を掘った板状の叩

き具によるものであり、一方向から施されたとみえ、ほぼ平行している。

b．木製品

下駄（57－6）

小型の連歯下駄である。出土したすべての中で最も歯の残りがよいが、経の部分は横に切断されてい

る。入手後、早いうちに片方が割れるなど対として機能が損なわれたため廃棄されたと考えられる。

棒状木製品（61－11）

先端が丸くなる断面楕円形の棒の一端である。切断面から銘などによる数度の加撃で叩き切られてい

ると判断できる。

有孔棒状木製品（63－9・11）

いずれも断面矩形の棒で背中合わせになる面に穴を開ける。9は貫通する円形の孔に棒を差し込んで

いる。一方、11は複数箇所に片側から木釘を打ち込んであったものとみられる先細りの孔を開けている。

いずれも何かに打ちつけられていた部材のひとつと考えられる。

有孔板状木製品（61－7、62－2）

7は方形の板である。元来は61－4のように中央に穴が開いた矩形の板を、真ん中で切断したものであ

ろう。2は長細い板の一端に、木釘を打ち込んであったものとみられる先細りの孔を開けたものである。

板の形状が異なるため機能は異なるものと推測される。

用途不明晶（61－6）

長辺の中央部に長方形状の挟りをもつ板である。何らかの部材と考えられる。

C．金属製品

煙管雁首（73－1～3）

いずれも真銀製である。1・2は小型で、上方で蝋付けされた直線状の短い頚に直接火皿が付く。2は

更に羅字が差し込まれる部分が太く作り出されている。江戸時代後半代のものである。3は横で蝋付け

された先細りで上方に反り上がる頚の先端に火皿が付くものである。江戸時代前半代のものである。

煙管吸口（73－5）
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真銀製の吸い口で、円錐状に曲げて蝋付けされている。つり合いから3のような頚の長い雁首と対に

なるものと推測される。

容器（73－8）

花弁状に叩き出された脚付きの銅製容器である○杯部の内面中央には、円形で上方に膨らむ菊花を毛

彫りした板があてがわれており、脚部と杯部とをピンで連結する際の緩衝材の役割もしている。内面に

は植物の燃えた灰が認められた。

弾丸（73－10）

火縄銃に用いる鉛製の、球形を呈する弾丸である○概ね2匁の重さに調整されているものと思われる。

d．銭貨

寛永通賓（83－169）が出土している。新寛永である。かなり薄くなるまで摩耗している。

e．動物遺存体

馬歯（図版61）が出土している。1点のみなのでどのような要因に由来するのかは判然としない。

2　日層出土遺物

（1）概要

陶磁器、土器、木製品、金属製品、石製品、動物遺存体が出土している。土器は色々なものが少量ず

っみられる。最も後出するものに山茶碗の小皿があるが、灰粕陶器がみられることから1雌紀初頭頃か

ら13世紀前後まで遺物の混入しない状況で利用されていたと察せられる。木製品の出土量は少ないが容

器や履物などの身の回りの生活用具が主体である。金属製品は鉄鉱が、石製品には砥石がみられる。

（2）遺物

a．土器

須恵器坪蓋（36－12・14、37－4）

宝珠状のつまみをもつものである。12はつまみの丈が高いが、14は低く圧縮されたようなかたちにな

っている。4は欠損しているが、同様なつまみが付くものと推測される。受け部は鈍ってやや外反する。

須恵器坪身（37－25・33、38－12）

いずれも高台杯である。25は大型、33は中型のものであり、明確な稜をもたないやや鈍った高台が張

りつけられる。体部から上方は欠損している012は断面矩形の明確な稜をもつ高台が張りつけられる。

底部が肥厚するのが特徴的である。

土師器坪（39－17・19）

駿東杯（17）と灰粕陶器の椀を模倣したと思われるもの（19）がある。17は明確な駿東杯の胎土を有

するが、須恵器の無高台杯のようなプロポーションをもつものである。すべてナデで調整されて、ミガ

キが喪失していることからも駿東杯の系列の中では最も新しい部類に属するものと考えられる。19は体

部の開き具合から碗形態になるものと判断された。

土師器蜜（44－10）

いわゆる遠江型の嚢である。口緑部が外側に大きく引き出され、更に口唇部は若干上方に持ち上げら

れる。口縁部以上は全体的にヨコナデで調整されている。

緑粕陶器（46－9）

碗形になるものと思われる。高台端部を除く全体に丁寧に施粕されている。内面は粕の剥がれが目立

ち、長期間の使用が伺える。

灰粕陶器碗（40－1・16・18）

1は灰粕パケヌリの技法を残す古手の様相を示すものである。体部が肥厚することから重厚な雰囲気

がある。16・18はツケガケあるいは粕を施さないより新しいものである。16に比べて18は器高があり、
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更に体部を張らせる小型の深碗形態をしている。

灰粕陶器小碗（40－22）

明らかに重ね焼きを指向した断面三角形状の高台をもつ。無粕である一方、底部外面の糸切り痕をナ

デ消すなど新しい傾向と古い手法が混在するものである。

山茶碗小皿（40－34）

東遠系の小皿である。体部は直線状にやや内湾しながら立ち上がる。今回出土した中でも口径の小さ

なものにあたる。

刻苦土器（45－14）

14は須恵器の器形を模した土師器で、体部以上は失われている。底部外面のほぼ中央に「上」と焼成

後に尖頭状の工具で記されている。

b．木製品

曲物底板（48－3、49－9）

いずれもクレゾコのものである。3は小型で柄杓の底になるとも考えられる。9は中型で木目に沿って

割れた中央部のみが残存している。

曲物蓋板（52－4）

カキゾコ状のものである。中心からやや外側に外れて2箇所に把手になると思われる樺皮が通されて

いる。

箆状木製品（54－4）

片側がやや厚くなる板材の厚い方を削り込んで断面長方形の把手を造り出し、一方で周囲をなだらか

な楕円形に削ることによって箆部を造り出している。

箸状木製品（54－11）

細い棒の断片である。断面は円形を呈し、両側は欠損している。

下駄（57－12）

連歯下駄である。片側の縦方向に割れた半分が遺存している。歯はよく摩滅しているが、むしろ腫側

の摩滅の度合いが大きい。鼻緒孔は後側の．ものが踵側の歯の内側際に開けられている。

火錬板（58－11）

桶などの大型容器の底板を火鐙板に転用している。面によって痕跡の数が異なることから、火おこし

の作業はもっぱら片側を使って行われていたとみえる。

棒状木製品（63－10）

断面形状が矩形を呈する棒である。片側が斜めに切断されて失われている。

板状木製品（64－9）

長方形の板の両端に方形の決りが入っている。何らかの部材になると思われる。

C．金属製品

鉄鋲（74－2）

平根である。身は薄くきわめて鋭利である。茎は断面長方形状を呈し、末端は折れて失われている。

身と茎の境に凸帯を巡らせる。

不明銅製品（73－11）

小さな容器かあるいは飾り金具のひとつになると推測されるが判然としない。

d．石製晶

砥石（72－1）

灰色中粒砂岩の自然礫の3面を使っている。手触りはやや粗く、使用面の中央がややへこむことから
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も小型品の研磨に据え付けて使用したと思われる。

e．土製品

土錘（71－2）

でっぷりとした感じの土錘である。孔はほぼ一定の太さで通っている。

f．動物遺存体

馬歯（図版61）が出土している。2点が同一グリッドから出土しているため同一個体のものとも考え

られる。

3　日（D層出土遺物

（1）概要

土器、木製品、金属製品がみられるが出土量は少ない。その中でも馬鍬は牛馬排が当地城で行われて

いたことを物語る資料である。

（2）遺物

a．土器

土師器蜜（44－9）

遠江型の嚢である。口縁部は内面に稜をもって外側に引き出されている。口唇部は緩やかに若干上方

に引き上げられている。

緑粕陶器（46－8）

皿形になるものと思われる。高台端部を除く全体に丁寧に施粕されている。

刻書土器（45－1）

灰粕陶器の見込みの部分に尖頭状の工具で焼成前に文字が記されている。二つに割れて中央部が失わ

れているために読むことは困難であるが、2文字が重複しているようにみえる。

b．木製品

曲物（53－1）

底板と側板とがそろったかたちで出土した唯一のものである。2枚の板をつなぎ合わせて底板とし、

側板は一枚の上下に更に薄板を添えている。底板と側板は木釘を用いて接合されている直径35cm前後

で、高さは9．2cmを測る。クレゾコである。

C．金属製品

馬鍬（73－6）

断面長方形の鉄の板であり馬鍬と判断した。基部には脱落を防ぐためと思われる膨らみが造り出され

ている。先端に向かってやや幅が狭くなっている。

短刀（73－14）

茎から身の中ほどまでが遺存していた。身は断面が楔状になると思われるが腐食や欠損で明瞭には分

からない。茎には錆で塞がれているが、1箇所目釘孔とおぼしき凹みがみられる。

4　日②層出土遺物

（1）概要

陶磁器、土器、木製品、金属製品、石製品が出土している。土器はより下層にあったと思われる奈良

時代の須恵器、土師器類が混じっているほか、灰粕陶器が最も量が多く、この層が利用された盛期が概

ね10～11世紀初頭頃であったことを物語っている。最も新しいものは山茶碗の小皿であることから13世

紀前後にこの層が埋没したと推測される。木製品は曲物が最も多く、生活用具を中心とするが、大足の

部材など農耕具も含まれる。その中でひときわ注目されるのは小型の物差である。金属製品で注目され

るのは鉄鉱で、特に尖根は狩猟用とは考え難く、武装した人物の存在がうかがえる。このほかに銅鏡も
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出土している。石製品は砥石である。

（2）遺物

a．土器

須恵器坪蓋（36－8・29・37）

宝珠状のつまみをもつもの（8）、凹状のつまみをもつもの（29）がみられる。8のつまみは比較的丈

が高くしっかりとしている。一方29はつまみの頂部を内側に押し込んだように凹部の内側に小さな突起

をもっている。37は鈍った受け部をもつものである。つまみは欠損している。

須恵器坪身（38－34）

高台杯の底部である。明確な稜をもつ断面四角形状の高台をもつ。底部は中心になるにしたがって厚

みを増している。

須恵器高塀（42－2）

杯部と脚部の一部のみが出土した。脚部は緩やかに外側に引き出されるものと思われる。

須恵器壷（42－14）

広口の短頸壷になると思われる。肩部は外側に大きく張る。頚部との接合部は大きく内側に肥大して

いる。

土師器坪（35－25・26）

25はなだらかに丸く立ち上がる、口径が比較的大きな杯である。26は平底のもので、なだらかに丸く

立ち上がるが、口縁部を強くナデて立ち上げている。これらの杯は古墳時代後期の影響を残して7世紀

代に展開するものと思われる。

土師器壷（44－16）

16は土師器の壷である。口縁部から肩部にかけての破片で、口唇部に至るまでがほぼ同じ厚さで作ら

れている。

土師器蜜（44－8・22～26）

8は遠江型の嚢である。口縁部は内面に稜をもって外側に引き出されている。口唇部は緩やかに若干

上方に引き上げられている。22～26は清郷型の嚢である。口緑部はいずれも外側に張り出すが、「く」

字状になるもの（23・25）と断面三角形状になるもの（22・24・26）がみられる。

緑柚陶器（46－5～7・10）

5、6、10は陰刻花紋の施されたものである。5、6は皿になると思われるが、10は小片のため器形は判

然としない。陰刻花紋は尖頭状の工具でなされ、5に比べると6の方が均一な線の幅で滑らかなタッチで

措かれている。7は椀になると思われる。ひときわ高台が高い。

灰粕陶器碗（40－2～5・11・12・14・17・20、41－2）

口径が大きく浅目のもの（2～5）、浅目でやや口径が小さいもの（20）、口径は小さいが深いもの（11、

12、14）、口径が大きく深めなもの（41－2）、体部上端で上に引き上げられる口縁部をもつ一見異形の

もの（17）などがみられる。2～5は口径、器高ともにほぼ同一で強い規格性が伺える。4以外は無粕で

ある。10世紀前半代のものと考えられる。20は緩やかな体部に外側に引き出す口緑部をもつものである。

41－2は厚手で大ぶりな武骨な感じのするものである。11、12、14は深碗の小型のもので体部を外側に

張らせるもの（11、14）と直線上に立ち上がるもの（12）がみられる。17は今回出土した中に類をみな

いものである。金属器の模倣であろうか。これらは概ね10世紀代のものと考えられる。

灰柚陶器深碗（41－9・10）

いずれも無粕のものである。緩やかな体部はほぼ上方に引き上げられ、口唇部のみを若干外反させる。

10は見込み部分に2条の同心円を沈線で措く。11世紀初め頃のものと思われる。
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灰袖陶器小碗（40－21・23～28）

口径の大きなもの（21）、中位のもの（23～26）、小さなもの（27、28）がある。大きなものは器高が

低いため、むしろ皿と表現したほうがよいかもしれない。灰粕をパケヌリする古い技法を残している。

他はいずれも重ね焼きを指向した高台端部の接地面が狭くなっているものでいずれも施粕はされていな

い。25は底部に比べて高台径が小さなもので、切り離しの失敗品にむりやり高台を張りつけたような印

象を与える出来になっている。21は9世紀後半代、他は10世紀代のものと思われる。

山茶碗小皿（40－30・33・35）

30、33は口緑部を若干外反させるものである。33の方がやや口径が小さくなる。35は比較的扇平なも

ので、体部から緩やかに内湾して口唇部に至るものである。13世紀前後のものと思われる。

墨書土器（45－2）

灰粕陶器の外面底部に一筆書きの星印とその下に「万」と記す。

瓦（47－2・6）

2は軒丸瓦で、瓦当文の部分である。子葉がひとつみられることから複弁の蓮花文の半分に相当する

ものと思われる。外区部分・間弁部分は失われており、弁区の一部とわずかに中房、外周の突帯が残る

のみである。6は丸瓦の側線に沿った部分であり、布目が残されている。何れも小片でこのほかの製作

技法などは観察できなかった。

b，木製品

曲物底板（48－4・8、49－1・13・50－1・11～14、53－4）

円形で小型のもの（48－4、49－1、50－1）、中型のもの（49－13）、大型のもの（48－8）、楕円形に

なるもの（50－11～14）、形状が判然としないもの（53－4）がみられる。円形小型のものは直径11cm

前後のもので全てクレゾコである。円形中型のものは直径17cm程度のものでクレゾコである。3箇所に

穴が開き、何かに転用されたものかもしれない。円形大型のものは直径22cm程度のものでクレゾコで

ある。楕円形のものは大きさが明らかなものはない。11、13はクレゾコ、12と14が樺皮が残っているこ

とからカキゾコとみられる。

曲物蓋板（52－3・12）

3は直径14cm、12は直径16cm程度のものである。いずれも樺皮とその痕跡がみられるためカキゾコと

みられる。

漆椀（53－6）

無高台の漆椀である。器厚はほぼ一定に削り出されている。模様は特に措かれていない。

箆状木製品（54－5）

ほぼ厚さが一定の板材を削り込んで造り出している。54－4と異なり柄の部分は板状のままで、箆部

分も周囲の随所に角をもつなど荒削りな印象を受ける。

箸状木製品（54－10）

両端を若干細める断面矩形の箸に類した細い棒である。周囲を丁寧に面取りしてある。木取りの関係

で若干曲がっている。

物差（60－3）

断面が隅丸方形状を呈する丁寧に面取りされた棒の一面に、断面薬研状の目盛りをほぼ等間隔で刻ん

でいる。目盛りの間隔は1．1～1．35cmで、平均は1．195cmを測る。目盛りのひとつには「×」印となるよ

うに刻みが加えられている。60－2からみると、この部分が丁度真ん中にあたるものと推測できる。

方の端は目盛り部分で折れている。

下駄（57－7～9）
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いずれも連歯下駄である。比較的小ぶりなもの（7・8）と大ぶりなものがある。7は真っ二つに割れ、

っま先方向の鼻緒孔が欠損している。8も縦方向に割れている。この2つは歯が摩滅した後に割れてしま

ったために廃棄されたのであろう。9は長さのみでなく幅も大きなものである。歯はほとんど摩滅して

失われている。

工具柄（55－4）

芯持ち材の周囲を丹念に削って円筒形にし、小口面のひとつから先細りな孔を彫り込んでいる。茎を

この孔に差し込んで使用したと思われるが、目釘孔など固定するための措置がみられないことから小型

品の柄として用いられたのだろう。

栓（55－3）

芯持ち材の断片の一方を削り込んで細くし、栓としている。頭部は周囲に加工を施さない箇所がある

が、頂部は切り取った後に更に細かく削って仕上げている。

大足枠横木（55－6）

断面楕円形に割り材を削り込んで大足の横木としている。一端がやや細くなり、木目にしたがって裂

け目がはっている。楔が打ち込まれていた痕跡であろう。

火錬棒（63－8）

先端に焦げのある棒である。断面は円形～卵形を呈し、使用してある先端に向かって若干太さを増し

ている。

付札状木製品（59－1）

片側の側線の一端に刻みをもつ細長い厚手の板である。更に角のひとつを斜めに切り取っている。末

端は折れて失われている。

有頭棒状木製品（59－17・19・20）

いずれも断面円形の棒の一端を削り込んで頭部を造り出しているものである。ある程度棒の体裁を整

え、最後に頭部を造り出していることが削り取った面の切り合いから伺える。

棒状木製品（61－15・17、63－7・16）

61－15、63－7・16はいずれも断面円形の棒である。断片である61－15は細かな調整が加えられてい

るが、他は大まかに削って造られている。61－17は一端が叉状に、もう一端が尖頭状に削り出されてい

る。

有孔板状木製品（61－4）

中央に円形の孔を穿つ長方形の板である。板は一辺に向かってやや薄くなっており、一対の辺はきれ

いに削られ、他の対の辺は折取られている。

板状木製品（63－20・26）

いずれも何かの部材と思われる。20はほぼ中央に窪みを作る長方形の板で、周囲は粗く削られている。

26はひとつの端部を蒲鉾の断面状に造り出す長細い板である。

井戸枠木（64－11）

一端を丸く、一端をほぞ状に造り出す板材である。ほぞ状の部分をもつことから井戸枠木と解釈した。

用途不明晶（61－2、62－5）

2は中ほどにくびれをもつやや厚手の板材である。くびれの両側には孔を穿つ。5は断面形状が長楕円

をなす板である。円形の穴を複数箇所にあける。いずれも何かの部材であろう。

C．金属製品

鉄鋲（74－1・3）

1は尖根である。身と茎の境には明確な稜をもち、身は断面円形であるのに対し、茎は隅丸方形に造
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っている。3は平根の先端部である。刃部は鋭利に造り出している。

不明鉄製品（73－9）

断面方形のものである。腐食が進んで判然としないが、元来は釘や火箸のようにもう少し長い棒状の

ものであったと推測される。

d．石製晶

砥石（72－3～6・10）

3、5、6は砂岩あるいは凝灰岩質砂岩の自然礫の平坦面を作業面に用いたものである。4は流紋岩質凝

灰岩の角柱状の切り石を用いている。全ての面が作業面となっている。10は軽石で、部分的に平滑にな

っているため砥石の類と考えた。

5IV層出土遺物（低地部分）

（1）概要

堆積城が低地部分のみに限られる最も多くの遺物を出土した層で、その内容は極めて生活感にあふれ

ている。土器、木製品、金属製品、石製品、土製品、馬歯が出土している。土器は灰粕陶器、山茶碗が

若干畳みられるが主体は奈良時代の須恵器であり、次いで土師器の嚢が多い。概ね8世紀代がこの層の

盛期とみられる。注目されるものは墨書土器である○人名をはじめ所有者・所属を示すと思われる文字

が記されるものが多い。木製品は曲物が最も多いが、農工具、履物、祭祀具など極めてバラエティーに

富んでいる。注目されるものは木簡、物差、木像、絵馬、弓などである。弓は鉄鉱の出土と関連づけて

考えればとても興味深い。金属製品は鉄鉱のほか仏具とも思われる鋼鋏、銅鏡などが注目される。石製

品には紡錘車、砥石がみられる。土製品には鋳型、端の羽口がみられる。鍛冶工房の存在が想定される

が、遺構は検出されなかった。

（2）遺物

a．土器

須恵器坪蓋（35－4・15・17、36－6・9・11・13・16・23・25・27・28・30・34・35●39、37‾

1・3・6・8・10・13）

合子形を呈するもの（35－4）は体部からなだらかに口緑部に至るものである。体部・口緑部境の沈

線は失われているが、今回出土している同類の中では一般的な大きさをしている。7世紀初頭のもので

ある。欠損しているが乳頭型のつまみをもつと思われるものには、受け部が高く立ち上がるもの（35－

15）と形骸化して断面叉状になるもの（35－17）がある。7世紀中頃のものである。宝珠状のつまみを

もつものには、丈が高いもの（36－9・13・16・23）と低くつぶれたようなもの（36－11）がある。凹

状のつまみをもつもの（36－25・27・28・30）には、丈が余りに低くなり、つまみとしての機能が果た

せるか疑わしいもの（27・28）が含まれる。環状のつまみのもの（36－39）は口緑の受け部が高く、高

台は体部になだらかになるように張りつけられている。8世紀前半代のものである。

須恵器坪身（35－8・10・11・13・22、37－17・18・21・22・24・26・28・31、38－5●6●9●

11・13・18・21・23・25・26・28・33、39－1・2・8～10）

合子形を呈するものには受け部が比較的明瞭なもの（3上8・10・11）、器高のわりに口径が小さなも

の（13）がある。7世紀初頭のものである。丸底で口径の大きなもの（35－22）はノタメが顕著で口唇

部に行くにしたがって著しく器壁を薄くする。高台杯は小ぶりで重厚なもの（37－26・28）、口径が大

きいが比較的器高が低いもの（37－18・21）、大ぶりで器高が高いもの（38－5・9）、大ぶりなもの

（37－17、38－6・13・18）、著しく大きくなると思われるもの（38－21）など多彩である。これらのう

ち37－26、38－5・6・9・11・18などは助宗窯産と思われる。無高台杯は小さなもの（39－1・2）、小さ

なものと同じ口径で丈の高いもの（39－8）、大きなもの（39－9・10）などがみられる。8世紀前半代の
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ものである。

須恵器高塀（42－3）

台部は細く、杯部が扇平に開くものと思われる。8世紀後半代のものであろう。

須恵器長頸壷（42－4・8・9・11・12）

長頸壷には大型のものと小型のものがある。42－4・8・9・11は大型のものである。口縁部は鈍った

「T」字状に引き出される。高台は若干外側に踏ん張るようなかたちをし、9は底部外面中央も接地して

いる。12は小型のものである。灰粕陶器にある小瓶のようなずんぐりとした頚部が付くのであろうか。

内面底部から体部にかけてのノタメが顕著であり、高台は外側に踏ん張るような断面形状をしている。

須恵器短頸壷（43－3～7）

肩部がはるもの（43－3・6・7）、なで肩になるもの（43－4・5）がみられる。口唇端部の形状は鈍っ

た「T」字状になるもの（3）、上方に若干引き出すもの（4）、下方に若干引き出すもの（5）、引き出さ

ず、面を作るもの（6）などさまざまである。

須恵器蜜（43－8）

口緑部が高く立ち上がる大型のものである。外面の沈線に区画された部分には櫛状工具による刺突が

平行して施される。

土師器坪（35－27・28、39－13・16・18）

27、28は平底のもので、なだらかに丸く立ち上がるが、口緑部を強くナデて立ち上げている。これら

の杯は古墳時代後期の影響を残して7世紀代に展開し、28のように小ぶりで口縁部のナデが幅狭になる

ものがより後出するものと思われる。駿東杯（13、16）は摩滅が激しく調整方法は判然としなかったが、

プロポーションからみれば39－14のように若干の横位のミガキが施されていたと推測できる。18は甲斐

型杯で体部下半に時計回りの手持ちへラケズリを施す。

土師器塙（39－21）

灰粕陶器を模したと思われる椀である。全体に厚手であるが高台基部は肥厚している。

土師器蜜（44－4～6・11・13・17・19～21）

4～6は遠江型の嚢である。いずれも外側に引き出された口緑部は口唇部に至ると若干上方に引き上げ

られる。11は判然としないが駿河型に類するものであろうか。13は駿東型の嚢である。口唇端部を内側

に肥厚させるのが特徴的である。17、19～21は清郷型の嚢である。口緑部はいずれも外側に張り出すが、

断面が「く」字状になるもの（17・19）と三角形状になるもの（20・21）がみられる。

灰粕陶器碗（40－7・8）

7は緩やかに開く口径の大きなもので、灰粕をツケガケする。10世紀前半のものである。8は小型のも

のであるが、口径のわりに器高が高く、深碗の小型のものとも思われる。10世紀後半のものである。

灰粕陶器深碗（41－5・6）

緩やかに口唇部まで引き上げるものである。5は高台が断面三角形状で、底部への接合面が広いため

ぼってりとした雰囲気がある。なおこの2点はⅣ層上面から出土したため、あるいは上位にあるⅢ（多層

に属するものかもしれない。

山茶碗小皿（40－31）

口径は大きく、比較的扇平なものである。口唇部は若干外反する。13世紀前後のものである。

墨書土器（45－3～5・7・9～11・13・15～17）

灰粕陶器の外面底部に施されるもの（3・4）、灰粕陶器の外面体部に施されるもの（5）、駿東杯の外

面底部に施されるもの（9、11、13、15～17）、駿東杯の外面体部に施されるもの（7、10）がみられる。

墨書からは人名「川万呂」（9）とその略号「万」（3）、所属を表すと思われるもの「伊」（7）、「十」（あ
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るいは「×」）（11）、「廟」（17）、祀りの捧げものに用いられたと思われるもの「上」（15）などを読み

取ることが出来る。

瓦（47－3～5・7）

3～5はいずれも丸瓦で、部分的に布目が観察される。4・7は凹面側から切り込みを入れ、他は削り放

しのままの状態である。7は軒丸瓦で、瓦当文の緑部分である。玉縁部分がはずれた痕跡がある。小片

のためこのほかの製作・調整技法などは判然としない。

b．木製品

曲物底板（49－3・4・6・7・11・12・16、50－4・5、51－2）

円形小型のもの（49－3・4）、中型のもの（49－11・12・16、50－4・5）、大型のもの（49－6・7）、

楕円形になるもの（5卜2）がある。円形小型のものは直径12cm前後で全てクレゾコである。4の側線

には木釘の痕跡がみられる。円形中型のものは直径17cm程度で12はカキゾコ、他はクレゾコである。5

はひしゃげているが円形に含めた。円形大型のものは直径25cm程度でクレゾコと思われる。楕円形の

ものは大きさが明らかではないが、直線状からコーナーにかけて大きく屈曲する部分が遺存している。

曲物蓋板（51－6、52－1・9、53－3）

いずれもカキゾコのものである。円形中型のもの（5卜6、52－1・9）は直径14～16cmである。6に

は焼書されているが何かは判然としない。大型のもの（53－3）は断片のため大きさは把握できなかっ

た。

挽物皿（53－5・7）

5は比較的器高が高く小ぶりなものである。外面底部にはロクロのつめ跡が4箇所残されている。7は

口径が広く器高が低いものである。内面には削り出す際の同心円状の工具痕跡が随所にみられる。

斎串（54－18・19）

いずれも薄い板材の頭部を山形に削り出している○先端は失われているが、元来は地面等に刺し立て

るために尖っていたものと考えられる。

弓（55－9）

一木弓である。芯持ち材の枝の周囲を丹念に削り込み、断面がほぼ円形になるように調整している。

弓筈に近づくにしたがって若干細くなっている。弓筈は末端に舌状に削り出されている。

大足足板（55－5・7・8）

端部に両側緑から削りを入れて本体へ装着するための突起状の部分を造り出している。5、8は欠損し

ているが、7にみられるような3箇所の鼻緒孔が開けられていたのであろう。

大足枠横木（63－17）

断面が台形を呈する先端をより薄くする棒状のものである。大足の横木と思われる。

大足枠縦木（55－2）

断面がほぼ円形を呈する棒状の部分である○方形の穴が開くが、これが横木を差し込むほぞ穴になる

と思われる。
／

編錘（56－1～4・8）

1、2、4は周囲を面取りした芯持ち材を切断し、中央部に縄を結わえる溝（凹み）を刻むものである。

長さ、太さともにほぼ同一である。3は大きさは同様であるが、部分的に縄を結わえるための刻みを持

っものである。8は断面が三角形状になる割り材を切断したもので、縄を結わえるための方形の孔が両

側から開けられている。

下駄（57－13）

連歯下駄である。縦方向に割れてほぼ半分は失われている○鼻緒孔は鍾方向のひとつしか観察できな
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い。踵の歯の方がよく摩滅している。

火錬棒（58－3・4・6・7）

いずれも大まかな調整で作られている断面円形～楕円形の棒である。3、7は折れて失われているが4、

6は先端が丸く摩滅し、焦げている。

火錬板（58－13・14）

13は板の側線にあらかじめ刻みを入れその部分で主に一面から作業をしている。14は棒状である。欠

損しているため13のような詳細は判然としない。

木簡（60－1）

ほぼ幅・厚さの均等な板の一面に墨書している。文書木簡であり「下代謹解中高諸口大国］□□□」

と読むことができる。一字目と二宇目、二宇目と三字目の間にそれぞれ削り残しと考えられる点画が認

められる。末端は折れて失われている。

物差（60－2）

断面長方形の両端に行くにしたがって若干幅を狭める棒の一面に刻みを入れ目盛りとしている。全体

の長さは概ね1尺（32．2cm）で目盛りはこれを10等分する。中央の目盛りには直交して十文字になるよ

うに刻みが加えられ、これが中央に位置することを明らかにしている。なおこの遺物はⅣ層上面から出

土したため、あるいは上位にあるⅢ（多層に属するものかもしれない。

木像（60－4・5）

4は部分であるため判然としないが、5は棒状の割り材から削り出しているとみられる。大きな刻みに

より頭部、胴部、脚部を区別している。頭部は頂上に冠をかぶっており、鼻、口などを削り出すことに

よって表現している。胴部は右手の部分がみられるほか、腹部付近に着衣の彼を表現していると思われ

る弧状の削り込みがある。脚部には特に体の表現は認められない。

絵馬（60－6）

薄い板材に右を向く馬が黒の単彩で措かれている。輪郭のみを措いているが躍動感にあふれている。

残っているのは後ろ足と尾の部分で、元来は長さで倍、幅で3倍程の大きさであったと推測される。

棒状木製品（58－10、61－12、63－1・12・18、64－3）

断面円形～楕円形になるもの（58－10、63－1・12、64－3）、断面矩形になるもの（61－12、63－18）

がある。61－12は側線部に細かい調整を加えるほかは大まかに削って棒状に造り出している。

付札状木製品（59－5・6）

両側緑から刻みを入れて頭部を造り出す厚手の長細い板である。5は頭部を丸く納める一方、6は角の

あるままである。

有頭棒状木製品（59－9・11・13～16・18）

芯持ち材を用いた断面円形のもの（11・15）、割り材を用いた断面円形のもの（13・18）、割り材を用

いた断面矩形のもの（9・14・16）がみられる。断面円形になるものは仝周を削って頭部を造り出すの

に比べて、断面矩形のものは側線から削り込むことで頭部を造り出している。

多孔材（61－3）

連続して直径1cm前後の穴の開く厚手の板である。用途は判然としない。

板状木製品（54－17、61－13、63－19）

17は尖頭状になる板である。頭部も角を取っており斎串状のものになるとも思われる。13、19は長方

形状の板である。13は表裏に多くの刀痕が観察される。姐として使用されたものとも考えられる。

有孔木製品（62－6）

三角形かあるいは台形状になると思われる厚手の板である。中央部に円形？の孔が貫通している。
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有孔棒状木製品（62－4）

先端近くに穴をあける断面円形の棒である。一端は切断されている。何らかの部材と思われる。

有孔板状木製品（63－22・27）

22は円形の板の中央に長方形の穴をあけるものである。27は長方形の板に複数の穴をあけるものであ

る。いずれも何らかの部材であろう。

用途不明晶（61－10、62－3、63－25）

10は断面楕円形の、端部を丸く納める棒状のものである。更に長い棒の切断された一端と思われる。

3は一側線に鋸歯状の連続する凹凸をもつ、断面楕円形状の棒である。25は両端をほぞ状に削る厚手の

板である。いずれも何らかの部材であろう。

C．金属製品

鉄鋲（74－4・5）

4は雁股である。叉状になる身部の内側に刃をつける。茎は断面正方形であり、矢柄と接合するため

の樹皮が巻きついていた。5は平根で、身から茎にかけて均等な厚みで出来ている。先端のみに刃をつ

け、身の中央を三角形状に空ける。鉄の重量の軽減を目指したものであろうか。

耳環（73－13）

銅芯のものである。元来は鍍金されていたものと思われるが、腐食のため剥落している。

銅鏡（73－17）

薄手のもので、口唇部のみを断面三角形状に肥厚させる。仏具のひとつであろうか。

小柄（73－15）

鋭利な作りである。身部は断面二等辺三角形状、茎部は長方形状を呈する。土庄のためか随所で折れ

ている。

銅鏡（74－6）

小型で、粗雑な作りの瑞花八稜鏡である。周囲には花弁状の凹凸を巡らせ、つまみの周囲にも3箇所

の花弁をレリーフ状に配置する。つまみは不定型である。なおこの遺物はⅣ層上面から出土したため、

あるいは上位にあるⅢ②層に属するものかもしれない。

d．石製晶

紡錘車（71－7・9）

円錐台状で、滑石製である。孔は上面から開けられたようで、下に行くにしたがって先細りになって

いる。所々欠損している。

砥石（72－9）

軽石製である。部分的に平滑になっている箇所がみられるため砥石と判断した。

e．土製晶

鋳型（71－1）

黒く焼けて、金属質と思われる付着物がみられたため鋳型と考えた。ただ、破片であるため何を鋳た

かは明らかでない。

鞘の羽口（71－12～15・17）

いずれも破片で、内側が黒～黒灰色に煤けている。N7グリッドから比較的まとまって出土している

ことから、何らかの工房があったことも推測できる。

f賃　動物遺存体

馬歯（写真図版61）が出土している。3点が同一グリッドから出土しているため同一個体のものとも

考えられる。
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6IV①層出土遺物（微高地部分）

（1）概要

Ⅳ①層は微高地部分にのみ堆積し、土器、木製品、土製品が出土している。土器は灰粕陶器と奈良時

代の須恵器が多くみられる。須恵器が混じるのは、豊富に奈良時代の遺物を含む下層に位置するⅣ②層

の影響を多く受けているためであろう。灰粕陶器に深碗形態がみられることから、この層は11世紀前後

あたりまで機能していたと考えられる。木製品は曲物が主体であるが、農具や建築部材などもみられる。

土製品は革袋形で特異な形態を呈する。

（2）遺物

a．土器

須恵器坪蓋（36－32・36、37－2・7）

宝珠状のつまみをもつもの（32）、凹状のつまみをもつもの（36）がみられる。2、7は欠損している

ため明らかではないがいずれかの形のつまみが付くものと思われる。鈍った受け部をもつものは36のみ

である。8世紀代のものである。

須恵器坪身（37－32、38－8・22・24、39－4・5）

高台杯は小型で厚手のもの（37－32）、中型のもの（38－8・24）、すこぶる大きなもの（22）がみら

れる。22は今回出土した中でも最も大型になると思われる。無高台杯（39－4・5）はいずれも底部から

体部に至る屈曲がなだらかなものである。8世紀代のものである。

須恵器高坪（42－1）

脚部のみが出土した。大きく広がる端部は下側に引き出される。8世紀前半のものである。

須恵器長頸壷（42－5・6）

口緑を外側に引き出し口唇端部に面をもつもの（5）、外反ぎみに引き上げて端部を丸く納めるもの

（6）がみられる。いずれも内面のノタメが著しい。8世紀後半のものと思われる。

須恵器はそう（43－2）

胴部～注口部が出土した。胴部の上端に沈線が巡るほかは特に装飾は施されていない。

土師器蜜（44－7）

遠江型の嚢である。外側に引き出された口綾部は口唇部に至ると若干上方に引き上げられる。

灰粕陶器碗（40－9・10・19、41－1・3・4・8）

口径が大きく浅目のもの（19）、口径が大きく深めなもの（41－1・3・4・8）、口径は小さいが深いも

の（9、10）などがみられる。19は丸く体部を立ち上げるもので灰粕をツケガケする。口径が大きく深

めなものは深碗形態ではなく、口径が大きくて浅目なものをスケールアップした形態をしている。9、

10は探碗の小型のもので体部を外側に張らせるもの（10）と直線状に立ち上がるもの（9）がみられる。

灰粕陶器深碗（41－11・13～16）

いずれも高台は高く、外側に張る体部をもつ。口縁が更に開きとりわけ大ぶりにみえるもの（11、15）

がひときわ目を引く。16は唯一口唇部を外反させないものである。11世紀前後のものである。

灰粕陶器小碗（40－29）

今回出土した小碗の中でも最も小ぶりな部類にあたる。体部中ほどから口唇部を外反させる。

灰粕陶器長頸壷（42－13）

広口になる長頸壷である。かなり明瞭に輪積み痕を残し、焼き膨れが多いなどかなり粗雑な作りであ

る。内面も頚部だけは灰粕が施されている。

墨書土器（45－12）

駿東杯の外面底部に墨書が施される。欠損している箇所が多いので読むことは困難である。
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瓦（47－11）

丸瓦で、凹面に布目痕が残る。小片のためこのほかの製作・調整技法は明確に観察できなかった。

b．木製品

曲物底板（48－7、49－14、50－7）

小型のもの（48－7）は直径14cm前後になると思われる。中型のもの（49－14、50－7）は直径18cm

前後になると思われる。48－7と50－7はクレゾコで、側面に木釘の痕跡がみられる。49－14はカキゾコ

で、樺皮が部分的に残っている。

曲物蓋板（51－7、52－6・7・13）

中型のもの（5卜7、52－7・13）は直径17cm前後になると思われる。大型のもの（52－6）は部分で

あるが直径は20cm以上になると思われる。いずれもカキゾコである。

鎌柄（55－1）

割り材の棒から基部と装着部を造り出している。基部は柄からなだらかに台形状の突起に至る。装着

部には鎌を固定するために3箇所の穴が開けられている。木釘などを差し込んで固定していたのであろ

う。

編錘（56－5・6）

5は面取りした芯持ち材を手ごろな大きさに切断したものである。縄を結わえる施設はないが、大き

さからこの類と考えた。6はみかん割りした材を面取りしている。縄を結わえるための方形の穴を一箇

所開ける。

火横棒（63－5）

大まかに削り出された断面円形を呈する棒である。先端部は折れて失われているが、太さなどが類似

するためこの類と判断した。

棒状木製品（63－13）

断面楕円形の棒である。方形になると思われるほぞ穴状の穴を開ける。穴部分で折れており、用途は

判然としない。

有頭棒状木製品（54－9）

枝の自然に太くなった部分を残し、先端部を丸く削ることによって有頭棒状に作り出す。陽物と表現

してもよかろう。

板状木製品（63－21）

片方がほぞ状に作り出されるやや厚みのある長細い板である。ほぞ状の部分には穴が開き、差し込ん

だうえ木釘などで固定されていたことが伺える。何らかの部材であろう。

ほぞ穴のある建築部材（63－24）

断面長方形の先端がカギ型になる棒である。長方形の、大小のほぞ穴が1箇所づつ開けられるほか、

小さなほぞ穴の脇に四角の窪みを彫り込む。

用途不明晶（62－7・8）

いずれもL字状になるものである。7は太い部分が決られていることから槽状の未製品とも考えられ

る。

C．土製晶

革袋形（71－5）

片側が太くなり、やや口部が斜めに立ち上がる。形のみを模しており内側は決られていない。

7lV②層出土遺物（微高地部分）

（1）概要
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Ⅳ②層も微高地部分にのみ堆積し、土器、木製品、金属製品、石製品などが出土している。Ⅳ層と同

様に豊富な遺物が含まれていた。土器は奈良時代の須恵器を主体とし、それ以降の時期の混入品はほと

んどみられない。瓦はこの層で最も多く出土している。木製品は曲物を主体とした容器類、織具、装身

具など多くの器種が少量づつ出土する傾向がある。金属製品は宴が、土製品は人形がみられる。

（2）遺物

a．土器

須恵器坪蓋（35－1～3・5・6・14、36－4・7・10・17～22・24・26・31・33・40、37－9・11・

12）

合子型を呈するもの（35－1～3・5・6）は体部と口緑部との境に沈線を持つものと持たないものがあ

る。1～3、5はほぼ同様な規格であるが、6のみ口唇部が内湾して口径が小さくなり、ひときわ丸みをも

つ形状を呈している。6世紀末～7世紀初頭のものである。乳頭状のつまみを持つもの（35－14）は今回

出土した中で唯一つまみの遺存するものである。口縁受け部は断面爪状に外反して付けられる。7世紀

前半のものである。宝珠状のつまみを持つもの（36－7・10・17・19・22）は宝珠状に明らかな稜をも

っているもの（10、19、22）と、稜が鈍って丸くなっているものがみられる。凹状のつまみを持つもの

（36－4・18・20・21・24・26・31）は小型のものと大型のものとに分かれており、法量の分化を伺うこ

とが出来る。環状のつまみを持つもの（40）はⅣ層出土の39よりも若干丈が高いものである。これらは

同一個体の可能性もある。8世紀代のものである。

須恵器坪身（35－7・9・12・18～21・23、37－14・16・19・23・29・30、38－3・4・14～17・

19・20・27・29・30・32・35・36・39－3・6・11）

合子状になるものは蓋受け部が外反しながら立ち上がるもの（35－7）、断面形状が鈍って叉状になる

もの（35－9・12）がみられる。6世紀末～7世紀初頭のものである。無高台で丸く立ち上がるものは丸

底のもの（35－18・21）、平底のもの（35－19・20・23）がみられる。8世紀中頃のものである。高台杯

は小型のもの（37－14・29・30）、中型のもの（38－3・4）、大型で器高が低いもの（37－16・19・23、

38－14・16・17）、大型のもの（38－20）がみられる。37－14・16にみられるように高台よりも底部が

突出する古手の様相を持つものも含まれる。小型のもので29、30あたりは助宗窯産とおもわれる。8世

紀代のものである。無高台杯は中型のもの（39－3・6）と大型のもの（39－11）がみられる。11は6を

スケールアップしたものである。8世紀代のものである。

須恵器長頸壷（42－10）

底部のみの出土である。内面体部はノタメが著しく、高台の断面形状は外側に踏ん張る形状をしてい

る。

須恵器短頸壷（42－15）

肩部付近の破片である。頚部の接合部分は若干膨らみ、頚部は垂直に立ち上がる。

土師器坪（35－29～32、39－14）

29、30は平底のもので、なだらかに丸く立ち上がるが、口緑部を強くナデて立ち上げている。30は今

回出土した中で最も薄手で、丁寧な作りである。これらの杯は古墳時代後期の影響を残して7世紀代に

展開すると思われる。32は口径は同様で器高が高いものである。31は大型であり、比例して器壁も厚く

重厚な作りとなっている。

土師器皿（35－33）

丁寧なナデで調整されている。部分的に赤彩されていたとみえ、顔料が部分的に残されている。

土師器蜜（44－1～3・12・14）

1～3は遠江型である。外側に引き出された口緑部は口唇部に至ると若干上方に引き上げられる。12、
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14は駿東型である。12はそのまま外側に引き出すが、14は口唇部の内側を肥厚させる。

手捏ね土器（39－22）

今回出土した中で最も大きなものである。丸底で体部はなだらかに立ち上がる。

瓦（47－8～10）

8・9は丸瓦の部分である。凹面に縫い目を伴う布目痕を残す010は軒丸瓦で、瓦当文の緑部分である。

玉緑部分ははずれた痕跡がある。段は直角であり、側面は凹面側から切り込みを入れ、他は削り放しの

ままである。小片のためこのほかの製作・調整技法などの詳細は判然としない。

b．木製品

曲物底板（48－9、49－2、50－2）

円形で小型のもの（49－2）は直径10cm程で、グレゾコである。、中型のもの（50－2）は部分である

ため正確ではないが概ね直径18cm程で、クレゾコである○木釘の跡が縁辺に観察できる。大型のもの

（48－9）も部分であるため正確ではないが直径30cm近くなるものと思われる。クレゾコである。

曲物蓋板（52－8）

ほぼ中央部が短冊状に割れ残っている。円形で、直径16cm程度になると思われる。カキゾコである。

剖物（54－6）

方形の槽状になるものと思われる。木目に沿って縦方向に割れている○

編錘（56－7）

芯持ち材を断面水滴形に面取りして、中央上よりに縄を通すための四角の穴を開ける。

糸巻横木（57－1）

棒から削り出していると思われる。両端は尖っているが一方は折れて失われている。

編針（57－3）

棒を削って作り出している。身部は断面楕円形で大まかに削られている。糸を通す部分は環状に作ら

れるが、中に舌状の張り出しがある。

櫛（57－4）

縦櫛である。やや厚みが不均一な板から削り出されている。歯は全て失われている。把手は端部を環

状にすると推測される。

下駄（57－10）

連歯下駄である。ほぼ真ん中で真っ二つに割れている○歯はよく摩滅している。踵側の歯が、側線に

沿うような形で半円形になっているのは特異である。

織機部材（61－5）

断面楕円形の棒を直交するかたちに組み合わせたもので、組み合わせ部分には穴が開いている。釘な

どで固定されていたと思われる。織機の枠の部分になるのであろう。

棒状木製品（58－5、64－2）

断面円～楕円形の棒である。大まかに削って形づくられている。5は太さなどが類似することから、

火摸棒の部分とも考えられる。2は木目の関係で若干湾曲している○

板状木製品（62－1）

片側を斜めに削る長方形状の板である。

用途不明晶（61－14）

板状であるが、剥がれた部分が多く旧状は分からない。縁辺部に沿って立ち上がる部分があり、到物

の部分である可能性がある。

C．金属製品
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聖（73－7）

断面長方形の両端が尖る鉄製の棒である。端部はそれぞれ尖る度合いが異なる。

d．土製晶

人形（71－3）

叉状に開いた部分で足を、直立した部分で胴を表現している。胴の側面には若干の膨らみがあり、腕

を表現していると思われる。

8　V層出土遺物

（1）概要

上層から比べるとかなり出土量が減少する。土器、木製品、金属製品、石製品が出土している。比較

的出土量が多いのは木製品で、曲物のほか棒がみられる。土器は須恵器の嚢と手控ね土器が、石製品は

臼玉が出土している。これらのうち52－11は洪水砂の中からの出土であるが他はⅤ層上面における遺構

検出の過程で出土したもの、更には溝状遺構の覆土から出土したものなども含んでいる。

（2）遺物

a．土器

須恵器蜜（43－9）

中型の嚢である。口縁部はノタメが著しく、外反しながら立ち上がる。口唇部は、断面形をやや鈍っ

たT字状に作る。体部はタタキによって整形されている。

手捏ね土器（39－23・24）

ほぼ同じ大きさのものである。23は丸底で、24は平底に作る。

b．木製品

曲物底板（48－11・12、49－15、50－3・8）

円形で中型のもの（49－15、50－3・8）は概ね直径20cm前後で、クレゾコである。15と3は木釘の跡

が縁辺に観察できる。3については中央に穴を彫り開けており、蓋になる可能性もある。大型のもの

（48－11・12）は部分であるため正確ではないが直径25cm程になるものと思われる。クレゾコである。

曲物側板（51－3）

薄い板に綴じ合わせ部分の痕跡が伺える。若干内側に反っている。

曲物蓋板（52－11）

ほぼ真ん中が短冊状に割れ残っている。やや厚手である。部分のため大きさは明らかでない。

箆状木製品（54－8）

厚さがほぼ均一な板から削り出されている。把手は幅が均等で身部にかけて末広がりに移行する。身

部は幅広の板状である。

火錬棒（58－1・2、63－2・4）

いずれも大まかな削りによって断面円形の棒状に作られている。58－1・2、63－2の残存している先

端は使用により丸く摩滅し、焦げている。4は先端が折れて失われている。太さなどからこの類と考え

た。

棒状木製品（64－4）

先端を丸く削り、両側緑に2対の窪みを彫り込む断面楕円形の棒である。一端は折れて失われている。

何らかの部材であろうか。

有頭棒状木製品（59－12）

芯持ち材を面取りして断面矩形の棒に削り出している。頭部は棒としての調整を終えた後、仝周する

削りを施して造り出している。先端は尖っている。何かに突き立てて使ったのであろうか。
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有孔板状木製品（61－1・8）

1は長方形の板に楕円形～長方形の穴を彫り開ける。8は1よりも幅広の板に矩形の穴を彫り開ける。1

は板の中心線上に穴が並ぶのに対し、8は偏った位置に空けられるo

c．金属製品

不明銅製品（73－12）

丸いこぶ状の銅製品である。叩き出されており、若干厚くなった口唇部は外反している。空玉の一部

であろうか。

d．石製晶

臼玉（71－10）

滑石製の臼玉である。穴はほぼ中央に空けられ、小口の一端は斜めに切り取られている。

9　VIl層出土遺物

（1）概要

遺物は極めて少ない。図示できたものも木製品1点にとどまった。古墳時代までの水田が営まれた層

であり、今回出土した遺物の中で最も古く位置づけられるものである。

（2）遺物

a．木製品

棒状木製品（64－1）

割り材を細かく削って断面楕円形の棒を造り出している。細かい調整を全体に加えるものは棒の中で

もこの一点のみである。一端に向かって細くなっており、元来は尖頭状になっていたとも考えられる。
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第53回　木製品実測図6（曲物・挽物・漆椀）
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第56図　木製品実測図9（織機）
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第75図　銭貨拓影1（S＝1／1）
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第76図　銭貨拓影2（S＝1／1）
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第77図　銭貨拓影3（S＝1／1）
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第78図　銭貨拓影4（S＝1／1）
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第79図　銭貨拓影5（S＝1／1）
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第80図　銭貨拓影6（S＝1／1）
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第81図　銭貨拓影7（S＝1／1）
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第82図　銭貨拓影8（S＝1／1）
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第16表　土器観察表

図 版
番 号 器　 種 残 存 状 況

法　　　 量　　 （cm ）

出 土 地 点 ・層　 位 特　　　　　 徴口 径 器 高 紐径
鉦

‾畠‾「司

受け
部高

3 5 － 1
須 恵 器
杯 蓋

？ 10 ．1 3 ．3 M 7 （N ）　 Ⅳ ② 層 ？

J山 、　　　 J　　　　　　　　　　　　　　 を　 転 へ

3 5 －2
須 恵 器
杯 蓋

2／3 10 ．0／10 ．3 3 ．9
岩 出 儲 ’Ⅳ層 ‘Ⅳ② 層 青 灰 色 。 内 面 は 白灰 色 の 色 調 とで 綿 状 を なす 。 堅 微 。 黒 色 の吹 き 出 し あ り。 頂 部　 回 石

ラケ ズ リ。 頂 部 か ら体 部 に か け て一 条 の沈 線 。 体 部 と 口縁 部 の境 に沈 線 が め ぐる 。 口唇 部
は内 湾 。

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 立 と J・立 の境 に沈 綿 が
3 5 －3

須恵 器
杯 蓋

完 存 10 ．0／10 ．3 3 ．9 M 7　 Ⅳ② 層
青 灰 色 。 堅 緻 ・重 厚 。 内 面 に螺 旋 状 の筋 （白灰 色 ） が み ぇ る。 体 那　 口縁 郡　　 －1 線

め ぐる 。 頂 部 を回 転 へ ラ ケ ズ リ。

J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾ノ タ メ　 頂 部

3 5 －4
須 恵器
杯 蓋 1／2 （10 ．1）／（10．3） 3 ．6 M 7 （N ）　 Ⅳ層

青 灰 色 。 堅 微 。 砂 礫 の抜 け 落 ち た孔 が 数 カ所 み ら れ る （0 ・2 ～ 1 cm ）。外 面 に　 。 ハロ

を 回転 へ ラケ ズ リ。

ノ　　　　　　　　　　　　 、・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 立 を 回

35 －5
須 恵器
杯 蓋

ロ 縁 一 部 、 底 部 1／2 （10 ．1）／（10 ．3） 4 ．0 M 7　 Ⅳ層 ・Ⅳ（多層
青 灰 色 。 堅 緻 。 長 石 混入 。 内面 に螺 旋 状 の筋 （自灰 色 ） が み ぇ る 。外 面 ノ タ メ 。頂 郡

転 へ ラ ケズ リ。

山　 犬　　　　　　　　　 ‾　 ズ l　 回 転 へ ‾ケ

35 －6
須 恵 器
杯 蓋

口 縁 1／5 （8．6 ）／（9 ．2 ） 4 ．2 M 6 （N ）　 Ⅳ③ 層
灰 色 ～青 灰 色 。 吹 き 出 しが み ら れ る 。半 球 状 を よす 。頂 部 を 回 転 へ フ ケ　 ノ。　 エ　 フ

ズ リ の範 囲 と そ れ が 及 ば な い範 囲 と の境 に段 が あ る 。 ま た 、 体 部 と ロ 縁 部 の 境 に 沈 線 が め
ぐ る。

J　　　　　 山 、日　　　　　　　　　　　　　　　　　 立　　 か ら体 部

35 －7
須 恵 器
杯 身 1／2 （9 ．2 ）！（11．2 ） 3 ．4 0．6 M 7　 Ⅳ② 層

灰 色 ～青 灰 色 。 堅微 。砂 礫 白色 粒 子 混 入 。 わ ず か に 鉄 の 吹 き出 しあ り。底 郡 外 面　　 口

上 半 ま で 回転 へ ラ ケ ズ リ を施 す 。

寸、 ・ 、・　　　　　　　　　　　　　 ‾ ケ ズ リ

35 － 8
須 恵 器
杯 身

口 縁 1／3 （9 ．6 ）／（11．1） 3 ．6 0．5 M 7 （N ）　 Ⅳ 層
青 灰 色 。 外 面 全 体 に 自然 粕 。 内 底 面 が っず 巻 き状 の ノ タメ 。 底 部 外 面 を 回転 へ フ　　 0

J　　　 仙 ・臼　　　　　　　　　　　　　 †贈 ト状　 姑 （白灰 色 ）

35 － 9
須 恵 器
杯 身

（9 ．0 ）／（11．0） 3 ．5 0 ．2 M 6 （N ）　 Ⅳ② 層
白 灰 色 ～ 青 灰 色 。 堅 絞 。 白色 粒 子 混 入 。 鉄 の 吹 き出 し あ り 。 内 面 に 郎旋 状 の 桐　 火

が み え る 。外 底 に 幅 5 m m 程 の 凹 みが 多 数 み ら れ る （あ る い は点 状 あ る い は線 状 ）。 底 部 外
面 を 回転 へ ラ ケ ズ リ。

′

3 5 － 10
須 恵 器
杯 身 3！4 8 ．1／10 ．3 3 ．6 0 ．4 M 6 （S ） ・M 7　 Ⅳ層

青灰 色 。 堅徴 。底 部 外 面 を 回転 へ フ ケス リ。 カマ 印 あ り。

廿　 や　　　 立　　　　　　　　 、、1　　　　 び　 立 上 半 の ノ タ

3 5 － 11
須 恵 器
杯 身

完 存 8 ．5！10 ．6 3．9 0 ．4 M 7 （S ）　 Ⅳ 層
灰 色 。 外 面 や や 青 灰 色 味 を 帯 び る 。 底 郡 外 面 を 回 転 へ フ ケ ス ノ。 内 面 及　 体 郡

メ 顕著 。

・・エ　 ・甘　　　　　 立　　　　　　　　 一　　一　　　 や1
3 5 － 12

須 恵 器
杯 身

口 縁 1／5 （8．1）／（10 ．2） 3．7 0 ．2

L 6 （N ） ・L 7 （N ） Ⅳ層 礫
群
M 7　 Ⅳ ② 層

暗 青灰 色 。 白 色粒 子 混 入。 底 郡外 面 を 回転 へ フ ケス ノか 。

‘　　　　 山 ′ゝ サ　 ・久　　　　　　 、　 立　 約 1 3 を回 転

35 － 13
須 恵 器
杯 身

ロ縁 ・底 部 と も1／2 （7 ．0）／（9 ．2 ） 3．6 0 ．4
L 6 （N ） ・L 7 （N ） Ⅳ層 礫群

M 7 （S ）　 Ⅳ 層

灰 色 。 内 面 、 自 灰色 。 堅微 。外 面 の約 半 分 に 自然 降 灰 。 底 部 外 面 カ ら体 郡 の 葬・ ／　　 広

へ ラ ケ ズ リ。

J　　　　　　　　　　　　　　 一　久

35 － 14
須 恵 器
杯 蓋

1／2残 存 7．1／9 ．2 3．2 1．3 1．0 M 6 （S ）　 Ⅳ ② 層
青 灰 色 。 堅 微 。 外 面 に 自 然 降灰 。

35 － 15
須 恵 器
杯 蓋

1／2 残 存　 鉦 部 欠損 （8 ．0）／（9 ．8） （2．5） －
N 7 （S ）　 Ⅳ 層

灰 色 。 わ ず か に 鉄 の 吹 き出 しあ り。

35 － 16
須 恵 器
杯 蓋 － － －

M 5　 Ⅲ② 層 ？

J　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　久．　　　　　 、、†

35 － 17
須 恵 器
杯蓋

口縁 1／2　 鉦 部 欠 損 7．8！9 ．8 （2 ．8） －
M 7 （S ）　 Ⅳ層

青 灰 色 。 堅 微 。 外 面 半 分 に 自 然 降 灰 。斑 状 に 凹 む 。

廿　 や　　　　　 J 立　　　　　　　 石　h　　 里　　 ‾亦　　　　 †外 面 に里

35 － 18
須 恵 器
杯

口 縁 1／2 （14 ．1 ）／（14 ．2 ） （5 ．0）
L 8　 Ⅲ層
N 7　 Ⅳ① 層 ・Ⅳ ② 層

や や 黄 色 味 を帯 び る 自 灰 色 。 口 縁 郡 の 内 外 1 cm の 幅 で 黒 ～ ．…灰 色 に 久 色 。 さ ら に　　 －川、

灰 色 の 変 色 部 分 が 線 状 に走 っ て い る。 白色 粒 子 多 量 混 入。 外 面 に わず か に鉄 の 吹 き 出 しあ
り。

止・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ椒　　 ‾ キ リ未 調 整

35 － 19
須 恵 器
杯 口 縁 2／3 （13 ．8 ）／（13．9） 3 ．6 M 7 ・8 ． N 8　 Ⅳ（重層

灰 色 。 や や 軟 質 。砂 粒 混 入 。鉄 の 吹 き出 しあ り。 内 外 面 と も ノ タ メ顕 者 。ヘ 7　 、P　 o

ロ ク ロ左 回 転 。

。　　　　　　　　　　　　　　 立　　　　　　 顕 著　 口 縁

35 － 20
須 恵 器
杯 ロ縁 一 部 （14 ．3 ）／（14 ．6） 4 ．1 0 6　 Ⅳ （多層

灰 色 ～暗 灰 色 。 1 m m 大 の 砂 礫 を 混 入 。 鉄 の吹 き 出 しあ り。 体 郡 内 面 の ノ タ メ此・ 0　 詐

部 のみ 強 く外 反 。 ヘ ラキ リ未 調 整 。

底 立 外 面 を 回

35 － 2 1
須 恵 器
杯 口 縁 1／3底 部 1／2 （14 ．8 ）／（15 ．0） （3 ．7）

M 8 （N ）
M 7 （N ） ・M 8 （N ） Ⅳ② 酉

暗 灰 色 。 5 m m 大 の 砂 礫 混 入 。 内 外 面 と も鉄 の 吹 き 出 しあ り。 ノ タ メ顕 著 。 氏 那

転 へ ラ ケ ズ リ。 底 部 中 央 部 分 が 欠 損 す る が 、 や や 上 げ 底風 と な る こ とが 予 想 さ れ る。

′．．」、　　　　　　　　　　　　　　　E】
35 － 22

須 恵 器
杯 ロ 緑 一 部　 底部 1／2 （15 ．5 ）／（15 ．6） （4 ．5） M 8　 Ⅳ層

灰 色 。 1 m m 大 の 砂 粒 混 入 。 ノ タメ 顕 著 。

ノ　　　　　　　　　 ー　 れ あ り　 内

35 － 23
須 恵 器
杯

ロ 縁 1／3底 部 1／2 （1 3．2 ）／（13 ．5） 4 ．3 L 7　 Ⅲ② 層 ・Ⅳ層 ・Ⅳ② 層
暗灰 色 。 硬 質 。 2 m m 大 の 砂 礫 混 入 。 内 外 面 と も 鉄 の 吹 き出 し顕 著 。 焼 きぶ く　　 。

面 に 自然 降灰 。 底 部 外 面 か ら体 部 下 半 に か け て 回 転 へ ラ ケ ズ リ 。

日 袖　　　 口 左 回 り

35 － 24
須 恵 器
杯

口 縁 欠 損　 底 部 1！2 － （3 ．0）
第 4 遺構 面　 中 央 部 溝 状 遺 構
群

灰 色 。 鉄 の吹 き 出 しが 見 られ る （最 大 5 m m 大 ）。 休 部 外 面 の ノ タ メ顕 者 0 ロ ク　 エ ロ 。

、・⊥　　A　　　　 ロ　　　　　　　　　　　　 ー　ヒ‾

35 － 25
土 師 器
杯

1／6 残 存 （14 ．5 ）／（14 ．6） 4 ．4 M 7 （N ）　 Ⅲ② 層
淡 褐色 。 2 m m 大 の 砂 粒 を 己む 。 器 面 平 滑 。 外 面 に 指頭 庄 痕 あ り0

35 － 26
土 師器
杯

？ （11．8 ）／（12 ．0） 4 ．6 M 7 （N ）　 Ⅶ② 層
？

′ケ ・日　　　　　　　　　　　　　　 ・色 Ⅱ　 あ り　 くび れ 部

35 － 27
土 師器
杯

口縁 1！4 （12．0 ）／（12 ．2） 5 ．1 L 7　 Ⅳ層
淡 褐 色 。 1 ～ 2 m m 大 の砂 礫 の混 入 多 い。 5 m m 大 の 礫 もあ り。 赤 褐　 粒 子　 。　　 ロ

に ヨ コ ナ デ 。底 部 に わず か に木 葉 痕 が 観 察 され る。

O　　A　　　　　　 J 、

35 － 2 8
土 師器
杯

口 縁 一 部 （10．9 ）／（11 ．0） 4 ．3 M 7 （N ）　 Ⅳ 層
黒 褐 色 。 素 地 、赤 褐 色 。 5 m m 大 の 礫 を 己む 。 口 緑 部 が わ ず か に 屈 曲 す る 。

」・一　　　　　　　　　　　　 口　　　　　　　　　立　 　ゝ 、′

35 － 29
土 師器
杯

口 縁 1！4、 底 部 1／3 （10．5 ）／（10 ．7） 4 ．8 M 7 （N ）　 Ⅳ② 層
赤 褐 色 。底 部 に 木某 痕 残 存 か 。器 面 の残 る 郡分 は平 滑 で あ る○

Ⅱ ・　　 8　　　 日　 や　 点 す・ 、　　 が 磨 滅 し　 調 整

35 －30
土 師器
±不

ロ 縁 1β 、底 部 完 存 （10．4 ）／（10 ．4） 4 ．2 M 7 （S ）　 Ⅳ② 層
赤 褐 色 ～ 淡 褐 色 。 1 m m 大 の砂 粒 混 入 。 口 緑 部 は 器 壁 が 非 吊 に薄 し 。 表 面　 ′ 、 P

手 法 不 詳 。

、目　　　　 口　　　　　　　　　　　　 ≡　束k　 J

35 －3 1
土 師器
坤こ

ロ 縁 ・底 部 と も1／4 （12．8）／（13 ．1） 6．4 M 7 （N ）　 Ⅳ② 層
赤 褐 色 。 1 か ら 5 m m 大 の礫 を混 入 。 器 面 が 荒 れ て い て 調 整 手 法 不 詳 。

・　　　　　 臼　　　 ′　　 、′　 b　 †　　　 ′　 あ

35 －32
土 師器
杯

ロ 縁 1／6 、底 部 1／3 （10．2）／（1 1．4 ） （6．1） M 7 （S ）　 Ⅳ② 層
淡 褐 灰 色 。 外 面 に 細 か な 縦 方 向 の 亀 裂 が み ぇ る。 器 面 は平 滑 。 下 半 は指 頭 に よ る成 形 の

と、 手 持 回 転 へ ラ ケ ズ リ を 施 す か 。上 半 は横 方 向 のへ ラ ミ ガ キ○

・　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 現

35 －3 3
土 師器
皿

ロ 縁 1！2 （14 ．0）／（14 ．2 ） （2．9 ） Q 4　 Ⅳ ② 層
淡 褐 色 。 輪 積 成 形 ・内 外 面 とも に 強 い ヨ コ ナ ァ、 赤 彩 。

よ　　　　　　　　　，－L　　’lヨ

3 6 － 1
須 恵器
杯 蓋 3／4 1 0．3 ／11．1 2．9 2 ．4 0．6 M 8 ・9　 ？層

外 面 灰 色 、 内 面 暗 灰 色 。 堅 緻 。 白色 粒 子 混 入 ○ 外 面 に わず か に鉄 の吹 き 出 しあ り。 内面 外

周 にわ ず か に 自然 粕 み られ る 。頂 部 を 回転 へ ラ ケ ズ リ後 つ まみ を貼 付 け0

e　　 J　　　　　　 立　　　　 ‾　　 ナ1 “　 まみ を貼 付 け

3 6 －2
須 恵器
杯 蓋

完 存 1 0．8 ／11．2 2．1 2 ．3 0 ．5
M 8 （N ）　 第 4 遺 構 面　 溝

状 遺 構

外 面 暗 灰 色 。 内面 灰 色 。い び つ で 口 緑 が 波 打 つ 。頂 郡 を 回転 へ フ ケ ス ノ後 つ　　　　 。

内 面 は 平 滑 で 、 全 体 に 墨 が 付 着 す る 。転 用 硯 。

ロ　　　　　　　　 、Ⅱ J　　　　　　　　　　　　 頂 立 を

3 6 －3
須 恵器
杯 蓋

完 存 11．5 ／12．1 3．3 2 ．3 0 ．6 L 7 （N ）　 Ⅳ 層
灰 色 。 外 面 の 外 周 1。m 程 黒 灰 色 を王 す る。 1 m m 大 の 砂 粒 混 入 。 鉄 の 吹 き出 しあ り。 ハ郡

回 転 へ ラケ ズ リ後 つ まみ を 貼 付 け 。

廿　 や　　　　　　 や　　　　　　　　　　　　　　　　 自 著　 頂 部 を 回

3 6 －4
須 恵器
杯 蓋 口 縁 一 部 （11 ．9）／（12 ．4 ） 2．7 2 ．5 0 ．4 M 8 ・9　 Ⅳ ② 層

灰 色 。 や や 青 味 を帯 び る。 著 し く い びつ 。 銃 の吹 き 出 しあ り。外 面 ノ タ メ顕 。 、口

転 へ ラケ ズ リ後 つ まみ を 貼 付 け 。

3 6 －5
須 恵器

珂こ蓋
口 縁 1！4 （12 ．6）／（12 ．8 ） 3 ．4 2 ．6 0 ．6 L 7　 Ⅳ ② 層

灰 褐 色 。 軟 質 。 1 m m 大 の 砂 礫 の 混 入 著 し い。 鉄 の 吹 き 出 しあ り。 表 面 磨 滅 の た め調 整 不

詳 。
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図版
番号

器　 種 残存状況

法　　　 量　　　 rc m ）

出土地点 ・層　 位 特　　　　　 徴口径 器高 鉦径 鉦高

3 6 －6
須恵器
杯蓋

口縁 3／4、紐部欠損 12．3／12 ．5 （2 ．1） M 7　 Ⅲ層 ・Ⅳ層

灰色。頂部を回転へラケズリ。

3 6－ 7
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （1．7） 2．1 0 ．9 M 7 （S ）　 Ⅳ② 層

外面灰色、内面暗灰色。砂礫の混入顕著。頂部 を回転へ ラケス リ後つ まみ を貼付け。内面

は平滑。転用硯 ？。

36 －8
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （2．0） 2．2 1．0 M 7　 Ⅲ（診層

灰色。砂礫混入 （2 m m 大の礫を含む）。内面 に鉄の吹 き出 し。外面、 自然降灰 により黄色

味を呈す。頂部回転 へラケズリ。内面平滑 で墨が付着す る。転用硯。

36 － 9
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （2．2） 2．7 1．0 L 6 （N ） ・7 （N ）　 Ⅳ層

内面灰色、外面 自然降灰 をうけ暗灰色。硬質。細か な砂礫 を含む。 細かな鉄の吹 き出 し

あ り。

ナ　　　　ノ

36 － 10
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （2．3） 2．7 1．0 Q 4　 Ⅳ② 層

内面暗灰色、外面は 自然降灰 をうける。内面、 ノタメ顕著。頂部 を回転へ ラケス リ後つ ま

みを貼付 け。

36 － 1 1
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （1．6） 3．1 0 ．7 M 7 （N ）　 Ⅳ層

内面灰色、外面 は自然降灰 により黄色味 を帯びる。砂礫混入。鉄の吹 き出 しわずかにあ り。

内面ノタメ顕著 。

36 － 12
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （3．0） 2．7 1．4 M 5　 Ⅲ層

灰色。砂礫混入。鉄の吹 き出 しあ り。内面平滑。頂部 を回転へ ラケス リ後つまみを貼付 け。

36 － 13
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （2．1） 2．2 1．0 M 6　 Ⅳ層

外面褐灰色、内面暗灰色。砂礫混入。 白色粒子多量混入。頂部 を回転へ ラケス リ後つ まみ

を貼付け。

36 － 14
須恵器
杯蓋 鉦部のみ － （2．3） 2．3 1．0 M 7　 Ⅲ層

青味がかった灰 色。やや軟 質。細 かな砂礫 を含 む。

36 － 15
須恵器

杯蓋
鉦部のみ － （2．1） 3．3 1．1 ？

外面青灰色、内面灰色。 2 ～ 3 m m 大の礫の混入顕著。鉄 の吹 き出しあ り。頂部を回転へ

ラケズ リ後つまみを貼付 け。

36 － 16
須恵器
杯蓋

口縁一部 （13 ．5）／（1 3．6 ） （2．6） 2．1 0 ．9 M 7　 Ⅳ層
外 面灰色 、内面やや青味 を帯 びる。 堅撤。 白色粒子混入。外面 に自然降灰。湖西窯。

36 － 17
須恵器
杯蓋

ロ縁 1／2 （13 ．9）！（14 ．1） 2 ．0 2 ．1 0 ．7
鋸 摺 ） 謂 ．Ⅳ②層

青灰色。外面に厚 く自然粕 、湖西窯 。

36 － 18
須恵器
杯蓋 1／2 （14 ．7）／（14 ．8 ） 3 ．3 2 ．7 0 ．6 M 8 ・9　 Ⅳ（多層

自灰色。軟質。

36 － 19
須恵器
杯蓋 1／2 14．2 ／15．0 4 ．2 2 ．3 1．2 P 5 （N ）　 Ⅳ（診層

灰色。外面の外 周 1 c m 程度が黒灰色を呈する。白色粒子混 入。鉄 の吹 き出しあ り。焼 きぶ

くれあ り。内面外 周に自然降灰 。頂部外面 を回転へ ラケズ リ後つ まみを貼付け。湖西窯。

36 －2 0
須恵器
杯蓋

口縁 1／5 （15 ．3）／（15 ．6 ） 2 ．5 3 ．0 0 ．5 M 7　 Ⅳ（多層
青灰色。堅緻 。内面ノタメ顕著 。

36 －2 1
須恵器
ゴ不蓋

ロ縁 3仲、鉦部 欠損 14．8／15．6 3 ．5 3 ．5 0 ．5

L 7 （N ）Ⅳ層 ・Ⅳ②層

M 7　 Ⅲ② 層 ・Ⅳ層
N 7 （S ）　 Ⅳ層

自灰色。やや軟 質。外 面の外 周 1 c m 程 度が黒味 を帯 びる。器面磨滅。

ナ　　　ノ′

36 －2 2
須恵器
杯蓋

鉦部のみ 1／2 － （2．9） 2．5 1．0 M 7　 Ⅳ（多層
灰色。砂礫混入。わずかに鉄の吹 き出 しあ り。外面 ノタメ顕著。頂部 を回転へ ラケス リ後

つまみを貼付 け。

36 －2 3
須恵器
杯蓋

口縁欠損 － （3．1） 2．8 1．6
L 8　 Ⅲ層
M 8 （N ） ・N 8　 Ⅳ層

灰 色。堅赦。内面に重ね焼 き痕あ り。内面外周か ら外面に 自然降灰。内面 ノタメ顕著。頂

部を回転 へラケズリ後 つまみを貼付 け。

3 6 －2 4
須恵器
ま不蓋

鉦部のみ － （2．0） 2．7 0 ．6 M 7 （N ）　 Ⅳ（多層
外 面自灰 色、内面淡褐色 。軟 質で券面磨滅。

3 6 －2 5
須恵器
杯蓋

鉦部のみ － （1．8） 2．0／2．4 0 ．7 N 7　 Ⅳ層

茶褐色。内面残存部の端が青灰色を呈する。砂礫混入 （5 m m 大 の礫 を含む）。頂部を回転

へラケズリ後つまみを貼付 け。

3 6 －2 6
須恵器
杯蓋

ロ縁部欠損 － （2．3） 2．5／2．7 0 ．6 M 7 （N ）　 Ⅳ②層
灰 色。鉄の吹 き出 し顕著。頂部 を回転へ ラケズ リ後つ まみ を貼付け。内面に 「－」状の沈

線 。

3 6 －2 7
須恵器
杯蓋

口縁部欠損 － （2．2） 3．2 0 ．5 M 7　 Ⅲ（多層 ・Ⅳ層

外面青味がかった灰色。内面及び断面 、灰色 。内面 に重ね焼 き痕があ り、それ より外側は青

味がかる。ゆがみあ り。

3 6 －2 8
須恵器
杯蓋 口縁部欠損 － （2．3） 2．7 0 ．4 M 7 （S ）　 Ⅳ層

灰 白色。軟質。外面 ノタメ痕顕著。鉄 の吹 き出しあ り。器面磨滅。

3 6 －2 9
須恵器
杯蓋 口縁部欠損 － （1．8） 3．2／3．3 0 ．6 N 7 （N ）　 Ⅲ（多層

自灰 色。軟質。内面 ノタメ顕著。

3 6 －3 0
須恵器
杯蓋

口縁一部、鉦部完存 （16 ．0）／（16 ．2 ） 3 ．6 3 ．0 0 ．6
L 5 （N ） ・L 6 ・N 6　 Ⅳ

層

青 灰色。断面は灰茶褐色 。堅練。外面、外周の 1．5 cm 程内側 に重 ね焼 きの痕残 る。それ よ

り外 側に降灰 。糸切 り後 、外周 を回転へ ラケズ リ後つ まみ を貼付け。

山

3 6 －3 1
須恵器
杯蓋 1／2 （16 ．0）／（16 ．2） 3 ．5 3 ．1 0 ．6 0 3 （S ）　 Ⅳ②層

褐 灰色。外面ノタ・メ顕著。頂部を回転へラケズ リ後つ まみ を貼付け。内面は平滑で灰化物

（あ るいは墨か）が付着 して黒褐色 となる。転用硯 ？

3 6 －3 2
須恵器
杯蓋 1／2 （15 ．9）！（16 ．4） 3 ．0 2 ．7 1．0

N 6　 Ⅲ層
封 紹 雷 ‘Ⅳ層

灰 色。外面全体 に自然 降灰。折 り返 し部分 は強 く引 きだ され、端部が稜をなす。

3 6 －3 3
須恵器
杯蓋 口縁 1／3紐部欠損 （16．8）／（17 ．1） （2．8） － － L 7 （N ）　 Ⅳ層 ・Ⅳ②層

灰 色。長石 混入。鉄 の吹 き出しあり。外面 に自然粕が厚 くかかる。外 面ノタメ顕著 。

・．＿　　　　　＿　　　　　　　や

3 6 －34
須恵器

杯蓋
ロ縁 1／3鉦部欠損 （18．0）／（18 ．2） （3．2） － － M 7　 Ⅲ層 ・Ⅳ層

青灰 色。堅緻。断面、茶褐色を呈する部分あ り。鉄の吹 き出 しあ り。頂部を回転へフケス

リ後つまみを貼付 け。

3 6 －3 5
須恵器
杯蓋

？ － （2．2） － － L 6 （N ）　 Ⅳ層
灰色 。外面 に厚 く自然粕。体部外面 ノタメ顕著。

36 － 3 6
須恵器
杯蓋 1／2 （17．3）／（17 ．5） 3．5 3 ．0 0 ．5

0 4　 Ⅳ層
Q 4　 Ⅳ①層

淡灰褐色 。やや軟 質土 師質。 白色粒子多量混入。器面磨滅。

36 － 37
須恵器
杯蓋

口縁一部　 鉦部欠損 （17．0 ）／（17 ．2） （2．5） － －
M 6 ・ 7　 Ⅲ（多層

灰色 。鉄 の吹 き出しあり。外面 に厚 く自然粕。

36 － 3 8
須恵器
杯蓋 1／3 （15．0 ）／（15 ．3） （1．9）

9．8 0 ．6

N 3 （N ） ？層
内面暗灰 色。外 面やや青味を帯びる。細砂混入。頂部は回転へラケス リに より平坦。切 り

離 し手法不詳。

36 － 39
須恵器
杯蓋

ロ縁 1／3 （18．8）／（19 ．0） 3．3 M 7 （N ）　 Ⅳ層

灰色 ～自灰色 。環状鉦。内外 面はノタメ顕著。つまみ内側の磨滅 と外側のナデに より、回

転 へラケズリは観察で きない。

36 － 40
須恵器
J不蓋 1／4 （18．8）／（19 ．0） 4 ．0 9 ．6 0 ．5

呂ユ 駐‡笥
灰色 ～自灰色。環状鉦。内外面 はノタメ顕著。 3 6 － 3 9 と同一個体か ？

灰色。 堅緻。長石、砂粒混入。鉄の吹 き出 しあ り。外周がやや黒っほい。湖西窯 。

灰色。外周、外面 1．5c m 、内面 2．5 cm が黒灰色を呈する。

37 －1
須恵器
杯蓋

ロ縁 1〝、鉦部欠損 （14 ．3 ）！（14 ．8） （1．8） － － M 6 （S ）　 Ⅳ層

37 －2
須恵器
杯 蓋

口緑 1／2、鉦部欠損 （14 ．0 ）／（14 ．4） （2．1） － －
M 7　 Ⅳ層

P 5　 Ⅳ（∋層

37 － 3
須恵器
杯 蓋 口縁 1／6 （14 ．8 ）／（15 ．0） （1．6）

M 7　 Ⅲ②層

N 7 （S ）　 Ⅳ層
灰色。 1m m 大 の砂磯 混入。外 面に自然粕。

ー130　－
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番号 器　 種 残存状況

法　　　 量　　 （cm ）

出土 地点 ・層　 位 特　　　　　 徴

。

口径 底径 器高 紐径
鉦
甘
同

37 － 4
須恵器
杯蓋 口縁 1／3、鉦部 欠損 （14．8）／（14 ．9 ） （2．6） M 7　 Ⅲ層

青みがかった灰色 。精良。上面 を広 い範 囲で回転へ ラケスリ。外周 1 cm 程の範囲がやや 白

っぽい。自然降灰 。

37 － 5
須恵器
杯蓋 口縁 1／3、鉦部欠損 （14．8）／（15 ．0 ） （2．6） ？　 Ⅱ層

灰色、白灰色 。断面、自灰色 、灰褐色。やや軟 質。

37 － 6
須恵器

杯蓋
ロ縁 一一部 、紐部欠損 （15．1）／（15 ，1） （2．9） M 7 （N ）　 Ⅳ層

灰色。外面に自然降灰。砂礫混入。内面 ノタメ顕著。頂部 は回転へ フケス リ。いびつ。湖

西窯。

37 － 7
須恵器
杯蓋

口縁 1／4、紐部欠損 （14．8）／（15 ．0 ） （2．7） Q 4　 Ⅳ① 層
青灰色。外 面に自然降灰。休部外面 ノタメ顕者。頂部 を回転へ フケス リ。

37 － 8
須恵器
杯董

ロ縁 1／2、鉦部欠損 （15 ．3）／（15 ．7 ） （3．6） M 6 （N ）　 Ⅳ層
青灰色。断面茶褐色。 堅撤 。外面、外周 より2．5 cm の地点 に重 ね焼 きの痕あ り。それ より

外側に降灰をうける。頂部 を回転へ ラケズリ後つ まみ を貼付 け。

⊥　　　、　　　　　　　　　　　J

37 － 9
須恵器
杯蓋

ロ縁 1／3、鉦部欠損 （15 ．6）／（16 ．1） （3．2） P 5　 Ⅳ（∋層 ・Ⅳ②層
やや青味を帯びる灰色。堅赦。砂礫多量混入。 白色粒子混入。 口縁部が意図的 に割 られて

いる。頂部を回転へラケズリ。

37 － 10
須恵器
杯蓋

口緑 1／3、紐部欠損 （15 ．6）／（15 ．7 ） （2．7） M 7　 Ⅳ層
灰色。長石混入。外 面に自然粕が厚 くかかる。

37 － 1 1
須恵器
杯蓋

ロ縁 1／8 （15 ．8）／（16 ．0 ） （2．1） N 7 （N ）　 Ⅳ② 層
白灰色。外面か ら口唇部内面 にかけて黒灰色 を呈す る。やや軟質。断面 は部分的 に黒灰色

を呈する。

一　久

37 － 12
須恵器
杯蓋

口縁 1／4、鉦部欠損 （15 ．0）／（15 ．7 ） （2．2） M 8 （N ） ・N 8　 Ⅳ② 層
灰色。堅級。口唇部は黒灰色 。口縁 内面の端部 からおよそ3 cm の範囲に自然 降灰 。 3 m m 大

の砂粒を混入。

lコ

37 － 13
須恵器
杯蓋

口縁 1／3、紐部欠損 （15 ．8）／（15 ．9 ） （2．6） M 8　 Ⅳ層
青味がか った灰色。堅撤。 白色粒子 混入。頂部を回転へ フケス リ。外周 1cm 程の範囲が 自

灰色を呈する。自然降灰 。

トヽ　　　　　　＿

37 － 14
須恵器
高台杯

口縁 1／8底部完存 （12 ．4）／（12 ．6 ） （8．6）／（9．0） 3．9 P 3 （N ）　 Ⅳ②層
灰色。休部下端～底部 を回転へ ラケス リし南台 を貼付 け。底部が高台 よりわずか に張 り出

す。底部 と体部の境が膨らむ。

ムヒ　　　寸‾‾L‘

37 － 15
須恵器
高台杯

口縁一部　 底部 1／6 （13 ．0）／（1 3．1） （8．7）／（9．2）（3．5） N 7 ？層
灰色。砂粒混入。内面 ノタメ顕著。底部外面 中央 は南台 と同じ高 さか張 り出す可 陀性が 向

い。

37 － 16
須恵器
高台杯

口縁 1〃底部 I／3 （13 ．8）／（14 ．0 ）（1 0．1）／（10 ．3 4 ．2 P 5　 Ⅳ（多層
暗灰色。 2 m m 大の砂粒 白色粒子 混入。鉄 の吹 き出 しあ り。体部 内外面 ともノタメ顕 著。

底部は丸味 を持 ち高台 より下 に張 り出す。体部下端 ～底部 を回転へ ラケズリし高台 を貼付
け。

37 － 17
須恵器
高台杯

口緑一部底部 1／2 （14 ．4）／（14 ．5 ） （8．9）／（9．1） 4．3 L 7　 Ⅳ層
灰色。 1 ～ 2 m m 大 の砂粒 を混入。休部下端 ～底部 を回転へ フケス リし高台を貼付け。

ノ‾　　　　　　　　 立　　 ⊥山

37 － 18
須恵器
高台杯

ロ縁 、底 部とも一部 （14 ．3）／（14 ．4 ）（10．2 ）／（10 ．5） 3．7 M 7 （S ）　 Ⅳ層
暗灰色～ 自灰色。 軟質。　 ノタメ顕著。 休部か ら底部へ緩 やかに移灯す る。体 都下肺

～底部を回転へラケズ リし高台を貼付 け。

心亡ト上山　　　⊥

37 － 19
須恵器
高台杯

口縁 1／6底部 1／2弱 （14 ．4）／（14 ．7 ）（10．0 ）／（10 ．5 3．7 L 7 （N ）　 Ⅳ②層
青灰色。 1 m m 大 の砂粒 混入。内外面 ともノタメ顕者 。高 台端部か ら直線状 に且 ちあが

る。体部下端、底部を回転へラケズ リし高台を貼付 け。

J＿、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　‾e＋‘

37 － 20
須恵器
高台杯

底部のみ残存 － 9．4／9．9 P 4 （N ）　 S P 7 8
内面 白灰色。外 面黒灰 色。やや軟質。 1 ～ 2 m m 大 の砂粒 混入。底部内面ノ タメ顕者。外

底 に沈線。

ムヒ

37 －2 1
須恵器
高台杯

口縁 1／6底部 1！4 （14 ．9 ）／（．15 ．0） 10．5 ）／（10 ．8 （3．6 ） M 7 つ N ）　 Ⅳ層
外面黒灰色 、内面 灰色 。 1 m m 大の長石混入。底部 は南台と同 じ高さか張 り出す可月ヒ性が

高い。

⊥山　　　　立

37 －2 2
須恵器
高台杯 底部 2／3 － 9．8／9．9 （3．1）

M 6　 Ⅲ層
L 5 （N ） ・L 6 ・N 6　 Ⅳ
層

青灰色、断面茶褐色 。やや軟質。 1 m m 大の砂粒混入 。内面ノ タメ顕著。休部下痢 ～底 部

を回転へ ラケズ リし高台を貼付け。　 底 部と体 部の境 に明瞭 な稜。

ナ

37 －2 3
須恵器
高台杯

底部 ほぼ完存 － 9．2／9．7 （3．2）
男 は 】 椙 層

灰色。 砂磯混入 （2 m m 大 ）。鉄の吹 き出 しあ り。底部 と体部の境 に明瞭な稜。 いびつ。

⊥111

37 －2 4
須恵器
高台杯

底部完存
－ 9．8／10 ．0 （1．9 ） L 7 （N ）　 Ⅳ層

灰色。砂礫混入 （1 ～ 2 m m 大）。鉄 の吹き出 しあ り。体部 下輔 ～底部 を回転 へフケスリし

高台 を貼付け。

一　　　　　一一　　　　　　　一

37 －2 5
須恵器
高台杯 底部 1／2 － （10．2 ）／（10 ．5 （2．0 ） L 8　 Ⅲ層

灰色。堅撤。内面ノ タメ顕著。体部下端～底部 を回転 へフケスリし南台 を貼付 け。

一°こt一

37 －2 6
須恵器
高台杯 口縁 一部　 底部完 存 （9．8）／（10 ．0 ） （6．7）／（6．7） 4．2

M 6 （S ）　　 Ⅳ層
暗灰色～暗青灰色。 白色粒子 目立つ。 クロム鉄 の吹 き出し顕著 。やや内湾気味 にたちあが

る。糸切 り後高台貼付け。高台の接合は丁寧でな く内外 ともすきまが ある。

37 －2 7
須恵器
高台杯 ロ縁底部 とも1／2 （10 ．0）／（10．2 ） （7．8）／（7．9） 3．6 Q 4 （N ） ？層

（青）灰色 、外面 の一部が黒み を帯 びる。堅緻。切 り離 し手法不詳。付け南台。

ノ　　ー．

3 7 －2 8
須恵器
高台杯 口縁 1／6底部 3／4 （1 1．2）／（11．4 ） （7．1）〝．3 3．9 L 6　 Ⅲ（塾層 ・Ⅳ層

暗灰色。堅赦。 口縁 はわずか に外側 に引 き出されている。 回転 へフケスリ成形 によ り切 り

離 し手法不 詳 （あるいはへ ラキ リか）。高台の外側 にナデによる粘土の高 まりあり。体部
下端～底部 を回転へラケズ リし高台を貼付け。

37 －2 9
須恵器
高台杯 口縁 1／3底部完存 （1 1．3）／（11．4 ） 7 ．7／8 ．1 4 ．1

M 6 （N ）　 Ⅳ層
N 7　 Ⅲ②層 ・Ⅳ②層

茶褐色。体部下端～底部を回転へラケス リし向台を貼付 け。

3 7 －3 0
須恵器
高台杯 口縁 ・底部 1／2 （1 1．7）／（11．8） （8．8）／（8．9） 4．2

M 7 （N ） ・8 （N ）　 Ⅳ②

層

自灰色。軟 質で内外面 ともに磨滅。 ノタメ顕著 。 5 m m 大の礫を含む。 クロム鉄の吹 き出

し目立つ。外底面中央に糸切 り痕を とどめる。外周回転 ベラケズリ。付 け高台。

3 7 －3 1
須恵器
高台杯

底部 1！4 － （7．4）／（7．4）（1．3） Q 3　 Ⅳ層
青灰色。精良。堅微。糸切 り後外周をヘラケス リし南台を貼付 け。

立

3 7 －3 2
須恵器
高台杯

底部 1／2 － （7．8）／（7．8）（1．5） Q 4　 Ⅳ①層
灰色。砂礫の混入顕著。切 り離 し手法不詳。底部外周 を回転 へフケスリ。底 部と体 郡の境

に稜。付け高台。外側をナデ。 高台接地面に平行する押圧線 が見 える。

⊥山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ム

3 7 －3 3
須恵器
高台杯

底部完存 － 8．3／9．1 （3．1）
M 9　 Ⅱ層
L 8　 Ⅲ層

灰色。砂礫混入。細か な鉄の吹 き出しあ り。体部下柄 ～底部 を回転 へフケスリ し高ロを貼

付 け。休部 との境に稜。高台の外側をナデ。内面平 滑。

38 － 1
須恵器
高台杯

ロ縁底部 とも一部 （12 ．8）／（13．0 ） （8．1）／（9．3） 4．3 M 7 （N ）　 S D O 6
灰色。外面 ノタメあ り。糸切 り後底部外周をヘラケスリ し南台を貼付 け。

一台．ム

38 －2
須恵器
高台杯

口縁 1／5底部 1／3 （13 ．1）／（13．2 ） （9．4）／（9．6） 5．0 M 7　 ？層
白灰色。 1 m m 大の砂粒を混入。軟 質で表面磨滅 、外面底部の調整方法不明。付け間 口○

38 － 3
須恵器
高台杯

口縁 1／3　 底部完存 （13 ．2 ）／（13．3） 9 ．1／10 ．0 4 ．7
L 6 （N ） ・M 7 （N ）　 Ⅳ
②層

青灰色。堅緻。休部下端 ～底部 を回転 へラケスリし高台 を貼付 け。高 台接合 部の外 側にす

きまあ り。外面底部 と体部の境に明瞭な稜を形成する。内面底部 にノタメが顕著。

38 －4
須恵器
高台杯

底部 1／3 － （10．0 ）！（10 ．1）（4．7） N 7 ・8　 Ⅳ（多層
灰 白色。高台部分 は暗灰色。軟 質。 内外面 に黒色 の有機 質付着 。砂礫 混入。 鉄の吹き出 し

あ り。

ム

38 －5
須恵器
高台杯

ロ縁 1／3底部一部 （13 ．7）／（13．8）（10．5 ）／（10 ．6 4 ．8 M 7　 Ⅲ ・Ⅳ層

白灰色。軟質。 白色粒子 目立つ。ノ タメ顕著。磨滅のため調 整方法 は不 明。付 け高 ロ。

イ　　　　　　ノ′

38 －6
須恵器
高台杯

ロ縁 1／3底部 3／4 （13 ．7）／（13．8） （9．5）／（10．2 ） 4 ．4

M 6　 Ⅲ層
L 6 （N ） ・M 7 （S ）　 Ⅳ
層

青灰色。外面底部 から休部 にかけ全体 的に降灰 あ り。ノタメ顕 著。糸切 り後 外周をヘフケ

ズ リし高台 を貼付け。見込み部分にナデ。付け高台の外 側端部 が鋭 い稜 をなす。

●
立

3 8 －7
須恵器
高台杯 口縁 1／4底 部I／2 （13 ．9）／（14 ．0 ） （9．2）／（9．3） 4．2 N 7　 S X O 2

自灰色。 やや軟 質。 1 m m 大の砂粒混入。内外 面ともノタメ顕著。外面底部 と体 郡の境に

明瞭 な稜 を形成す る。 ナデ消 されているが 回転 へラケズリの及ぶ範囲と一致 する と考え ら
れ る。

3 8 －8
須恵器
高台杯 口縁一部　 底部 1！4 一（13 ．8）／（14 ．0 ） （9．9）／（11．1） 4 ．3 0 7　 Ⅳ（∋層

青灰色。 堅微 。 2 m m 大の砂粒白色粒子混入。丸味 をもって且 ちあが る。下半 まで回転へ

ラケズ リ。糸切 り後高台を貼付け。
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図版
番号 器　 種 残存状況

法　　　 量　　 （cm ）

出土 地点 ・層　 位 特　　　　　 徴口径 底径 器高

38 － 9
須恵器
高台杯 ロ縁 1／6底部 1／3 （13 ．9）／（14 ．1） （10／6）／（10 ．9 ） 4 ．4

Q 5　 Ⅲ① ・Ⅲ②層
P 6　 Ⅳ層

青灰色～褐灰色 、断面茶褐色。精良。堅緻 。糸切 り後外周 をヘ ラケズ リし、高台を貼付け。

38 － 10
須恵器
高台杯 － （8．8）／（9．4） － ？

？

3 8 － 11
須恵器
高台杯 底 部2／3 － （7．7）／（9．0） （2．1） M 7 （N ）　 Ⅳ層

淡茶褐色。精良。堅緻 。糸切 り後外周をヘラケズ リし、高台を貼付け。高台内側はあたか
も削 りだ し高台 のようであ るが、外側 をみ ると付け高台 と判断 される。

3 8 － 12
須恵器
高台杯 口縁 1／5底部 1／4 （14．4 ）／（14 ．5） （10 ．0）／（10 ．0） 4 ．2 M 8　 Ⅲ層

暗灰色 白色粒子混入。付 け高台。

3 8 － 13
須恵器

高台杯
口縁 1／2、底部 2／3 （14．6）／（14 ．8） （10 ．0）／（10 ．3） 4 ．5

M 7 （N ） ・M 8 （N ）　 Ⅳ
層

青灰色。堅緻 。白色粒子混入。 内面底部 ノタメ顕著。切 り離 し手法不詳。外面体部下半～底
部を回転 へラケズリ後付 け高台 を貼付 け。

3 8 － 14
須恵器
高台杯

口縁 1何、底部 1／3 （14．8）／（14 ．9） （9．6）／（9．8） 4．2 N 7　 Ⅳ（多層
灰色～青灰色 。堅緻 。外面 の一部 に自然粕がかかる。体部、丸味を帯びる。外面は回転へ

ラケズリのあと丁寧 なナデが施 される。付け高台。外側にふんばる ような形状。

3 8 － 15
須恵器
高 台杯

ロ緑一部欠損するの
み 14 ．7／14 ．8 10 ．6／10 ．7 4 ．2

N 5 （N ） ・0 5 （S ） ・0
6　 Ⅲ②層
N 5 （N ）　 Ⅳ②層下

暗茶褐 色。内面、茶褐色。堅緻。 2 m m 大 の砂 粒混入。鉄 （赤褐色 ）の吹き出 しあ り。底

部よ り体部下半 まで回転へ ラケズ リ。底部に沈線 （カマ印 ？）。体部外面 にノタメ顕著。

3 8 － 16
須恵器
高台杯

口縁一部　 底部 3／4 （14 ．6 ）／（14 ．8） 9 ．3／9 ．4 4 ．2
M 7 （N ） ・M 8 （N ）　 Ⅳ 青灰色 。断面 、暗茶褐色。 内外面 ともノタメ顕 著。高台の内側を強 くナデているため断面

（む層
N 8 （N ）　 Ⅳ層

は三角形 に近い。体部は直線的にたちあがって さらに外側に広がる。

3 8－ 17
須恵器
高台杯

口縁一部、底部 3／4 （14 ．8 ）／（15 ．0） 10 ．4／10 ．7 4 ．1
P 5 ・Q 4　‾Ⅳ①層

Q 5　 Ⅳ②層

暗灰色 。内面 は （使用 により）平滑 、休部 内外 面ノタメ痕顕著。ヘラキ リのあ と外周 を回

転 へラケズリ？

3 8－ 1 8
須恵器
高台杯

ロ縁 1〝、底部 1／3 （15 ．5 ）／（15 ．6） （12．5 ）／（12 ．6） 4 ．2 L 7　 Ⅳ層

外面青灰色 、内面 ・断面茶褐色。 堅緻。 白色粒 子混入。糸切 り後外 周をヘラケズ リし、高

台 を貼付 け。高台内側の接着面に コテを押 しあてた痕が観察できる。

38 － 19
須恵器
高台杯

口縁一部 のみ （15 ．9 ）／（16 ．0） － （5．9） M 8 ・M 9　 Ⅳ（多層

青灰色。断面の外側半分が淡茶褐色。精良。堅微。底部 との境で破損 している。

38 － 20
須恵器
高台杯

口縁 2！3 18 ．3／18 ．5 11 ．6／1 1．8 6．9

Q 3　 Ⅳ層
P 4 （N ）　 Ⅳ（∋層

暗褐灰色 、高台の一部自灰色、内面 やや青味 を帯びる。 2 m m 大の砂礫混 入。体 部下半～

底部 をヘラケズ リ後高台貼付 け。底部 と体 部の境に亀裂が入 る （輪積 み痕）。ロクロ左 回・
Q 4　 Ⅳ②層 転。底部 に沈線 （カマ印 ？）あ り。ややいびつ。

38 － 2 1
須恵器
高台杯

底部完存 － 12 ．6／12 ．9 （2．2 ） M 6 （N ）　 Ⅳ層
白灰色。軟質。器壁は白色の縞文様状に剥離する。

38 － 22
須恵器
高台杯

底部 1／4 － （16 ．3 ）／（16．7 ） （1．8） 0 7　 Ⅳ（∋層

青味が かった灰色断面淡茶褐色。精 良。堅微。高台 よ り外側 に自然 降灰。底部回転へラケ

ズリ後高台 を貼付け。

38 － 23
須恵器
高台杯

底部完存 － 9．3／9．6 （2．3） M 6 （N ）　　 Ⅳ層

自灰色。鉄の吹 き出 しが顕著。糸切 り後外周 をヘ ラケズリし高台を貼付け。高台の接合は

やや雑。高台 より外側に自然降灰。糸尻部分 を回転 へラケズリしている。

38 －2 4
須恵器
高台杯

底部完存 － 10 ．0／10 ．3 （2 ．9 ） M 7 （N ）　 Ⅳ（∋層

灰色。堅微。重厚。内面底部にノタメ顕 著。糸切 り後外周 をヘ ラケズリし高台 を貼付 け。

3 8 －2 5
須恵器
高台杯

底部 1／2 － （9．9）／（10 ．1） （1．9）
K 6　 Ⅲ②層

K 6 ・L 6 （S ）　 Ⅳ層

青味 を帯びた灰色。砂礫 の混入顕著 。外面底部 回転 へラケズリ。

3 8 －2 6
須恵器
高台杯

底部 1／4 － （8．6）／（8．8） （2．4）
L 6 （N ） ・ L 7 （N ）

Ⅳ層

灰色 （やや青味がかる）。鉄の吹 き出 しあ り。外面底部回転へラケズ リ。

3 8 －2 7
須恵器
高台杯 底 部2／3 － 7．8／7．9 （1．6） Q 3 （S ）　 Ⅳ②層

灰色。砂礫混入 （2 m m 大 の礫含む）。底部、ヘ ラキリ後 回転へ ラケズリ。体部 との境 に明

瞭な稜を形成。

3 8 －2 8
須恵器
高台杯 底 部3！4 － 11．4 ／11．7 （1．8 ） N 5　 Ⅳ層

青灰色。底部の断面のみ中央部分が淡茶褐色。精良。堅徴。糸切 り後外周 を回転 へラケズ

リし高台を貼付 け。高台 内側 にコテをあてた痕跡 あり。休部外面 に自然 降灰。

3 8 －2 9
須恵器
高 台杯 底部 1／3 － （9．5）／（10 ．0） （3．6）

鋸 計† 駁
灰色。堅微。糸切 り後外 周を回転へ ラケズリ高台 を貼付 け。

3 8 －30
須 恵器
高台杯 底部 1／2 － （10．9）／（1 1．2 ） （2．2）

L 7 ・M 7　 Ⅲ②層
L 7 （N ）　 Ⅳ層 ・Ⅳ②層

青味がか った灰色。 やや軟 質。白色粒子混入。鉄 の吹き出 し顕著。やや いびつ。磨滅 し、
調整方法不明。

3 8 －3 1
須恵器
高 台杯

Q 4　 Ⅳ①層 青灰色。精良。堅赦。糸切 り後外周をヘラケズ リし高台 を貼付 け。休部外面 に自然粕。 内
P 4　 第 4 遺構面　 北部溝状
遺構群

面底部はノタメ顕著。

3 8－ 32
須恵器
高台杯 底 部完存 － 10 ．9／11．2 （1．3） M 8 （N ） ・N 8　 Ⅳ（多層

青灰色。断面 ・内面茶褐色。精良。堅撤。ヘ ラキ リ？外面底部に沈線 （カマ印 ？）。

38 － 33
須恵器
高台杯 底部 1／2 － （9．8）／（10．2） （1．4）

M 6　 Ⅲ②層

L 6 （N ）　　 L 7 （N ）
Ⅳ層

灰色。白色粒子顕著。外面底部回転へ ラケズ リ後高台 を貼付け。

38 － 34
須恵器
高台杯 底部 1／2 － （9．8）／（9．9） （1．3） K 6　 Ⅲ（多層

灰色 。ヘラキリ？高台の外側が接地面 となる。内面平滑。

38 － 35
須恵器
高台杯 底部のみ残存 － 10 ．2／1 1．1 （2 ．0） N 7 （S ）　 Ⅳ②層

褐灰色 ～白灰色。軟質で磨滅著 しい。高台は貼付けで幅広。

38 － 36
須恵器
高台杯 底部のみ残存 － 12 ．0／12 ．7 （1 ．9） P 5 （S ）　 Ⅳ②層

淡茶褐 色。堅微。糸切 り後外周 を回転 へラケズ リし高台 を貼付 け。見込み部分 にノタメ。

高台 は外側 にふん ばる ような形状。

39 － 1
須恵器
無高台杯

口縁 一部　 底部 2／3 （1 1．0 ）／（11．1） 8 ．2 3 ．6 M 7　 Ⅲ② 層 ・Ⅳ層

灰色。堅緻。糸切 り後外周 を回転へラケズ リ。

39 － 2
須恵器
無高台杯

口縁一部　 底部 1／5 （1 1．7 ）／（11．7 ） （8．7） 3．6 M 7　 Ⅳ層

灰色。やや軟質。底部外面を回転へラケズ リ。

3 9 － 3
須恵器
無高台杯

底部完存　 口縁 1／4 （12 ．8）／（12 ．9 ） （5．6） （3．9）
M 6 （N ）　 Ⅳ層

L 7　 Ⅳ②層

灰色。やや軟質。 内面底部 中央が 凹む。休部外側 ノタメ顕著。底 部外面を回転へ ラケズ リ

（ヘラキリの後外周 を広 く回転へ ラケズリ？）

3 9 －4
須恵器
無高台杯

底 部 1／3 （11 ．6）／（1 1．6 ） （6．7） 3．6 P 4 （N ） ・Q 4　 Ⅳ①層

灰色。砂礫混入。鉄の吹 き出しあ り。底部外面 を回転 へラケズリ。休部外面 と底部の境 に

は同心円状の沈線。

3 9 －5
須恵器
無高台杯

口縁欠損　 底部 1／2 － 8．2 （2．5） P 4 ・Q 3　 Ⅳ①層

灰色。やや青味がか る。底部外周 を回転へ ラケズリ。中央部分 に回転によ らない回転へ ラ

ケズ リの痕跡が見える。

3 9 －6
須恵器
無高台杯

口縁 1／3底 部 1／2 （13 ．9）／（14 ．0） （9．2） 3．9
P 4　 Ⅳ（∋層

Q 3 （S ） ・Q 4　 Ⅳ② 層

灰色 ～白灰色。 やや軟 質。 2 m m 大の礫混入。 白色粒子 顕著。ノ タメ顕著。底 部外 面 ・外

周 を回転へラケズ リ。

3 9 －7
須恵器
無高台杯

底部 1／4 （8．9） （2．5）
N 7 （N ）　 S X O 2
Q 4　 Ⅳ層

灰白色。やや軟質。糸切 り後 、外面体 部下半～底部 を回転へ ラケズリ。

3 9 －8
須恵器
無高台杯

口縁底 部とも一部 14 ．0／14 ．1 8．9 6 ．7 N 7　 Ⅳ層

暗灰色。内面に自然粕 。外面底 部を回転 へラケズリ。休部 内面 ノタメ顕著。

灰色。堅緻。体部外面 ノタメ顕著。底部外面 を回転へ ラケズリ。

青灰色。堅撤。 3 m m 大の砂粒 混入。体部内外面 に薄 く自然 降灰 。底 部外面 を回転 へラケ
ズ リ。底部外面 に沈線 （カマ印 ？）。ロクロ右まわ り。

39 －9
須恵器
無高台杯 口縁 1／4底部 I／3 （16．0 ）／（16 ．0） （1 1．7 ） 5 ．1 0 4　 Ⅳ層

39 － 10
須恵器
無高台士不 口縁、体部欠損 － 12 ．2 （2 ．0） 0 4　 Ⅳ層
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図版
番号 器　 種 残存状況

法　　　 量　　 （cm ）

出土地点 ・層　 位 特　　　　　 徴口径 底径 器高 哀
嵩

39 － 1 1
須恵器
無高台杯

ロ縁一部　 底部 1／4 （18 ．2 ）／（18．3） 10 ．6 5 ．5 P 4　 Ⅳ層 ・Ⅳ（彰層 ・Ⅳ（多層
灰色。わずか に鉄の吹 き出 しあ り。白色粒子顕著。底部外面 を回転へ ラケス リ。

39 － 12
須恵器
無高台杯

？ （19 ．4）／（19．7） － －
M 4　 Ⅱ（多層

？

39 － 13
土師器
ゴ不

？ （10 ．4）／（10．8） （7．8） （3．8） M 7 （N ）　 Ⅳ層
駿東杯。

39 － 14
土師器
杯

口縁一部、底 部 1／3 （10 ．3）／（10．5） （7．2） 3．6 L 8　 Ⅳ②層
駿東杯。茶褐色。外底 、淡褐色。砂礫の混入顕著 （1 m m 大）。体部 内面下端 にわずかに横

位の ミガキ。

39 － 15
土師器
杯

？ （10 ．5 ）／（10．8） （6．4） （4．1） ？

甲斐型杯。体部外面下端 に手持ちへラケズリ。

39 － 16
土師器
杯

？ － （6．8） － M 7　 Ⅳ層

駿東杯。

39 － 17
土師器
杯

ロ縁 1／3 （1 1．4）／11．6 6．2 3 ．8 L 8 ・M 7　 Ⅲ層
駿東杯。茶褐 色。内面の全て と体部外面 の一部が黒色 にススける。 1 ～ 2 m m 大 の砂礫 を

混入。底部 と休部の境がわずかに凹む。休部内面 に炭化物が付着す る。

39 － 18
土師器
杯

底部 2／3 － 5．0β．4 （2．4） M 8 （S ）　 Ⅳ層
甲斐型杯。黄灰褐色 、外面底部黒色。精 良。堅緻。体部外面 下端 に手持 ちへ ラケス リ。内

面 は細かな亀裂が入 る。

39 － 19
土師器
杯 （13 ．6）／（13．8） － － M 7　 Ⅲ層

？

39 － 20
土師器
杯

口縁 1／4 （14 ．7）／（14．8） （5．3） 4．3 ？

白灰色。褐色味を帯びる。やや軟質。底部から体部 下半 にかけて表裏 とも黒灰色 を呈す る。

表裏 とも鉄分の付着が激 しく、内外面は磨滅 し、調整方法 は不明 。

39 － 2 1
土覧器 口緑 1／6、底部完存 （15 ．8）／（16．0） 7 ．1／7 ．4 5 ．0 Q 2　 Ⅳ層

灰褐色。砂粒混入 （1 m m 大）。高台貼付 け後、外側は丁寧に内側は雑 にナデ。見込み部分、

うず巻 き状の ノタメあ り。

39 － 22
手捏ね
土器

口縁 1／6、底部 1／2 （8・1）！（8・2） ？ 3．4 Q 3 （S ）　 Ⅳ②層
淡褐色。 1 m m 大の砂粒混入。

39 － 23
手捏ね
土器

完存 8．0 ？ 2．3 N 6 （N ）　 Ⅴ層

白灰色。精良。外面底部 に細かな亀裂がみえる。

39 －2 4
手控ね
土 器 1／2 （7．5）／（7．6） （2．7） 2．3 N 6 （N ）　 Ⅴ層

灰色。精良。外面 に凹凸がみ られる。底部と休部の区別が可 能。

39 －2 5
手控ね
土 器

ほぼ完存 6．3 ？ 2．1 L 7 （S ）　 S E O l

灰褐色 。鉄分の付着 によ り、暗赤褐色 を呈する部分が 多い。精 良。 口径はいびつ で短 軸

6．0 cm 程の楕円 をな し厚 さも不均等。内面で は底部 と側面 の境が区分で きるが 、外底 は面
を形成 しない。

3 9 －2 6
手控ね
土 器 2／3 6．7 ？ 2 ．6 N 8 （S ）　 S E O 2

灰褐色。現存 の範 囲で 2 カ所 、口縁部 の内側が黒色 を呈す る。精 良。器壁 が剥離する部分

があ る。い びつで厚 さも不均等。

40 － 1
灰粕 陶器
碗 ロ縁 2β、底部 3！4 13 ．2／13 ．5 7 ．9／8．0 4 ．3 0 ．4 L 8　 Ⅲ層

灰色。 2 ～ 3 m m 大の砂礫混入。わずか に鉄 の吹 き出 し。体部内外面 に灰粕パ ケヌリ。見

込み に トチの痕跡。糸切 り後回転へラケズリ し高台貼付 け。

4 0 － 2
灰粕 陶器
碗

口縁 3何、ほぼ完存 12 ．8／13 ．0 5 ．9／6 ．2 3 ．8 0 ．7 0 6 （N ）　 Ⅲ②層

灰色。 2 m m 大 の白色砂粒混入。体部外面 には鉄分 が付着 。ロ縁部 を中心 に自然粕 。外 側

の接合部は溝状 に凹 む。糸切 り後高台貼付け。糸切 り痕残存 。

4 0 － 3
灰粕 陶器

＿碗

“口縁 1／2，、底部完存” 13 ．1／13 ．2 6．5／6 ．8 4 ．3 0 ．5 0 6 （N ）　 Ⅲ②層
青灰色。砂礫混入。糸切 り後高台貼付け。糸切 り痕残存。無粕。 平滑。

4 0 －4
灰牙由陶器
碗 口緑 1／4、底部 1／2 （13 ．0）／（13．2 ） （6．7）／（7．0） 3．8 0 ．7 0 6　 Ⅲ（多層

自灰色。 1 m m 大の礫 を含 む。外面 ノタメ顕著。見込みは ツケ ガケ。糸切 り後南台貼付 け。

糸切 り痕残存。見込み は内面平滑。

4 0 －5
灰粕 陶器
碗 口縁 一部 、底部 1！2 （12 ．8）／（13．2 ） （6．7）／（7．4） 4．1 1．1 0 6 （S ）　 Ⅲ②層

灰色。砂礫 の混入顕著 。 2 ～ 5 m m 大の礫 を含む。全体 にざらつ く。体部丸味 を有す る。

糸切 り後ナデ消 し高台貼付 け。高台の内側はナデによってわずかに凹んでい る。

4 0 － 6
灰粕 陶器
碗 口縁 、底部 1／3 （13 ．0）／（13．2 ） （5．9）／（6．3） 4．1 0 ．7 0 6　 Ⅳ（多層

灰色。砂礫 混入。 2 ～ 5 m m 大の礫 を含 む。糸切 り後高 台貼付け。灰粕 ツケガケ。発 色は

不良。高台端部 にはワラ庄痕あ り。

4 0 －7
灰粕陶器
碗

ロ縁 3〃 （13 ．6）／（13．8） 6．2 ／6 ．6 4．6 0 ．8 0 6　 Ⅳ層
灰色。 1 ～ 2 m m 大の砂礫混入。糸切 り後高台貼付 け。糸切 り痕残存。灰粕 ツケガケ。発

色 は不良。

4 0 －8
灰粕陶器
碗

口縁 ・底部 1／2 （10 ．8）／（11．0 ） （4．6）／（5．1） 4．6 0 ．9 Q 3　 Ⅳ層
灰色。 1 cm 大の礫混入。糸切 り後高台貼付け。無粕。

4 0 －9
灰粕陶器
碗

口縁 1／2 （1 1．0）／（11．2 ） 6．0 ／6 ．3 4．7 0 ．9
鋸 粁寸心

灰色。砂礫混入。 ツケガケ。体部 下半 に及ぶ。灰 白色。 内面 見込 み部まで降灰。体部は丸

味 をもたず に立ちあが る。底部 ナデ調整 。糸切 り後ナデ消 し高台貼付 け。灰粕ツケ ガケ。
更 に内面 に自然粕。休部～口縁部の内外面には炭化物付着 。

4 0 －10
灰粕陶器
碗

口縁 1！3 11．9 ／12．0 6．0 ／6 ．3 4．5 1．0 P 4 （N ）　 Ⅳ①層
灰色。 ～ 5 m m 大の砂礫混入。糸切 り後高台貼付 け。糸切 り痕残存。見込み に重 ね焼 き痕

あ り。体部内面 に自然粕。焼 きぶ くれあ り。

40 －1 1
灰粕陶器
碗

底部 1／4 11．8／12．1 （6 ．0）／（6．1） 4．8 1．0 P 5 （S ）　 Ⅲ②層
灰色。砂礫 の混入顕著 。 5 m m 大の礫や植物繊 維を混入。 糸切 り後ナデ消 し南台貼付 け。

休部内面に 自然粕。

J

40 － 12
灰粕陶器
碗

ロ縁 1／5 （11 ．9）／（12 ．0 ） （5．3）／（5．6） 5．8 1．1 P 6 （S ）　 Ⅲ②層
暗灰色。 5 m m 大の礫 を含む。糸切 り後高台貼付 け。糸切 り痕残存。内面底部 ～外 面口縁

部 に自然粕。高台の外側 に稜 をもつ。

40 － 13
灰粕陶器
碗

口緑 1β、底部 2／3 （12 ．0）／（12 ．2 ） （6．0）／（6．3） 5．1 1．1 Q 5　 ？層

灰色。～ 5 m m 大の礫混入。糸切 り後高 台貼付 け。糸切 り痕残存。

40 － 14
灰粕陶器
碗

口縁 1！3 （12 ．4）／（12 ．5 ） 6．1／6 ．3 5．1 1．1 0 5 ・P 5 （S ）　 Ⅲ（多層
暗青緑灰色。断面 は白っぽいねずみ色。 3 m m 大の礫 を混入。休部外面下半 にノタメ顕著 。

糸切 り後ナデ消 し、高台貼付け。高台端部には乾燥 台痕 あ り。無粕 。

40 － 15
灰粕陶器
碗

口縁 1／2、底部完存 （10 ．3）／（10 ．5 ） 4 ．8 ／4 ．9 4 ．0 0 ．7 N 7 （S ）　 S X O 2

灰色。砂礫の混入顕著。糸切 り後ナデ消 し高台貼付 け。灰粕 ツケガケ。発色 は不 良。

40 － 16
灰粕陶器
碗

口縁2／3 10．9 ／11．1 5．4 ／5 ．8 3．4 0 ．8 ？　 Ⅲ層

灰色。砂礫混 入顕著。 2 ～ 5 m m 大の 白色混入。糸切 り後 高台貼付け。糸切 り痕 残存。休

部内面 に薄 く自然粕。

4 0 － 17
灰粕陶器
碗 口縁一部、底部 1／2 （11 ．1）／（1 1．4 ） （5．9）／（6．2） 3．8 0 ．6 N 6　 Ⅲ（∋層

黒味 を帯 びたねずみ色。 1 ～ 2 m m 大の礫混入顕著 。見込みに重ね焼 き痕あ り。糸切 り後

ナデ消 し高台貼付け。

4 0 － 18
灰粕陶器
碗

口縁 2β、底部完存 （10 ．8）／（1 1．0 ） 5 ．3／5 ．5 4 ．2 0 ．7 ？　 Ⅲ層

灰褐色。砂礫 混入。 5 m m 大の砂礫混入。焼 きぶ くれあ り。糸切 り後高台貼付 け。糸切 り

痕残存。灰粕 ツケガケ。更 に体部内面～ロ縁部外面 に自然粕 。

4 0 － 19
灰粕陶器
碗 口緑 1／2、底部 2／3 1 1．7／11．9 6．1／6 ．1 3．7 0 ．4 P 5 ・Q 5　 Ⅳ①層

白灰色。 4 m m 大の礫 混入。鉄の吹 き出 しあ り。焼 きぶ くれあ り。外面 ノタメ顕 著。ツケ

ガケ ？見込み に重 ね焼 きの痕。糸切 り後 ナデ消 し高台貼付 け。灰粕 ツケガケ。更に体部内
面に 自然粕。

4 0 －2 0
灰粕陶器
碗 口緑 1β、底部完存 （11．4 ）／（1 1．6 ） 5 ．4／5 ．7 3．6 0 ．9 P 6 （S ）　 Ⅲ（多層

灰色。砂礫混 入。 5 m m 大の礫 を含む。糸切 り後 ナデ消 し高台貼付け。体部 内面 に薄い 自

然粕。

4 0 －2 1
灰 粕陶器
小碗 口縁 1／5、底部一部 （11．7 ）／（1 1．9） （6．4）／（7．3） 2．5 0 ．4 Q 4　 Ⅲ（多層

白灰色。精良。灰粕パケヌ リ。灰白色に発色 。内面、全体 に平滑 。

灰色。砂礫の混入顕著。 3 、 5 m m 大 の礫 を含 む。糸切 り後 ナデ消 し高台貼付 け。無粕。

4 0 －2 2
灰粕 陶器

小碗
ロ縁 ・底部 2／3 1 1．0／1 1．2 5 ．6β．6 2 ．9 0 ．4 Q 5 （S ）　 Ⅲ層
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図版
番号 器　 種 残存状況

法　　　 量　　 （cm ）

出土地点 ・層　 位 特　　　　　 徴口径　　　　 底径 器高 或
嵩

4 0 －2 3
灰粕陶器
小碗 ロ緑 ・底部 とも一部 （1．0．8）／（1 1．0） （5．5）／（5．8） 2．7 0 ．5 P 5　 Ⅲ②層

灰色。一－ 2 m m 大の礫混入。見込み に重ね焼 き痕。体部内面に自然粕 。濃緑色に発色。

4 0 －2 4
灰粕陶器
小碗 ロ緑 1！2、底部完存 （10 ．4 ）／（10 ．6） 4 ．7！5 ．0 3 ．0 0 ．6 P 5　 Ⅲ②層 上部

灰褐 色。やや軟 質。 1 m m 大の礫混入。糸切 り後ナデ消 し高台貼付け。無粕。

4 0 －2 5
灰粕陶器
小碗 口縁 1！4、底部完存 （10．9 ）／（1 1．1） 5 ．4／5 ．5 2 ．8 0．9 P 6 （S ）　 Ⅲ②層

灰 色。堅赦 。砂礫 混入。堅徴。内側面に自然降灰。無粕。糸切 り後 ナデ消 し、切 り離 し範

囲の内側 に入って高台貼付 け。体部内面 に薄い 自然粕。見込み中央部にわずかに突起。

4 0 －2 6
灰粕陶器
小碗

口縁 ・底部 とも一部
残 （15．7 ）／（16 ．0） （9．6）／（10．0 ） 8 ．0 0．7 0 6 （N ）　 Ⅲ②層

暗灰 褐色、高台内側 と見込 み部分 は黒灰 色。～ 5 m m 大の砂礫混入。重 ね焼 き時の上位の

高 台端部が溶着。糸切 り後 ナデ消 し高台貼付け。部分的に自然粕。

4 0 －2 7
灰粕陶器
小碗 口縁 ・底部 1〃 （9．9）／（10．1） 5 ．6／5．8 2 ．6 0．5 Q 4 ・5　 Ⅲ②層

暗灰色。堅赦。鉄の吹 き出 しあ り。見込みに重ね焼 き痕あ り。糸切 り後高台貼付け。

4 0 －2 8
灰粕陶器
小碗 口縁 1β、底部完存 （9．3）／（9．5） （4．7）／（4．9） 2．6 0．7 P 3　 Ⅲ（多層

ねず み色。 2 m m 大の礫を含む。糸切 り後ナデ消 し高台貼付 け。無粕 。

4 0 －29
灰粕陶器
小碗 2／3 9 ．0／9．1 5 ．6／6．0 2 ．5 0．7 L 6　 Ⅳ①層

灰色。見込 みに重 ね焼 き時の上位 の高 台端部 が溶着 。糸切 り後ナデ消 し高台貼付け。高台

端部 は重ね焼 き時 に部分的 に剥経。体部内外面に自然粕 。

4 0 －30
山茶碗
小皿 口縁 1仰 （9．0）／（9．1） 4．1 2．6 Q 2 ・3　 Ⅲ（多層

．灰 色。 2 m m 大 の礫 を含む。糸切 り未調整。底部は更に高 さ2m m 程 の台状に作 り出す。内
面底部の周囲 を強 くナデているため、見込み部がわずかに高まる。

40 －3 1
山茶碗
小皿 口縁一部 （9．1）／（9．2） （5．0） 2．2 P 5 （S ）　 Ⅳ層

暗灰色。細砂 を混入 し器面はざ らつ く。糸切 り未 調整 。

40 － 32
山 茶 碗
小皿

口緑 1何、底部 1／2 （8．9）／（9．0） （3．9） 2．3 P 3　 Ⅲ層
自灰色。焼成不良で軟質。精良。砂礫混入。糸切 り未調整。粘土 の付着 あ り。

40 － 33
山茶碗
小皿 3！4 （8．1）／（8．2） 4．3 2．3 Q 2 ・3　 Ⅲ②層

やや青味を帯びる暗灰色。糸切 り未調 整。

40 － 34
山茶碗

小皿
口縁 3〃 （7．6）！（7．8） 4．2 2．4 Q 3　 Ⅲ層

やや青味を帯びる暗灰色。精良。砂 礫混入。内面 に薄く降灰 あり。糸切 り未調整。

4 0 － 35
山茶碗
小皿 1／2 （7．7）／（8．0） 3．8 2 ．0 0 5　 Ⅲ②層

白灰色。精良。焼成不良で軟質。糸切 り未調整。

4 1－ 1
灰粕陶器
碗 1／2 （14 ．0）／（14 ．1） （5．7）／（6．0） 6．1 1．3 P 5 （N ）　 Ⅳ① 層

暗黄灰褐色。一一 5 m m 大 の砂礫混入。糸切 り後ナデ消 し高台貼付け。

4 1－ 2
灰粕陶器
碗

ロ緑 1／4 （14 ．3）／（14 ．5） （6．6）／（7．3） 5．3 0 ．6 0 5　 Ⅲ② 層
暗灰褐色。体部外面 に幅広の ノタメ顕著。糸切 り後高台貼付 け。灰粕 ツケガケ。発色不良。

4 1－ 3
灰粕陶器
碗

完存 14 ．9／15．1 7 ．0〝．2 5 ．5 1 ．0 Q 5 （S ）　 Ⅳ（∋層
暗青緑灰色、断面紫色 がかった灰色。精 良。堅撤。 5 m m 大の礫混入。糸切 り後高台貼付け。

糸切 り痕残存。体部内面 に自然軸。

4 1 －4
灰粕陶器
碗
ロ縁 ・底部 とも一部 （15．2）／（15 ．4） （7．0）／（7．3） 5．0 1 ．1 0 6 ・P 5　 Ⅳ①層

灰褐色、外面底部 は黄灰色 、内面見込みは暗黄褐灰色。 3 m m 大 の礫 を混入。鉄の吹 き出
しあ り。糸切 り後高台貼付け。高台の内側のナデは租雑。外側は コテで おさえられ、 凹ん

でいる。灰粕 ツケガケ。発色不 良。

4 1 －5
灰粕陶器
碗

口緑 1／6 （14．8）／（15 ．0） （7．1）／（7．4） 6．1 0．9 M 7　 Ⅳ層上面
部分的に緑灰色 がかる灰色。鉄の吹 き出 し顕著。焼 きぶ くれあ り。重ね焼 き痕 あ り。糸切
り後高台貼付 け。高台 内側 のナデは租雑。

4 1 －6
灰粕陶器
碗

口縁 1！4 （14 ．9 ）／（15 ．0） （7．5）／（7．7） 6．1 0．9
N 7 ・ 8 ・Q 5 （S ）　 Ⅳ層
上面

緑 灰色がかる暗灰褐色、 断面暗灰 色。 5 m m 大の礫混入。重ね焼 きの 痕。体部内面 に糸切
り後高台貼付 け。糸切 り痕残存。 自然粕 （濃緑色）。

4 1 －7
灰粕陶器
碗

口緑 1／5、底部 1／2 （15．3 ）／（15 ．6） （7．5）／（7．7） 5．0 0．8 Q 3 （N ） トレンチ層
やや黄色味を帯びる暗灰褐色。 2 m m 大 の礫 を混入。糸切 り離 し。高 台の内側に強いナデ
を施す。糸切 り後高台貼付 け。糸切 り痕残存。灰粕ツケガケ。発色不 良。

4 1 －8
灰粕陶器
碗

口縁一部 （15 ．6 ）／（16 ．0） （7．6）／（8．0） 4．9 0 ．9
雛 控 日 昌層

暗灰色。 5 m m 大の礫 を含み、全体的 にざらつ く。粕 は発色悪 く、 白色 。体部 下半に及ぶ。
内湾。糸切 り後高台貼付 け。糸切 り痕残存。灰粕ツケガケ。発色不 良。

4 1 －9
灰粕陶器
碗 口縁一部 （13 ．6 ）／（13．8） 8 ．0／8．2 6．2 1．1

0 5 （N ） ・P 6 （S ）　 Ⅲ
②層

や や黄色味 を帯 びる暗灰褐色 。砂礫 混入、全体 的にざらつ く。糸切 り後高台貼付け。付け
方 は粗雑。糸切 り痕残存。

4 1－ 10
灰寒由陶器
探碗 口縁 1〟 （14 ．8 ）／（15．0 ） 7 ．6〝．7 7．1 1．1 Q 3　 Ⅲ②層

暗灰褐色。堅微。 2 m m 大の礫混入。見込み部分に幅 1 m m 程の同心円状の沈線。糸切 り後
高台貼付 け。糸切 り痕残存。休部内面に自然粕 。

4 1－ 1 1
灰粕 陶器
探碗

口縁 1／6、底部 2／3 （15 ．2）／（15．4 ） （7．7）／（7．8） 6．9 1．4 0 6 （N ）　 Ⅲ（多層 ・Ⅳ①層
黄灰褐色。 やや軟質。 5 m m 大の礫混入、器壁 を破 る。見込みに重ね焼 き痕 。糸切 り後ナ

デ消 し高台 を貼付け。高台端部にワラ庄痕あ り。体部 内面 、口縁部外 面に薄 く自然粕 。

4 1 － 12
灰粕陶器
碗 口縁 1／3 （15 ．8）／（1 5．9 ） （8．1）／（8．3） 6．8 1．6 ？

褐灰色。 ？～ 5 m m 大の砂礫の混入著 しい。焼成不良で軟質 （土師質）。高台の貼 り付けは

丁寧。灰粕模倣の土師器碗 ？

4 1 － 13
灰粕陶器
探碗 口縁 ・底部 1／2 （16 ．9）／（17 ．0 ） （7．4）／（7．9） 6．2 1．2 P 5　 Ⅲ（診層 ・Ⅳ（9 層

暗青緑灰 色、断面紫色が かった灰色。高 台内側 と見込 み部 分は暗灰色 。精良。堅 微。 2

m m 大の礫混入。糸切 り後 ナデ消 し、高台貼付 け。体部内面に薄い 自然粕。

4 1 － 14
灰粕陶器
深碗 口縁一部 （14 ．6）／（14 ．8 ） 7 ．5 〝．8 （8．8） 2．0

P 5 （N ）　 Ⅳ層上面
0 6　 Ⅳ① 層

やや黄色味 を帯 びる暗灰 褐色。 5 m m 大の礫混入。 口縁 内側 に粕 が観察で きる。その外側

に もかすかにみえる。内側を強 くナデて糸切 り後 ナデ消 し高台 を貼付 け。灰粕 ツケガケ。

4 1 － 15
灰粕陶器
探碗 口縁一部、底部 1／5 （15．8）／（16 ．0） （8．5）／（9．1） 7．8 1 ．4 0 6　 Ⅳ（む層

灰色。わずかに鉄の吹 き出 しあ り。焼 きぶくれ あり。体部内面 ～ロ縁部外面 に自然粕。

4 1 － 16
灰軸陶器
探碗 口縁一部、底部 1／2 （10．8）／（1 1．1） （5．9）／（6．4） 8．0 1．4 0 6　 Ⅳ①層

灰色。砂礫の混入顕著。見込みに重ね焼 き痕。高台内部はスス けて異変 。糸 切 り後ナデ消
し高台貼付け。灰粕 ツケガケ。

4 2 － 1
須恵器
高杯 裾部 1β、脚部完存 － （9．5）／（9．6） － 0 7　 Ⅳ①層

灰褐色、断面灰色～橙色。やや軟質。～ 3 m m 大 の砂礫 混入顕 著。据 部、強いナデ を施 し、
端部をつ くりだしている。脚部 中位 に接合痕。

4 2 －2
須恵器
高杯 杯部 ・裾部欠損 － － － L 6　 Ⅲ（多層

灰色 。器面が ざらつ いている。

42 －3
須恵器
高ゴ不 裾部欠損 － － － M 8 ・9　 Ⅳ層

青灰色 。断面 、茶褐色。精 良、堅微。

42 － 4
須恵器
長頸壷 体部以下欠損 9．7／9．9 － （12 ．0） M 8 （N ）　 Ⅳ層

灰色。砂粒混入。鉄の吹 き出 しあ り。頚部内外面 ともノタメ痕。自然降灰。

42 － 5
須恵器

長頸壷
休部以下欠損 11 ．4 － 13 ．0

Q 3　 Ⅳ層
Q 2　 Ⅳ①層

灰色。砂粒混入。鉄の吹 き出 しあ り。内外面 ともノタメ顕著。緑 色の自然粕がかかる。

4 2 － 6
須恵器
長頸壷

口縁 1／2
体部以下欠損 （7．2）／（7．5） － （11 ．6）

1 ．0

Q 3　 Ⅳ①層
暗灰色 ～青灰色 、断面暗茶褐色 。堅緻 。自然 降灰 。口縁 は直接 的に立 ちあが り、 しぼりめ
が観察 される。

4 2 －7
須恵器
長頸壷

口縁 、体部以下欠損 － － （8．6） 第 4 遺構面　 溝状遺構
暗灰色。内面、 ノタメ顕著。 自然降灰に より部分的に白味 を帯 びる。

青灰色。堅緻。頚部内面ノ タメ顕著。自然降灰 。

灰色。 ～ 3 m m 大の砂礫 混入。鉄の吹 き出 しあ り。体部外面 下半～底部 を回転 へラケズ リ
後高台貼付け。肩部に自然降灰 。ロクロ左 回転。

4 2 － 8
須恵器
長頸壷

口縁 、体部以下欠損 － － （7．1） P 5 （N ）　 Ⅳ層上面

4 2 －9
須 恵器
長頚壷

ロ縁、頚部欠損 － 7．8／8．3 （14 ．7 ） M 7 （S ）　 Ⅳ層
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番号 器　 種

残存状況

法　　　 量　　 （cm ）

出土地点・層　 位 特　　　　　 徴口径 底径 器高 甘⊥ヽr珂ロ甘
1司

42－ 10
須恵器
長頸壷

休部1／2、底部完存 － 6．4／6．6 （7．3） 0．8
用 吊 震 ’Ⅳ②層

暗灰色。内面灰色。砂礫混入 （2 m m 大）。体部外面下半、底部を回転へラケズリ後高台を貼付
け。ロクロ左回転。

42－ 11
須恵器
長頸壷 底部1／3 － （8．4）／（8．9） （5．8） 0．6 M 7 （N ）Ⅳ層

赤茶褐色、内面青灰色、断面茶褐色。やや軟質。鉄の吹き出しあり。断面に細かな縞文様がみ
える。

42－ 12
須恵器
長頸壷

口縁、頸部欠損
高台2／3残 － 5．7／6．1 （10．0） 0．6

M 6　 Ⅲ②層 ・Ⅳ層
M 7　 Ⅲ層 ・Ⅳ層
N 7　 Ⅲ（り層 ・Ⅳ層

灰色。鉄の吹き出し顕著。全面に自然粕。

42－ 13
灰粕陶器
長頚壷 口縁欠損 － 10．5／10．8 － 0．9

Q 4　 Ⅲ層 ・Ⅳ層上面 ・Ⅳ①
層
Q 5　 Ⅲ（多層 ・Ⅳ層上面

灰色。砂礫の混入顕著。焼きぶくれあり。輪積み痕が観察される。体部外面下半を回転へラケ
ズリ後高台を貼付け。休部外面と高台内部に灰粕パケヌリ。ロクロ左回転。

42－ 14
須恵器
短頸壷 ロ縁欠損 － － －

M 6 ・M 7 ・0 7 （S）　 Ⅲ②膏 灰色。外面は厚く、濃緑色を呈する。～1 cm 大の砂礫の混入顕著。自然粕がかかり、内面にも
N 6　 Ⅲ（多層トレンチ
N 6 （S ）　 S X O l

粕が流れている。

42－ 15
須恵器
短頸壷

口緑欠損 － － －
P 3 （N ）　 Ⅳ②層

灰色。自然降灰でやや黄緑色味を帯びる。鉄の吹き出しあり。

42－ 1（i
須恵器
四耳壷

体部以下欠損 10．0！10．4 － －
M 7　 ？層

灰色。鉄の吹き出しがみられ、焼けひずんでいる。耳のうち2 個は欠落。耳は貼付けた後、方
形に面取りする。ヘラ状の工具痕が耳のきわに残る。肩部に自然降灰し黄灰色を呈する。

43－ 1
須恵器
平瓶
ロ縁1／2、ほほ完存 5．5！5．9 丸底 －

K 7 ・L 7　 Ⅳ層
灰色。底部は丸味を帯び、肩部と休部の境に稜を有する。上面 （肩部）に自然降灰。ロクロ右
まわり。

43一一2
須恵器
はそう

口縁、頸部、底部欠
損 － － －

椚 紹 震
灰色。精良。堅赦。体部下半を回転へラケズリ。

43－3
須恵器
短頸壷

ロ縁一部残 （10．2） － －
0 4　 Ⅳ層

灰色。2 mm 大の砂粒混入。鉄の吹き出しあり。自然降灰によりやや緑色味を帯びる。

43－4
須恵器
短頭蓋

口縁1／2 （10．8） － －
L 6 （N ） ・L 7 （N ）　 Ⅳ
層

灰色。鉄の吹き出しあり。自然降灰。

43－5
須恵器
短頚壷

口縁1／3 （14．0） － － Ⅳ層
灰色。砂粒 （1 mm 大）混入。肩部にタタキ痕あり。自然降灰しやや黄色味を帯びる。

43－－6
須恵器
短頸壷

口縁1／8 （15．0） － Q 2　 Ⅲ ・Ⅳ層
青灰色。断面灰茶褐色。砂粒混入。外面は厚く自然降灰 （緑色～黄色）。

43－7
須恵器
短頸壷

口縁欠損 － － 0 4　 Ⅳ層
灰色。堅微。肩部と体部の境に稜を形成。その下が凹む。自然降灰 （緑色～黄色）。

43－8
須恵器
襲

ロ縁一部 （36．9）！（38．0） －
L 6　 Ⅲ（多層
L 7 （N ）　 Ⅳ層

灰色 （白灰色）。1 m m 大の砂粒混入。ロ縁下に断面三角形の突線 （上側）と二条の沈線 （下側）
にはさまれた部分に櫛状工具による刺突文を施す。

43－ウ
須恵器
襲

ロ縁2／3 20．8！22．0 － － 0 5 （S ）　 Ⅴ層
灰色。一一2 m m 大の砂礫を含むも精良。堅撤。肩部にタタキ痕 （内面にあて具痕）あり。輪積
み痕が部分的に残る。

44－ 1
土師器
襲

口縁一部 （27．2） － －
Q 5 （S ）　 Ⅳ②層

遠江型

44－2
土師器
襲

ロ緑一部 （24．0） － － N 7　 Ⅳ（多層
遠江塑

4ヱトー3
土師器
襲

口緑一部 （24．8） － － 0 7 （S ）　 Ⅳ②層
遠江型

44－－4
土師器
襲

口縁一部 （26．8） － － M 8 Ⅳ層
遠江型

44－5
土師器
襲

口緑一部 （24．0） － － M 8 ・M 7　 Ⅳ層
遠江型

44－－6
土師器
嚢 口緑一部 （24．2） － － M 8　 Ⅳ層

遠江型

44－7
土師器
棄 口縁1／6 （24．8） － － N 7　 Ⅳ①層

遠江塑

44－8
土師器
襲 口縁一部 （24．6） － P 2　 Ⅲ（多層

遠江型

44－－－－9
土師器
襲 口緑一部 （28．6） － － M 8　 Ⅲ①層

遠江塑

44－ 10
土師器
襲 口縁一部 （28．8） － M 6　 Ⅲ層

遠江型

44－ 11
土師器
棄 口縁一部 （19．0） －

M 6　 Ⅳ層
駿河塑？

44－ 12
土師器
棄

ロ緑一部 （19．0） － －
M 7 （S ）　 Ⅳ②層

駿東塑

44－ 13
土師器
賓

口縁一部 （20．0） － －
M 7 （N ）・M 8 （N ）　 Ⅳ
層

駿東型

44－ 14
土師器
嚢

口縁1／5 （25．5） －
N 7　 Ⅳ（多層

駿東型　 肌色　 多量の赤色 ・灰色粒子を含む。口縁外縁はヨコナデ、内面は磨滅顕著。体部は
磨滅顕著外面全体にススが付着。

4∠トー15
土師器
襲

口縁1！4 （18．4） －
0 5　 第4 遺構面中央部活状
遺構群

駿東型　 茶褐色で内部は黒。胎土は細かく、白色、赤色、灰色の砂粒を含む。焼成硬。ロ縁外
面はヨコナデ、口唇部は少しのふくらみを持ち、以下はパケのちヨコナデ。頚部～肩部外面に
ミガキ、内面には接合痕。以下内外面ともパケのちヨコナデ。

44－ 16
土壁器
互E

口縁1／8 （22．0） －
N 5 ・M 5　 Ⅲ・Ⅲ②層

？

44－ 17
土師器
襲

口縁1／6 （23．4） － － Q 2　 Ⅳ層
清郷型　 胎土は畑かいが、石英、雲母、多量の白色、灰色の粒子を大量に含む。内外面とも焼
成のため劣化。スス付着。口綾部外面の折返しの調整は雑。内面はパケ調整ののちナデ？

44－ 18
土師器
棄

口縁1／6 （19．6） － － N 7　 Ⅳ層
清郷型

44－ 19
土師器
嚢

口縁1／9 （21．0） － － Q 2　 Ⅳ層
清郷型

44－20
土師器
賓

口緑1／9 （25．8） － Q 2　 Ⅳ層
清郷型　 橙 （？）色。胎土は粗く、石英の粒子～礫、赤色、灰色の砂粒を多量に含む。口唇部
は折返しのふくらみを持ち、口縁と体部の接合は雑。休部内面はパケのちナデか？外部に指頭
痕あり。全体に磨滅顕著。

44－21
土師器
襲

ロ縁1／12 （19．6） － Q 2　 Ⅳ層
清郷型　 肌色。胎土は細かく、石英、雲母、多量の白色、灰色の砂粒～粒子を含む。口縁部は
内外面ともヨコナデ。

44－22
土師器
棄 口縁1／9 （24．8） － N 7　 Ⅲ②層

清郷型　 内外面とも焼成のため劣化。石英、白色、赤色の砂粒を含む。口縁と体部の内面境は、

ヨコナデ。体部外面に指頭痕あり。休部は磨滅のため不明。外面は一部スス付着。
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44－23
土師器
要 ロ縁1！7 （24．6） － －

N 7　 Ⅲ（多層
清郷型

44－24
土師器
襲 口縁1／6 （24．4） － －

N 7　 Ⅲ②層
清郷型

44－25
土師器
襲

口緑1／5 （26．8） － －
N 8　 Ⅲ②層

清郷型

44－26
土師器
棄 口縁1！7 （24．6） － － P 2　 Ⅲ（多層

清郷型　 橙色。胎土は細かいが、白色、灰色、石英の砂粒～礫、雲母を多量に含む。内外面と
も磨滅顕著。

45－1
灰粕陶器
碗

底部2／3 － （3．1） － N 8　 Ⅲ①層
刻書土器　 灰黄色。灰粕パケヌリ。糸切 り後高台貼付け。内面底部に重ね焼き痕が残る。刻書
は焼成前に尖頭状の工具による。

45－2
灰粕陶器
碗

底部のみ完存 － 8．5 － 0 6　 Ⅲ②層
墨書土器 「☆万」　 黄灰色。灰粕ツケガケ。糸切 り後高台貼付け。内面底部に重ね焼き痕が残
る。高台端部は外側につぶれる。

45－3
灰粕陶器
碗

底部完存、体部 － 5．4 － M 6　 Ⅳ層
墨書土器 「万」　 灰色。無粕。糸切り後ナデ消し高台貼付け。3 m m ほどの黒色砂粒を混入。
内面底部に重ね焼き痕が残る。

45－4
灰粕陶器
碗

底部1／4 － （3．3） － 0 7　 Ⅳ層
墨書土器　 灰白色。内面に自然粕。糸切り後高台貼付け。3 m m ほどの砂粒を混入。

45－5
灰粕陶器
碗 ？

口緑部1／6 － 13．5 － 0 4　 Ⅳ層
墨書土器 「上」　 灰白色。軟質。断面はサンドイッチ状に黒化する。

45－6
須重器
宣E

底部～体部1／2 － 5．1 － 不明
墨書土器 「悪」　 灰色。ロクロ回転右。底部外面は回転へラケズリ。内面ノタメ顕著。小形の
壷の底部である。

45－7
土師器
ゴ不
体部～口縁部1／2 11．0 （6．1） 3．2 M 7 （S ）　 Ⅳ層

墨書土器 「伊」　 駿東杯。褐色。白色砂粒を含む。口縁部内面に部分的にススが付着する。

45－ 8
土師器
杯

底部～休部2／3 （11．1） 6．7 3．9 M 8 （S ）　 不明
墨書土器 「川万呂」　 駿東杯。赤褐色。白色砂粒を含む。糸切り後手持ちへラケズリ。

45－－－－9
土師器
ゴ不

底部～体部1／2 （11．1） （6．7） 3．8 M 8 （S ）　 Ⅳ層
墨書土器 「川万ロ」　 駿東杯。赤褐色。白色砂粒を含む。内外面ともに器面の剥離が顕著。

45－ 10
土師器
杯

休部の一部 － － － M 7　 Ⅳ層
墨書土器　 駿東杯。褐色。内面に藁状の繊維痕が付く。

45－ 11
土師器
杯

底部～体部3〃 10．7 6．2 4．0 L 7 （N ）　 Ⅳ層
墨書土器 「十」（あるいは 「×」）　 駿東杯。赤褐色。内面底部に放射状の暗文？ 底部外面を
手持ちへラケズリ。

45－ 12
土師器
杯 底部1／2 － 7．0 － 0 7　 Ⅳ①層

墨書土器　 駿東杯。褐色。1 m m くらいの白色砂粒を混入。底部外面を手持ちへラケズリ。

45－ 13
土師器
杯 底部1〃 － （5．8） － M 7　 Ⅳ層

墨書土器　 駿末杯。褐色。1m m 位の白色砂粒を混入。体部内面に横位のミガキ。

45－ 14
土師器
杯 底部1／4 － － －

M 7　 Ⅲ層
刻書土器 「上」　 須恵器の高台杯を模した土師器。糸切り後高台貼付け。高台内部は異変する。
刻書は焼成後に尖頭状の工具による。

45－15
土師器
杯 底部の一部 － － －

M 8　 Ⅳ層
墨書土器 「上」　 駿東杯底部。褐色。1 m m くらいの白色砂粒を混入。

45－16
土師器
杯 底部の一部 － － －

L 7 （N ）　 Ⅳ層
墨書土器　 駿東杯底部。糸切り後手持ちへラケズリ。

45－17
土師器
士不 底部の一部 － － － M 8　 Ⅳ層

墨書土器 「□厩」　 駿東杯。褐色。1 mm くらいの白色砂粒を含む。

46－ 1
緑　 粕
皿

全体の1！3 （15．4） （7．2） 3．05 P 6 （S ）　 Ⅳ②層
5 単位の輪花を施す。粕は濃緑色～黄緑色で全体にかかる。外面体部下半～底部を回転へラケ
ズリ。底部外面に2 箇所の目跡。

46－2
緑　 粕
皿
ロ縁～底部の一部 （17．0） － （3．5） 中央部溝状遺構群

粕は濃緑色、黄緑色で全体にかかる。体部下半以下を回転へラケズリ。

46－3
緑　 粕
碗 口縁～底部の一部 （11．8） － （4．45） 0 6　 Ⅳ①層

輪花碗。粕は黄緑色で全体にかかる。体部下半以下を回転へラケズリ。

46－－4
緑　 粕
段皿

ロ縁～底部1／5 （14．6） （7．35） 2．4 0 6　 Ⅲ②層
粕は緑色で全体にかかる。体部下半以下を回転へラケズリ。

46－5
緑　 粕
皿

底部～休部1！2 － （6．7） － 0 6　 皿②層
粕は黄緑色で全体にかかる。外面体部～底部を回転へラケズリ。ロクロは右回転。内面底部に
は陰刻花文を措く。

46－6
緑　 粕
皿

底部1／4 － （6．6） － P 2　 Ⅲ②層
粕は黄緑色で全体にかかる。外面底部を回転へラケズリ。内面底部には陰刻花文を措く。

46－7
緑　 粕
皿

底部の一部 － （7．5） － 0 6 （N ）　 Ⅲ②層
粕は黄緑色で全体にかかる。外面体部～底部を回転へラケズリ。

46－ 8
緑　 粕
皿

底部の一部 － （7．0） － M 8　 Ⅲ①層
粕は黄緑色で全体にかかる。外面体部～底部を回転へラケズリ。

46－ 9
緑　 粕
碗

底部の一部 － （6．0） － M 6　 皿層
粕は濃緑色で全体にかかる。外面底部を回転へラケズリ。

46－ 10
緑　 粕
皿？

休部の一部 － － － N 7　 Ⅲ（診層
粕は黄緑路や全体にかかる。内面に陰刻花文？

46－ 11
緑　 粕
碗？

ロ縁部の一部 － － － P 3 9
粕は黄緑色で全体にかかる。内面に陰刻花文を措く。
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写真

図版
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写真

図版
遺物名称 出土位置 その他

32－ 1 瀬戸　 志乃粕小皿 P l　 Ⅱ層 33－23 肥前磁器　 碗 M 6 （S ）　 Ⅱ層 くらわんか手

2 古瀬戸　 小皿 Q 3　 Ⅲ①層 24 肥前磁器　 碗 P 2　 Ⅱ層 くらわんか手

3 古瀬戸　 底卸 目皿 L 6　 Ⅲ層 25 肥前磁器　 碗 N 5　 Ⅱ層 くらわんか手

4 古瀬戸　 底卸 目皿 M 8　 Ⅱ層 26 肥前磁器　 碗 0 4　 Ⅱ層 くらわんか手

5 古瀬戸　 折線深皿
0 6　 Ⅲ①層 27 中国製　 白磁皿 ？　 Ⅱ層

6 古瀬戸　 所縁深皿 ？　 Ⅱ層 28 肥前磁器　 碗 ？　 Ⅱ層 くらわんか手

7 瀬戸　 馬 目皿 ？ ？　 Ⅱ層 29 肥前磁器　 碗 M 5　 Ⅱ層 くらわんか手

8 古瀬戸　 瓶子 0 3　 Ⅱ層 30 肥前磁器　 碗 ？ ？　 Ⅱ層

9 瀬戸大窯　 灰粕小皿 M 7　 Ⅱ層 31 肥前磁器　 碗 ？　 Ⅱ層 くらわんか手

10 瀬戸　 鼠志乃小皿 ？　 Ⅲ層 32 肥前磁器　 碗 ？ くらわんか手

11 山茶碗　 小皿 Q 3　 Ⅱ層 33 肥前磁器　 碗 N 5　 Ⅱ層 くらわんか手

12 古瀬戸　 所縁深皿 Q 3　 Ⅱ層 34 肥前磁器　 鉢 P 3　 Ⅱ層

13 古瀬戸　 小皿 ？ L 6　 Ⅲ層 35 瀬戸 ？　 通い徳利 ？　 Ⅱ層

14 古瀬戸　 小鉢 M 5　 Ⅱ層 36 肥前磁器　 人形 ？ ？　 Ⅱ層

15 古瀬戸　 末広碗 ？ M 6 （S ）　 Ⅱ層 37 肥前磁器　 碗 K 6　 Ⅱ層 くらわんか手

16 古瀬戸　 瓶子 0 4　 Ⅱ層 38 肥前磁器　 碗 N 5　 Ⅱ層 くらわんか手

17 古瀬戸　 折線皿 ？ 39 肥前磁器　 小碗 N 5　 Ⅱ層

18 古瀬戸　 折線皿 N 5　 Ⅱ層 40 肥前磁器　 碗 N 6　 Ⅱ層 くらわんか手

19 古瀬戸　 所縁皿 N 5　 Ⅱ層 41 白磁　 玉緑碗 0 6 （N ）　 Ⅱ②層

20 瀬戸大窯　 碗 N 5　 Ⅱ層 42 白磁　 碗 P 5 （S ）　 Ⅳ層

21 瀬戸大窯　 碗 0 4　 Ⅱ層 43 白磁　 玉緑碗 Q 4 （S ）　 Ⅲ②層

22 瀬戸大空　 折線深皿 L 7 （N ）　 Ⅱ層 44 白磁　 碗 M 8　 Ⅱ層

23 瀬戸大無　 縁粕小皿 P 3　 Ⅱ層 45 白磁　 碗 N 5　 Ⅱ層

24 瀬戸大窯　 平碗 0 3　 Ⅱ層 46 白磁　 碗 N 8　 Ⅱ②層

25 古瀬戸　 瓶子 P 3　 Ⅱ層 47 白磁　 碗 N 6　 Ⅲ層

26 瀬戸　 碗 ？　 Ⅱ層 48 白磁　 碗 P 2　 Ⅲ①層

27 瀬戸　 碗 M 8　 Ⅱ層 49 白磁　 碗 ？　 Ⅱ層

28 古瀬戸　 深皿 ？ ？　 Ⅱ層 50 白磁　 碗 N 5 （N ）　 Ⅱ層

29 瀬戸　 碗 ？　 Ⅱ層 5 1 白磁　 碗 N 6　 Ⅱ層

30 瀬戸大窯　 小皿 0 5　 Ⅱ層 52 白磁　 碗 N 5　 Ⅱ層

3 1 瀬戸大窯　 平碗 M 4　 Ⅱ層 53 白磁　 碗 Q 3　 Ⅲ②層

32 瀬戸大窯　 大皿 ？ 0 6　 Ⅱ①層 54 白磁　 碗 Q 5　 Ⅲ①層

33 瀬戸大窯　 平碗 K 6　 Ⅱ層 55 白磁　 碗 P l Ⅲ①層

34 瀬戸大窯　 平碗 Q 3　 Ⅲ②層 36 と同一個体 56 白磁　 碗 Q 3　 Ⅱ層

35 瀬戸　 仏供器 0 6　 Ⅱ層 57 白磁　 碗 L 7 （S ）　 Ⅱ層

36 古瀬戸　 平碗 P 2　 Ⅱ②層 34 と同一個体 58 白磁　 碗 N 5　 Ⅱ層

37 古瀬戸　 平碗 Q 4　 Ⅲ①層 59 白磁　 碗 0 6 （N ）　 Ⅲ②層

38 古瀬戸　 小ゴ不？ Q 4　 Ⅲ②層 60 白磁　 碗 0 6　 Ⅱ層

33－ 1 肥前磁器　 碗 P 3　 Ⅱ層 くらわんか手 61 白磁　 碗 N 6　 Ⅲ①層

2 肥前磁器　 碗 N 5　 Ⅱ層 くらわんか手 62 青磁　 碗 N 6　 Ⅲ①

3 肥前磁器　 碗 ？　 Ⅱ層 くらわんか手 63 青磁　 蓮弁文碗 P 2　 Ⅱ②層

4 肥前磁器　 碗 N 2　 Ⅱ層 くらわんか手 64 青磁　 蓮弁文碗 M 7　 Ⅲ層

5 肥前磁器　 碗 P ・Q 2　 I 層 くらわんか手 65 青磁　 蓮弁文碗 M 6　 Ⅲ層

龍泉窯系

龍泉窯系
6 肥前磁器　 碗 0 5　 Ⅱ層 広東茶碗 66 青磁　 達弁文碗 P 5 （N ）Ⅱ①層

7 肥前磁器　 碗 Q 3　 Ⅱ層 くらわんか手 67 青磁　 蓮弁文碗 N 6　 Ⅱ①層

8 肥前磁器　 碗 M 6 （S ）　 Ⅱ層 くらわんか手 68 青磁　 ？ 碗 N 6　 Ⅲ①層

9 肥前磁器　 ソバチ ョク N 3　 Ⅱ層 69 青磁　 蓮弁文碗 M 7　 Ⅲ層

龍泉窯系
10 肥前磁器　 鉢 ？ 70 青磁　 劃花文碗 0 6　 Ⅲ①層

11 肥前磁器　 碗 ？　 Ⅱ層 くらわんか手 71 青磁　 蓮弁文碗 M 7　 Ⅱ層

龍泉窯系
12 肥前磁器　 碗 M 5　 Ⅱ層 くらわんか手 72 青磁　 劃花文碗 0 5　 Ⅱ層

13 肥前磁器　 碗 M 6 （S ）　 Ⅱ層 くらわんか手 73 青磁　 蓬弁文碗 M 4　 Ⅱ層

14 肥前磁器　 筒茶碗 0 6　 Ⅱ層 74 青磁　 蓮弁文碗 N 5　 Ⅱ層

15 肥前磁器　 碗 ？　 Ⅱ層 くらわんか手 75 青磁　 蓮弁文碗 0 4　 Ⅱ層

16 肥前磁器　 碗 Q 3　 Ⅱ層 くらわんか手 76 青磁　 蓮弁文碗 0 4 ‾Ⅱ層

龍泉窯系
17 肥前磁器　 銚子 0 3　 Ⅱ層 77 青磁　 蓮弁文碗 N 7　 Ⅱ層

18 肥前磁器　 碗 0 4　 Ⅱ層 くらわんか手 78 青磁　 蓮弁文碗 L 7　 Ⅱ層

19 肥前磁器　 碗 L 7 （S ）　 Ⅱ層 くらわんか手 79 青磁　 ？　 碗 L 7　Ⅳ層

20 肥前磁器　 銚子 N 4 ・0 3　 Ⅲ層 80 青磁　 ？ 碗 N 5　 Ⅱ層

21 肥前磁器　 徳利 P 3　 Ⅱ層 81 青磁　 皿 Q 4　 Ⅱ②層

22 肥前磁器　 碗 0 3　 Ⅱ層 くらわんか手
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第17表　瓦観察表
図 版

番 号
券 種 ・部 位

出 土 地 点

層 位

法 量 （単 位 cm ）
色 調 ・胎 土 ・焼 成 特　　　　　 徴

長 （タ テ ） 帽 （ヨ コ ） 厚 （最 大 ） 厚 （最 小 ）

4 7 －1 平 瓦 M 9 Ⅱ層 13 ．5 0 11 ．4 0 1 ．5 5 1．25
赤 褐 色 （内 面 暗 灰 色 ）、 砂 礫 の 混 入 顕 著 （8 大 の 礫 を 一 側 面 に 格 子 た た き 。 凹 面 側 を ヘ ラ で 整 形 （幅

含 む ）硬 質 7 ）、 布 目 残 存 。

4 7 －2 軒 丸 瓦 N 7 （S ）Ⅲ ② 層 4 ．5 0 4 ．0 0
灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 、蓮 弁 付 近 赤 桃 色 ）、 砂 礫 混 入 、

軟 質

4 7 －3 丸 瓦 L 7 （N ）Ⅳ 層 5 ．2 0 6 ．10 1 ．9 5 1．6 0 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、 砂 礫 混 入 少 な い 、 軟 質 端 面 残 存 凹 面 に 布 目 、 凹 面 は 磨 耗 顕 著

4 7 －4 丸 瓦 N 5 Ⅳ 層 6 ．8 0 5 ．10 1 ．8 0 1．7 0 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質
端 面 、一 側 面 残 存 、凹 面 に 布 目 、側 面 峠 側 か ら 切

り込 み （5 ～ 7　 の 幅 ）、他 は 削 り放 し の ま ま

4 7 －5 丸 瓦 N 7 （S ）Ⅳ 層 5 ．7 0 6 ．7 0 1 ．6 0 1 ．0 5 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質 凹 面 に 布 目 、凸 面 へ ラ 整 形

4 7 －6 丸 瓦 N 6 Ⅲ ② 層 4 ．7 0 4 ．0 0 2 ．20 1 ．7 0 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質 一 側 面 残 存 、凹 面 側 に 切 り込 む （1 0　 の 幅 ）布 目

4 7 －7 玉 緑 式 丸 瓦 M 7 （N ）Ⅳ 層 4 ．80 4 ．10 2 ．75 2 ．3 0 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質

端 面 に 玉 縁 部 分 が は ず れ た 痕 跡 。段 は ほ ぼ 直

角 、一 側 面 残 存 、凹 面 側 か ら 切 り込 み （6 ～ 10

の 幅 ）他 は 削 り放 し の ま ま 、凸 面 は 凹 凸 に 富 む

4 7 －8 丸 瓦 P 5 Ⅳ ② 層 8 ．50 8 ．3 0 2 ．10 1 ．4 0 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質
一 側 面 残 存 、凹 面 に 布 目 、凸 面 か ら 側 面 に か け

て 磨 耗 、側 面 に ほ ぼ 直 交 方 向 の 布 の 縫 い 目 あ り

4 7 －9 丸 瓦 N 7 （N ）Ⅳ ② 層 6 ．80 4 ．9 0 1．7 0 1 ．5 0 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質 凹 面 に 布 の 縫 い 目 あ り

4 7 －1 0 玉 緑 式 丸 瓦 N 7 （N ）Ⅳ ② 層 6 ．9 0 5 ．6 0 2 ．2 0 1 ．9 0 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ～ 灰 白 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質

玉 縁 部 分 が は ず れ た 痕 跡 。段 は 直 角 、一 側 面 残

存 、凹 面 側 か ら 切 り込 み （7　 の 幅 ）他 は 削 り放 し

の ま ま

4 7 －1 1 丸 瓦 N 7 （S ）Ⅳ ① 層 4 ．0 0 8 ．3 0 2 ．2 5 2 ．10 灰 白 色 （表 面 黒 灰 色 ）、砂 礫 混 入 、軟 質 内 面 に 布 目 、磨 耗

第18表　土製品一覧表

図版

番号
器種 出土地点 法量（cm） 各最大値

7ト2 土錘 q 5（S）Ⅱ層 縦4．2　横3．2　 厚さ3．1

7 1－3 人形 N 7（N ）Ⅳ②層 縦4．5　横2．9　厚 さ1．3

7 ト4 馬形 N 7（N ）中央部溝状遺構群 縦3．1 横4．2　厚 さ3．1

‘7 1－5 草袋形 N 7Ⅳ①層 縦3．8　横2．6　厚 さ1．9

第19表　石製晶一覧表

図版

番号
器種 出土地点 法量（cm ・g ） 材質

71－6 分銅
L7（S） 長 さ3．5　 帽1．9

滑石
SE－0 1付近 重量37．2

71－7 紡錘車
N 8（S） 直径3．4　孔径0．7

滑石
Ⅳ層上部 厚 さ1．5　重量　 29．7

7ト8 紡錘車 N 7（S）
直径3．5　孔径0 ．6

厚 さ1．4　 重量37．2
滑石

7 1－9 紡錘車
M 7（S） 直径3．4　 孔径0．6

滑石
Ⅳ層 重量13．6

71－10 臼玉
0 6（S） 直径0．6　 厚 さ0．45

滑石
Ⅴ層 重量0．4

72－1 砥石
L 6（N ） 縦10．0　 横11．2

灰色中粒砂岩
Ⅲ層 厚 さ5．7　 重量881．9

72－2 砥石 ？
長さ10．3　 幅6．7 暗灰色租～

厚 さ5．1 重量517．3 中粒凝灰質砂岩

72－3 砥石
0 4（N ） 長 さ13．5　 幅6．0 暗灰 色粗 粒凝 灰質

Ⅲ②層最下部 厚 さ1．7　 重量261 砂岩

72－4 砥石
0 4（N ） 長 さ9．9　 幅4．5

流紋岩質凝灰岩
Ⅲ②層最下部 厚 さ4．0　 重量208

72－5 砥石
N 6 長 さ10．5　幅5．0

淡褐色細粒砂岩
Ⅲ②層 厚 さ2．0　重量162

72－6 砥石
P 5 長 さ11．8　幅6．4 暗 灰色 中粒 凝灰 質

Ⅲ②層 厚 さ3．6　重量429 砂岩

72－7 砥石 Q 3（N ）
長さ9．0　幅3．0 暗 灰色 中粒 凝灰 質

厚 さ5．0 砂岩

72－8 砥石
P4（N ） 長さ9．7　 幅7．2

軽石
SI）78 厚さ3．8　重量86．1

72－9 砥石
M 7 長さ7．5　 幅4 ．1

軽石
Ⅳ層 厚さ2．9　 重量20．7

72－10 砥石
0 5 長さ5．5　 幅4．3

軽石
Ⅲ②層 厚 さ3．9　 重量19．8

72－11 砥石
P5

Ⅲ①層

長 さ7．0　 幅5．5
軽石

厚 さ2．8　 重量22．5

72－12 砥石
L6N 長 さ22．0　 幅13．0

淡褐色中粒砂岩
SP312 厚 さ5．0　重量1996

第20表　金属製品一覧表

図版

番号
器種 出土地点 法量（mm ・g ） 備考

73－1 煙管雁首
M 6（N ）

Ⅱ層

全長33　 全高16　 火皿径6　 火

皿径 10　 首部長 28　 首部 高8

継口径8　 重量3．8

真銀製

73－2 煙管雁首
M 6（S）

全 長5 1　 全高 19　 火皿 径13

火皿底6　 火皿高8　 首部長44
真銀製

Ⅱ層下部 首部高 18　 継口径12　 肩 部長

27　重量7．5

73－3 煙管雁首
L 6（S）

Ⅱ層

全長 77　 仝高3 1　 火 皿径 16

火皿底6　 首部長71 首部高2 1

継口径15 ×2　 重量7．4

真銀製

73－4 煙管吸口 ？
全長8 5　 継 口径 11　 吸口径5

重量7．5
真銀製

73－5 煙管吸口
04（N ） 全 長7 5　 継 口径 10　 吸 口径4 真銀製

Ⅱ層 重量6 羅宇一部残存

73－6 馬鍬
PO 全 高2 37　 最大 幅2 8　 厚 さ5

鉄製
Ⅱ①層 重量189．2

73－7 宴
0 5（N ）

Ⅳ②層
長 さ158　 最大幅10　重量61 鉄製

73－8 容器
L7 （N ） 口径5 8　 底径24　 器 高3 0　 重

鋼製
Ⅱ層下部 量27

73－9 不明品
0 6（S）

Ⅱ②層
長 さ5 1 最大幅10　 重量5．9 鉄製

73－10 弾丸
N 4

Ⅱ層
最大径12　最小径11 重量8．2 鉛製

73－11 不明品
L7（N ）

Ⅱ層上部
計測不能 鋼製

73－12 不明晶
0 6（N ）

Ⅴ層
高さ15　最大径20　 重量1．3 鋼製　 空玉 ？

73－13 耳環
L 7 縦24　 横2 6　 断面径5　 重量

金鋼製 ？
Ⅳ層 10．2

73－14 短刀
N 6（N ） 長 さ156　 最大 幅2 1 最大厚4 鉄 製 。先 端 部

Ⅱ①層 重量27．7 欠損

73－15 小柄
0 1（S） 長 さ190　 最大幅 12　 最大厚4 鉄製。先端部 ・

Ⅳ層 重量13 茎部末端欠損

73－16 帯金具
L 7（N ）

Ⅴ層
縦23　横31 重陵．6

73－17 鋼銑
N 7（S）

Ⅳ層
縦190　 横45　 重量2．8

74－1 鉄鉱
P2 長 さ221 身部最大径1 1 重量 先 端 部 ・茎 部

Ⅱ②層 38．8 末端欠損

74－2 鉄鉄
M 5

Ⅱ層下部

全長99　 箆被部長27　 最大幅

1 1　 鍍 身部長3 9　 茎 部長 33

重量14．9

74－3 鉄鉱
N 6

Ⅲ②層
全長39　最大幅3　 重量27．7

74－4 鉄鉱
N 3（N ） 全長85　 最大幅9　 鉄身部長66

Ⅳ層 茎部長19　 重量12．5

74－5 鉄鉄
0 1（S） 全長 119　 茎部長51 鍍身部長

Ⅳ層上部 66　 最大幅3　重量8．5

74－6 銅鏡
Q 4（N ）

Ⅳ層上面
最大径74　 最大厚2　重量33

74－7 鋲止め鋼板
L 8 縦25　 横71 鋲長7　 鋲頂部径

（SH －06） 2　 重量3．9

－138　－



第21表　木製品一覧表

図版

番号

写真

図版
器種 出土地点 法量 （mm）

図版

番号

写真

図版
器種 出土地点 法量 （mm）

′ll
48 －1 34 曲物底板 Q l（S）SK O4 縦 307　 横43　 厚 さ16 54 －2 4 1 別物槽 中央溝状遺構群 縦155　 横 111 厚さ 10

縦 255　 横 33　 厚 さ30

′lI
48 －2 34 曲物底板 P6（S） 縦257　 横 59　 厚 さ10 54 －3 42 す りこぎ Q 2（S ）SK O4

48 －3 34 曲物底板 Q 4 Ⅲ層 縦70　横 27　厚 さ7 54 －4 42 箆状木製品 N 6（S）Ⅱ層下部 縦24 8　横 56　 厚 さ19

縦 291 横 67　 厚 さ11

′lr
48 －4 34 曲物底板 0 5 Ⅲ②層 縦88　横 24　厚 さ4 54 －5 42 箆状木製品 q 4（N ）Ⅱ②層下部

48 －5 34 曲物底板 Q 4（S） 縦135　 横 38　厚 さ9 54 －6 到物槽 0 5（N ）Ⅳ②層上部

⊥　　ヽ

縦 189　 横4 3　厚 さ11

縦 141 横 35　 厚 さ30

′ヽ
48 －6 34 曲物底板 Q l（S）SK O5 縦 256　 横 35　厚 さ10 54 －7 4 1 到物槽 N 5（S）中央部溝状遺構群

48 －7 34 曲物底板 P4（N ）Ⅳ①層 縦107　 横 29　厚 さ10 54 －8 42 箆状木製品 0 6（S）Ⅴ層上部 縦217　 横 69　厚 さ10

縦 195　横 40　 厚 さ4 1

縦 243　横 9　厚 さ8

縦 58　横 7　厚 さ5

縦 126　横 7　厚 さ7

縦 302　横 15　厚 さ7

縦 210　横 12　厚 さ4

縦 242　横 10　厚 さ6

縦 222　横 9　厚 さ5

縦 200　横 44　厚 さ7

縦 151 横 13　厚 さ3

縦 106　横 15　厚 さ7

縦 425　横 35　厚 さ25

縦81 横38　 厚さ41

縦 100　横 45　厚 さ25

縦97　 横28　 厚さ26

縦288　横 74　厚 さ17

縦291 横 34　厚 さ21

縦371 横 91 厚 さ12

縦253　横 72　 厚さ14

縦620　 横 17　 厚さ17

′lI

48 －8 34 曲物底板 0 6（N ）Ⅲ②層 縦280　 横 99　厚 さ12 54 －9 42 有頭棒状木製品 Q 3（N ）Ⅳ①層

48 －9 34 曲物底板 N 6（S）Ⅳ②層 縦238　横 62　厚 さ8 54 －10 42 箸状木製品 N 6Ⅲ②層

48－ 10 35 曲物底板 L 6（N ） 縦201 横 68　厚 さ6 54 －11 箸状木製品 K 6Ⅱ層下部

48－ 11 35 曲物底板 0 6（N ）Ⅴ層 縦234　 横 107　厚 さ10 54 －12 42 箸状木製品 P2（N ）Ⅱ層上部

48－ 12 35 曲物底板 L 6V 層 縦 221 横 107　厚 さ11 54 －13 42 斎串 SE O2

49 －1 35 曲物底板 0 5（N ）Ⅱ②層 縦106　横 48　厚 さ7 54 －14 42 斎串 SE O2

49 －2 35 曲物底板 N 6Ⅳ②層 縦103　横 61 厚 さ7 54 －15 42 斎串 SE O2

49 －3 35 曲物底板 M 6Ⅳ層 縦111 横 30　厚 さ7 54 －16 42 斎串 SE O2

49 －4 35 曲物底板 M 5（S ）Ⅳ層 縦 102　横 39　厚 さ7 54 －17 42 板状木製品 Q 2（N ）Ⅳ層

49 －5 35 曲物底板 中央部溝状遺構群 縦 162　横 37　厚 さ9 54 －18 42 斎串 Q 2（N ）Ⅳ層

49 －6 曲物底板 P5（N ）Ⅳ層上面 縦248　横 53　厚 さ7 54 －19 42 斎串 0 5（N ）Ⅳ層

49－7 35 曲物底板 P5（N ）Ⅳ層 縦247　横 96　厚 さ8 55－ 1 43 鎌柄 P4（N ）Ⅳ①層

49－8 36 曲物底板 P2（S）SKO4 縦 130　横 63　厚 さ9 55－2 43 大足枠横木 0 4（N ）Ⅳ層最下部

49－9 曲物底板 L 6 Ⅱ層 縦160　横 54　厚 さ8 55－3 43 栓 Q 3 Ⅲ②層

49 －10 曲物底板 不明 縦141 横 18　厚 さ6 55－4 43 工具柄 Q 2 Ⅲ②層

49 －11 36 曲物底板 P5（S）Ⅳ層上面 縦9 1 横20　 厚さ5 55－5 43 大足足板 N l（N ）Ⅳ層

49 －12 36 曲物底板 P2（S）Ⅳ層 縦115　横 33　 厚さ8 55－ 6 43 大足枠横木 P2 Ⅱ②層

49 －13 36 曲物底板 P2Ⅲ②層 縦140 ．横 52　 厚さ10 55－7 大足足板 P l（S）Ⅳ層

49 －14 36 曲物底板 P5（S）Ⅳ①層 縦147　横 66　 厚さ7 55 －8 43 大足足板 N 3（N ）Ⅳ層

49 －15 36 曲物底板 P3（N ）Ⅴ層 縦172　横 65　 厚さ9 55 －9 43 弓 P l（N ）Ⅳ層上面

49 －16 36 曲物底板 0 4（N ）Ⅳ層 縦180　横 66　 厚さ9 56 －1 44 編錘 P 2（N ）Ⅳ層 縦4 1 横 173　 厚さ43

縦42　 横 169　 厚さ41

縦52　 横 15 1 厚さ41

′ll

50－ 1 37 曲物底板 0 5（N ）Ⅲ②層 径10 1 厚さ7 56 －2 44 編錘 P 2（S）Ⅳ層

50－2 曲物底板 P5（N ）Ⅳ②層 縦127　 横35　 厚さ7 56 －3 44 編錘 P4 （S）Ⅳ層

50－3 37 曲物底板 0 5（N ）Ⅴ層 径173　 厚さ11 56 －4 44 編錘 Q 4（N ）Ⅳ層上面 縦47　 横 158　 厚さ66

縦57　 横 152　 厚さ34

′l′
50－4 37 曲物底板 P4（S）Ⅳ層 縦168　 横73　 厚さ12 56 －5 44 編錘 P 4（N ）Ⅳ①層

50－5　－ 37 曲物底板 P4（S）Ⅳ層 縦13 1 横60　 厚さ10 56 －6 44 編錘 P 5（S ）Ⅳ①層 縦5 1 横 153　 厚 さ48

′ヽ′50－6 37 曲物蓋板 Q 4（S） 縦138　 横66　 厚さ11 56 －7 44 編錘 N 5（N ）Ⅳ②層下部 縦58　 横 144　 厚 さ48

′ヽ′
50－7 37 曲物底板 P4（N ）Ⅳ①層 縦164　 横52　 厚さ9 56 －8 44 編錘 0 2（N ）Ⅳ層 縦44　 横 188　 厚 さ46

′t50－8 37 曲物底板 0 6（S）Ⅴ層 縦17 1 横5 1 厚さ6 57 －1 45 糸巻横木 Q 4（S ）Ⅳ②層 縦13 1 横23　 厚 さ11

′l50－9 37 曲物底板 P3 Ⅱ②層 縦163　 横 81 厚さ 11 57 －2 45 編針 Q 3（S ）SK O4 縦 158　 横 13　 厚 さ4

′l′50 －10 37 曲物底板 中央部溝状遺構群 縦180　 横65　 厚さ12 57 －3 45 編針 P4（N ）Ⅳ②層 縦102　 横 13　 厚 さ6

′ヽ′50 －11 曲物底板 Q lⅡ②層 縦122　 横39　 厚さ7 57 －4 45 櫛 P5（S）Ⅳ②層 縦59　 横 66　厚 さ8

′tl50 －12 38 曲物底板 Q 2 Ⅱ②層 縦250　 横52　 厚 さ6 57 －5 45 有孔板状木製品 SEO2 縦 312　 横 37　 厚 さ3

′ヽl50 －13 曲物底板 Q 2（N ）Ⅲ②層上面 縦236　 横 69　 厚 さ4 57 －6 45 下駄 N 4（S）Ⅱ層 縦133　 横 81 厚 さ43

′l′50 －14 曲物底板 0 6（N ）Ⅱ②層 縦152　 横 32　 厚 さ8 57 －7 45 下駄 P2Ⅱ②層 縦174　 横 73　 厚 さ27

′l′51－ 1 38 曲物底板 不明 縦251 横45　 厚 さ9 57 －8 45 下駄 0 5Ⅱ②層 縦203　 横 52　 厚 さ26

′l′51－2 38 曲物底板 P5（S）Ⅳ層上面 縦175　 横 52　 厚 さ5 57 －9 46 下駄 0 6（S）Ⅱ②層 縦223　 横 12 1 厚 さ22

′ヽ′51－3 38 曲物側板 0 6（N ）Ⅴ層 縦46　横 174　 厚 さ4 57 －10 46 下駄 Q 3（N ）Ⅳ②層 縦220　 横 61 厚 さ16

′ヽ51－4 38 曲物側板 P5（N ） 縦219　 横4 8　厚 さ6 57 －11 46 下駄 0 5（N ）Ⅲ層 縦214　 横 59　厚 さ26

′l′51－5 38 曲物側板 Q l（N ）SK O5 縦 52　横 246　 厚 さ14 57 －12 46 下駄 0 6（N ）Ⅲ層 縦220　 横 55　厚 さ26

′lI
51－ 6 39 曲物量板 q 2（S）Ⅳ層 径162　 厚 さ10 57 －13 46 下駄 0 5（N ）Ⅳ層下部 縦213　横 56　厚 さ20

′l′51－7 曲物蓋板 0 5（S）Ⅳ①層 縦161 横 59　 厚 さ6 58－ 1 46 火錬棒 P6（S）Ⅴ層 縦440　 横 14　 厚 さ12

′ヽ′
52－ 1 曲物蓋板 N 2 Ⅳ層 縦129　 横 102　 厚 さ8 58－2 46 火錬棒 M 4（S）Ⅴ層 縦325　横 12　厚 さ15

′ヽ52 －2 曲物蓋板 中央部溝状遺構群 縦155　横 62　厚 さ12 58－3 46 火錬棒 P l（N ）Ⅳ層上面 縦151 横 14　 厚 さ12

′ll
52－ 3 39 曲物蓋板 0 6（N ）Ⅲ②層下部 縦138　横 61 厚 さ7 58－4 46 火錬棒 L 6（N ）Ⅳ層 縦236　横 12　厚 さ10

′l52－4 39 曲物蓋板 N 6（S）Ⅲ層下部 縦154　 横 42　厚 6 さ 58－5 46 棒状木製品 不明　 Ⅳ②層 縦221 横 11 厚 さ9

′l
52－5 39 曲物蓋枚 P 6（S ） 縦184　 横 80　厚 さ10 58－6 47 火錬棒 M 6（N ）Ⅳ層 縦140　横 15　厚 さ10

′l′52－ 6 39 曲物蓋板 P 4（N ）Ⅳ①層 縦137　横 51 厚 さ12 58－7 47 火錬棒 L 6（N ）Ⅳ層 縦185　横 11 厚 さ11

縦 211 横 14　厚 さ14

縦 145　横 16　厚 さ13

′t′

52－7 39 曲物蓋板 0 5（N ）Ⅳ①層 縦167　横 61 厚 さ9 58－8 47 棒状木製品 不明

52－ 8 39 曲物蓋板 N 6（S ）Ⅳ②層 縦154　 横 30　厚 さ7 58－9 棒状木製品 SH 16柱穴6

Jl＿
52－ 9 40 曲物蓋板 Q l（S ）Ⅳ層上面 径138　厚 さ6 58 －10 棒状木製品 M 6（N ）Ⅳ層下部 縦104　横 15　厚 さ11

′l′52 － 10 40 曲物蓋板 中央部溝状遺構 縦 169　横 97　厚 さ11 58 －11 47 火錬板 M 7 Ⅲ層下部 縦169　横 27　厚 さ10

′．52 － 11 曲物蓋板 試掘坑Ⅴ層 縦 142　横 37　厚 さ11 58－12 47 火錬板 L 6（N ） 縦 123　横 25　厚 さ14

′l′52 － 12 40 曲物蓋板 0 6（S ）Ⅲ②層下部 縦 150　横 58　厚 さ8 58－13 47 火錬板 M 6（N ）Ⅳ層 縦88　横 28　 厚さ11

縦82　横 20　 厚さ14

縦 165　横 18　厚 さ9

縦 142　横 13　厚 さ7

′ll

52 － 13 40 曲物蓋板 0 7Ⅳ①層 縦 115　横 45　厚 さ6 58－14 47 火錬板 L 5（N ）Ⅳ層

53 －1 41 曲物 P5（S）Ⅱ①層上面 長径359　 短径341 厚さ11 59－ 1 47 付札状木製品 N 6（N ）Ⅲ②層

53 －2 40 曲物蓋板 0 3（N ）SK O4 縦 502　横 112　厚 さ15 59－2 47 斎 串 SH 3 1 柱穴2

53 －3 曲物蓋板 P O（N ）Ⅳ層上面 縦310　横 65　厚 さ13 59－ 3 47 付札状木製品 Q 2（N ）SK O4 縦 158　横 15　厚 さ5

′l53 －4 40 曲物底板 0 6（N ）Ⅱ②層 縦420　横 52　厚 さ9 59－4 47 付札状木製品 0 3（N ）SK O4 縦 140　横 34　 厚さ9

′tl
53－ 5 41 挽物皿 N 3（N ）Ⅳ層下部 径 138　高 さ27 59－ 5 47 付札状木製品 N 2（N ）Ⅳ層 縦179　横 30　厚 さ15

′ヽ′53－ 6

53－7

41

41

漆椀

挽物皿

P3（N ）Ⅲ②層

M 5（S ）Ⅳ層

立、・、也

径 154　高 さ56 59 －6 47 付札状木製品 0 6Ⅳ層 縦107　横 21 厚さ 10

径 166　高 さ19

ハ′　　　　　　　　　　　　 －占‾

59 －7

－ 8

47 付札状木製品

有頭棒状木製 口

0 3（S）SK O4

不明

縦89　 横28　 厚さ7

縦 114　横 25　 厚さ10
53 －8

54－ 1

41

41

挽物盤

別物槽

N 5（S）中央郡溝状退構群

不明

縦2 13　横 83　 回さ32

縦 164　横 109　厚 さ14

59

59 －9 48

よ、半　　　　　　 口ロ
有頭棒状木製品 N 5Ⅳ層 縦122　横 19　 厚さ16
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図版

番号

写真

図版
器種 出土地点 法量 （mm）

図版

番号

写真

図版
器種 出土地点 法量 （mm）

59 －10 48 棒状木製品 Q l（N ）SK O5 縦293　横35　厚 さ18 64 －1 54 棒状木製品 0 4（N ）Ⅶ層 縦623　 横39　 厚 さ48

59 －11 48 有頭棒状木製品 P lⅣ層 縦365　横30　厚 さ27 64 －2 54 棒状木製品 P3（S）Ⅳ②層 縦44 1 横2 1 厚 さ18

59 －12 48 有頭棒状木製品 N 6（S）Ⅴ層 縦401 横 34　厚 さ25 64 －3 54 棒状木製品 N 4（S）Ⅳ層 縦420　横37　 厚さ33

59 －13 48 有頭棒状木製品 P l（N ）Ⅳ層上面 縦513　横31 厚 さ26 64－4 54 棒状木製品 0 6（N ）Ⅴ層 縦477　横47　 厚さ24

59－ 14 48 有頭棒状木製品 0 3（N ）Ⅳ層下部 縦203　横26　厚 さ11 64－5 54 有孔板状木製品 不明 縦4 10　横70　 厚さ17

59－ 15 48 有頭棒状木製品 P4 （S）Ⅳ層 縦153　横25　厚 さ24 64－6 有孔板状木製品 不明 縦243　横68　 厚さ15

59－ 16 48 有頭棒状木製品 q 4 （N ）Ⅳ層上面 縦213　横35　厚 さ2 1 64－7 54 有礼板状木製品 P4（N ） 縦246　横89　厚 さ17

59－ 17 48 有頭棒状木製品 0 4 Ⅱ②層 縦219　横28　厚 さ13 64－8 54 板状木製品 不明 縦409　横169　厚 さ14

59－ 18 48 有頭棒状木製品 M 5 （S）Ⅳ層 縦24 6　横21 厚 さ22 64－9 54 板状木製品 0 6Ⅲ層 縦428　横82　厚 さ19

59－ 19 48 有頭棒状木製品 0 5（N ）Ⅲ②層 縦255　 横24　 厚 さ2 1 64 －10 54 板状木製品 中央部活状遺構群 縦618　横120　厚 さ17

59－20 48 有頭棒状木製品 0 5（N ）Ⅱ②層 縦265　 横28　厚 さ28 64 －11 54 井戸枠 0 7Ⅲ②層下部 縦780　横96　 厚 さ16

59－21 48 有頭棒状木製品 SH 16柱穴5 縦52　 横34　 厚 さ32 65－ 1 55 柱 SH O6　 柱穴1 縦573　横20 2　厚 さ167

60 －1 49 木簡 L 6（N ）Ⅳ層 縦253　 横29　 厚さ7 65 －2 55 礎板 SH O6　 柱穴2 縦138　横14 5　厚 さ4 1

60－2 49 物差 0 5（N ）Ⅳ層上面 縦32 1 横2 1 厚さ9 65 －3 礎板 SH O6　 柱穴3 ． 縦242　 横63　 厚 さ23

60－3 49 物差 Q 6 Ⅲ②層 縦150　 横13　 厚さ11 65 －4 55 礎板 SH O6　 柱穴3 縦295　 横66　 厚 さ23

60－4 49 木像 M 6Ⅳ層 縦57横 13厚　 さ9 65 －5 55 礎板 SH O6　 柱穴4 縦150　 横89　 厚 さ27

60－5 49 木像 P2（N ）Ⅳ層上面 縦180　 横29　 厚さ23 65 －6 55 柱 SH O6　 柱穴5 縦198　 横203　 厚 さ155

60－6 49 絵馬 0 5（N ）Ⅳ層 縦29　 横136　 厚さ4 65 －7 55 礎板 SH O 6　 柱穴3 縦207　 横117　 厚さ75

61－ 1 50 有孔板状木製品 P4（S）Ⅴ層 縦111 横 22　厚 さ9 65 －8 柱 SH O 6　 柱穴7 縦2 11 横 199　 厚さ127

61－2 50 用途不明品 N 5（N ）Ⅲ②層 縦9 1 横 2 1 厚さ8 65 －9 55 礎板 SH O6　 柱穴6 縦303　 横146　 厚さ78

61－3 50 多孔材 P4（N ）Ⅳ層 縦63　横22　 厚さ9 65－ 10 礎板 SH O6　 柱穴8 縦207　横235　 厚さ133

61－4 50 有礼板状木製品 0 5（S）Ⅱ②層 縦64　横45　厚 さ7 65－ 11 56 礎板 SH O6　 柱穴9 縦27 1 横 16 1 厚さ42

61－5 50 織機部材 0 5（S）Ⅳ②層 縦131 横 85　厚 さ21 65 － 12 柱 SH O6　 柱穴8 縦204　横 135　 厚さ115

61－6 50 用途不明品 L 8（N ）Ⅱ層 縦99　横32　厚 さ8 65 －13 礎板 SH O6　 柱穴9 縦303　横257　 厚さ62

61－7 50 有礼板状木製品 P 4Ⅱ層下部 縦84　横32　厚 さ8 65 －14 礎板 SH O6　 柱穴10 縦426　横122　 厚さ51

61－8 50 有礼板状木製品 0 6（N ）Ⅴ層 縦85　横57　厚 さ12 65 －15 56 礎板 SH O6　 柱穴9 縦271 横 167　厚 さ41

6 1－9 50 紡錘車 0 3（S ）SK O4 径 41 厚 さ7 66－ 1 柱 SH ll　 柱穴6 縦564　横170　厚 さ77

61－ 10 50 用途不明晶 P 2（S ）Ⅳ層 縦42　横46　厚 さ18 66－2 柱 SH 14　 柱穴5 縦479　横207　厚 さ128

61－ 11 50 棒状木製品 0 4 Ⅱ層下部 縦60　横23　厚 さ16 66－3 柱 SH 14　 柱穴3 縦330　横24 4　厚 さ191

61－ 12 51 棒状木製品 0 6IV 層 縦75　横12　厚 さ7 66－4 礎板 SH 16　 柱穴7 縦170　横162　厚 さ62

61－ 13 51 板状木製品 Q 2（S）Ⅳ層 縦120　 横4 1 厚 さ10 66－5 礎板 SH 16　 柱穴7 縦164　 横52　 厚 さ26

61－14 51 用途不明品 N 5（S）Ⅳ②層 縦97　 横43　 厚 さ23 66－6 56 柱 SH 17　 柱穴1 縦281 横 10 0　厚 さ79

61－15 51 棒状木製品 0 5（N ）Ⅱ②層 縦107　 横26　 厚さ24 66－7 56 礎板 SH 18　 柱穴2 縦293　 横220　 厚 さ85

61－16 5 1 棒状木製品 不明 縦113　 横37　 厚さ30 66 －8 56 柱 SH 18　 柱穴4 縦260　 横213　厚 さ104

6 1－17 5 1 棒状木製品 Q 5（S）Ⅲ②層下部 縦122　 横26　 厚さ16 66 －9 56 礎板 SH 18　 柱穴4 縦289　 横219　 厚 さ55

6 1－18 5 1 札状木製品 不明 縦130　 横17　 厚さ8 66－ 10 礎板 SH 18　 柱穴4 縦208　 横60　 厚 さ58

62－ 1 5 1 板状木製品 Q 2Ⅳ②層 縦126　横97　 厚さ23 66－ 11 56 礎板 SH 18　 柱穴1 縦363　 横230　 厚 さ11

62－2 5 1 有孔板状木製品 L7（N ）Ⅱ層 縦189　横3 1 厚さ8 66－ 12 56 礎板 SH 18　 柱穴2 縦4 16　 横250　 厚さ62

62 －3 51 用途不明品 0 6（S）Ⅳ層 縦200　横41 厚さ18 66－ 13 56 礎板 SH 18　 柱穴4 縦282　 横174　 厚さ48

62 －4 51 有孔棒状木製品 0 3（N ）Ⅳ層 縦189　横21 厚 さ18 66－ 14 57 礎板 SH 18　 柱穴5 縦244　 横97　 厚さ30

62 －5 51 用途不明品 Q 2Ⅲ②層 縦112　横42　厚 さ12 66－ 15 57 礎枚 SH 18　 柱穴5 縦278　 横22 1 厚さ65

62 －6 52 有孔木製品 P 2（N ）Ⅳ層 縦133　横29　厚 さ24 67－ 1 57 礎板 SH 19　 柱穴2 縦475　横 176　 厚さ77

62 －7 52 用途不明品 0 6（S ）Ⅳ①層 縦160　横74　厚 さ46 67－2 57 礎板 SH 19　 柱穴2 縦409　横 176　 厚さ84

62 －8 52 用途不 明品 0 6（S ）Ⅳ①層 縦148　横66　厚 さ33 67－3 57 礎板 SH 19　 柱穴5 縦405　横 168　厚 さ86

63 －1 52 棒状木製品 0 3（N ）Ⅳ層 縦251 横 16　厚 さ16 67－4 57 礎板 SH 19　 柱穴6 縦476　横175　厚 さ58

63 －2 52 火錬棒 0 6（N ）Ⅴ層 縦206　横16　厚 さ14 67－5 礎板 SH 19　 柱穴8 縦331 横 123　厚 さ97

63 －3 52 棒状木製品 中央部溝状遺構群 縦218　横9　厚 さ10 67－6 57 礎板 SH 19　 柱穴9 縦403　横133　厚 さ74

63－4 52 火摸棒 M 4（N ）Ⅴ層 縦155　 横14　 厚 さ11 67－7 58 礎板 SH 19　 柱穴12 縦 503　横165　厚 さ89

63－5 52 火鍵棒 Q 3Ⅳ①層 縦84　 横11 厚 さ9 67 －8 58 礎板 SH 20　 柱穴7 縦282　横24 1 厚 さ105

63－6 52 棒状木製品 N 6（N ） 縦160　 横15　 厚 さ16 67 －9 58 礎板 SH 20　 柱穴8 縦311 横 22 8　厚 さ93

63－7 52 棒状木製品 P3（S）Ⅲ②層 縦200　 横18　 厚 さ16 68－1 58 柱 SH 21　 柱穴 1 縦527　 横213　 厚 さ162

63－8 52 火錬棒 Q 4（N ）Ⅲ②層 縦142　 横10　 厚さ9 68－2 58 柱 SH 21　 柱穴3 縦561 横 264　 厚 さ13 1

63－9 52 有孔棒状木製品 N 5 Ⅱ層 縦137　 横10　 厚さ10 68 －3 58 柱 SH 22　 柱穴1 縦513　 横257　 厚 さ12 1

63 －10 52 棒状木製品 M 5Ⅲ層 縦152　 横12　 厚さ7 68 －4 59 柱 SH 22　 柱穴2 縦413　 横246　 厚 さ90

63 －11 52 有孔棒状木製品 0 2 Ⅱ層 縦159　横20　 厚さ12 68 －5 59 柱 SH 22　 柱穴5 縦444　 横276　 厚 さ120

63－ 12 52 棒状木製品 M 6IV 層 縦199　横34　 厚さ25 68 －6 59 柱 SH 22　 柱穴7 縦526　 横28 1 厚 さ144

63－ 13 53 棒状木製品 Q 3（S）Ⅳ①層 縦165　横41 厚 さ29 68 －7 柱 SH 22　 柱穴16 縦 167　 横257　 厚さ85

63－ 14 53 棒状木製品 中央部溝状遺構群 縦335　横 19　厚 さ17 68－ 8 59 柱 SH 22　 柱穴16 縦 195　 横64　 厚さ58

63－ 15 53 棒状木製品 北部溝状遺構群 縦295　横18　厚 さ13 68－ 9 柱 SH 22　 柱穴14 縦 132　横 142　 厚さ34

63－ 16 53 棒状木製品 0 6（N ）Ⅲ②層 縦310　横22　厚 さ19 68－ 10 59 礎板 SH 22　 柱穴16 縦 109　横 125　 厚さ39

63－ 17 53 大足枠横木 0 3（N ）Ⅳ層 縦292　横25　厚 さ15 69－ 1 59 柱 SH 22　 柱穴9 縦425　横271 厚 さ111

63－ 18 53 棒状木製品 Q 4（N ）Ⅳ層 縦284　横22　厚 さ19 69－2 59 柱 SH 22　 柱穴17 縦280　横223　厚 さ84

63－ 19 53 板状木製品 0 3（N ）Ⅳ層 縦205　横130　 厚 さ14 69－3 柱 SH 22　 柱穴8 縦292　横296　厚 さ129

63 －20 53‾ 薇状木製品 Q 3（N ）Ⅲ②層 縦185　横104　 厚 さ37 69－4 柱 SH 22　 柱穴12 縦352　横258　厚 さ123

63 －21 53 板状木製品 Q 3（N ）Ⅳ①層 縦331 横4 1 厚 さ15 69－5 59 柱 SH 22　 柱穴15 縦 439　横242　 厚 さ96

63 －22 53 有孔板状木製品 P5（S）Ⅳ層 縦185　 横204　 厚さ23 69－6 60 礎板 SH 23　 柱穴1 縦236　横128　 厚 さ60

63 －23 53 用途不明品 Q l（S）SK O5 縦 218　横49　 厚 さ40 69－7 礎板 SH 23　 柱穴 1 縦234　 横93　厚 さ53

63 －24 53 建築部材 （輌Lあり）0 5（N ）Ⅳ①層 縦228　 横56　 厚さ35 69 －8 60 礎板 SH 23　 柱穴 1 縦229　 横104　 厚 さ50

63 －25 54 用途不明品 q l（S）Ⅳ層 縦2 10　 横44　 厚さ17 69 －9 60 礎板 SH 24　 柱穴1 縦238　横104　 厚 さ18

63 －26 54 板状木製品 Q lⅡ②層 縦2 10　 横50　 厚さ18 69－ 10 60 礎板 SH 24　 柱穴2 縦190　 横124　 厚 さ45

63－27 54 有孔板状木製品 N 4（S）Ⅳ層 縦245　横47　 厚さ16 69－ 11 60 礎板 SH 24　 柱穴3 縦244　 横89　 厚 さ23

－140　－



第22表　動物遺存体出土位置
図版

番号

写真

図版
器種 出土地点 ．液量 （mm）

69－ 12 60 礎板 SH 24　 柱穴 3 縦 24 1 横 85　厚 さ2 1

69－ 13 60 礎板 SH 24　 柱穴 2 縦 187　 横 116　 厚さ42

69－ 14 60 礎板 SH 24　 柱穴 2 縦 202　横 66　厚 さ16

69－ 15 60 礎板 SH 24　 柱穴 2 縦 161横　 34　厚 さ14

69－ 16 礎板 SH 24　 柱穴 3 縦 199　横 101 厚 さ2 1

70 －1 61 柱 SH 25　 柱穴8 縦 318　横 223　厚 さ165

70 －2 柱 SH 25　 柱穴8 縦210　横 233　厚 さ100

70 －3 柱 SH 26　 柱穴5 縦 185　横 145　厚 さ72

70－4 6 1 柱 SH 29　 柱穴 1 縦308　横 213　厚 さ139

70－5 ‾ 6 1 柱 SA O2　 柱穴2 縦304　横 197　厚 さ105

70－6 6 1 柱 SA O2 ・03　 柱穴 1 ・4 縦 193　横 184　厚 さ93

70－7 柱 SA O3　 柱穴3 縦 148　横 193　厚 さ33

70－8 61 柱 SA O4　 柱穴3 縦 188　 横 136　 厚さ19

70－9 柱 SA O4　 柱穴 1 縦 194　 横 182　 厚さ44

70 －10 61 柱 SA O4　 柱穴2 縦 226　 横 144　 厚さ33

写真

図版
出土地点 種別 ・部位

61 M 7 Ⅱ層下部 馬歯

61 M 6（N ）Ⅱ層上面 馬歯

6 1 M 6（N ）Ⅲ層 馬歯

6 1 L 7（N ）Ⅳ層 馬歯

6 1 L 7（N ）Ⅳ層 馬歯

6 1 L 7（N ）Ⅳ層 馬歯

第23表　銭貨一覧表

図版

番号
銭貨名

初鋳

年
備　　　 考

図版

番号
銭貨名

初鋳

年
備　　　 考

図版

番号
銭貨名

初鋳

年
備　　　 考

．＝t巳

図版

番号
銭貨名

口ノート‾密

初鋳

年
備　　　 考

八一
75－1 元豊通賓 1078 行 45 元祐通賓 行　 欠損あり 79－89 ・冗祐通賓 豪　 扇上月 133 聖木冗員

紹聖元賓

皇宋通賓

天繕通賓

紹聖元賓

元豊通賓

照寧元賓

元符通賓

蒙

古　 欠損あ り2 元豊通賓 蒙 46 元祐通賓 行 90 聖宋冗賓 真 134 フて　　　 貝

蒙
3 開元通賓 真　 裏上月 47 元豊通賓 蒙 91 冗豊通賓 蒙

ノ：．‘‾

135
首

4 紹聖元賓 1094 蒙 48 祥符元賓 真　 裏焼 92 紹聖冗賓 イ丁 136 プて
ノ乞－

5 成平元賓 998 真 49 元祐通賓 古
フ「く　．・

93 政和通賓 蒙 137 イ丁

ノぐ．・．‾
6 元豊通賓 行 50 元祐通賓 蒙 94 冗符通賓 真 138 イ丁

7 元豊通賓 行　 背上月 ？ 51 天聖元賓 1023 蒙 95 勲寧冗賓 真 139 蒙

蒙　 欠損あ り8 至道元賓

元豊通賓

995 草　 欠 員あ り 52 元豊通賓 行　 背下月 96 元符通賓 140

9 行 53 政和通賓 1111 真 97 天聖元賓 ． 真

真　 高麗銭

口

82－14 1 元祐通賓

元祐通賓

景祐元賓

皇宋通賓

開元通賓

乳元重賓

行

ノ亡．・．‾
10 元豊通賓 蒙 54 嘉祐通賓 1056 蒙 98 海東通賓 1097 142 イ丁

首
11 元祐通賓 1086 蒙 55 景祐元賓 真 99 冗祐通賓 真　 欠損あ り 143

首
12 開元通賓 621 真 56 開元通賓 真　 欠損あ り 100 祥符冗賓 首

フFlく
′r　　　　　　　　　口

144 プて
首

13 淳勲元賓 1180 真　 背 57 天聖元賓 真 80－101 黙寧冗賓 蒙　 欠損あ り 145 プて
首

祥符元賓

元祐通賓

古 58 紹聖元賓

皇宋通賓

行 102 升冗通賓 真 146 758 フTC
14

15

1009 フ「く
真 59 蒙 103 元祐通賓 行　 欠損あ り

裏上月　 磨輪

147 政和通賓

皇宋通賓

皇宋通賓

皇宋通賓

蒙

古
16 元祐通賓 蒙　 欠損部あ り 60 元祐通賓 行 104 開冗通賓 148 フ「く

17 祥符元賓 真 78－61 元豊通賓 行 105 聖宋通賓 首
フ「く

149 蒙

古
18 天蕗通賓

黙寧元賓

1017 首 62 天聖元賓 真 106 祥符冗 、 真 150 プ‾て

19 1068
フ〔て
蒙 63 元豊通賓 行 107 黙寧元賓

．ヽ＿1＿　　　　一　　b

真

ノ‘‘‾．

151 元祐通賓

景徳元賓

元豊通賓

聖宋元賓

且錨‾

行

首
20 照寧元賓 蒙 64 元祐通賓 蒙 108 醇化元貿 990 イ丁

上巳

152 プて
ノぐ．・．．‾

76－21 輿寧元賓 蒙 65 元祐通賓 行 109 政和冗賓 分梢 153 イ丁

ノ：・．・．‾
22 元豊通賓 蒙 66 大鹿通賓 1075 首

フ［く
110 聖宋冗賓 蒙

ノ亡．‘‾

154 イ丁

首
23 皇宋通賓 1038 真 67 元豊通賓 行 111 聖宋冗賓 イ丁

ノて‘‘‾

155 尻偲冗賓

元祐通賓

開元通賓

プて
ノ－　　 ロ　 り

24 景徳元賓 1004 首
フ［く

68 元祐通賓 蒙 112 紹聖元賓 ；汀

口

156 汀　 欠損あ

真　 背上月開元通賓

無事元賓

首 69 立刀口元密 行 113 ロ宋刀 、 貝 157
25

26

フ［く
首
フ［く

70
可・口　　　 早

聖宋元賓
行 114 元豊通賓 蒙

真 ‘・背上月

ノ亡．・‾‘‘

158 祥符元賓

聖宋元賓

天聖元賓

開元通賓

唐国通賓

嘉祐通賓

皇宋通賓

治平元賓

元祐通賓

聖宋元賓

紹□□□

寛永通賓

真

ノ亡．・・．‾
27 宋通元賓 960 首

フ〔く
71 皇宋通賓 蒙 115 淳輿元賓 159 イ丁

蒙
28 皇宋通賓 蒙 72 皇宋通賓 蒙 116 紹聖元賓 イ丁 160

首　 北上月 ．
29 元祐通賓 行 73 元豊通賓 行 117 至和冗賓 1．054 蒙

ノて‾‾一

83－161 デく　　日
′▼一

30 元豊通賓 行 74 明道元賓 1032 蒙 118 冗祐通賓 イ丁 162 959 蒙

古　 S D O2北
3 1 紹聖元賓 蒙 75 皇宋通賓 蒙 119 治平冗賓 1．064 真

蒙

ロ

163 ラて
首　　　　　 ′

32 元符通賓 1098 行 76 皇宋通賓 蒙 120 聖宋冗賓 164 ＞て　　　　　 γ

蒙　 SD O2付近

Ⅲ層上面
33 元豊通賓 行 77 天聖元賓 蒙 81－121 成平冗賓 真　 欠損あ り 165

34 照寧元賓 真 78 無事元賓 蒙 122 皇宋通賓 真

北一

166 某　　 日

行 ‾Ⅱ層②

D
35 皇宋通賓 蒙 79 聖宋元賓 蒙 123 慶冗通賓 1195 真　 日＿

分楷　 割れ欠損

167

36 照寧元賓 首
フ‾1て

80 皇宋通賓 首
フ［く

124 政和通賓 168 S　 O2

元豊通賓

元祐通賓

79 81 元 、、両替 125 、、′通 ′、 976 音フ［く
169 Ⅱ層　　　 水

37

38 行 82
コ坦貝

皇宋通賓 真 126 政和通賓 真 170 政和通賓

永楽通賓

分楷　 Ⅱ層上面

Ⅲ層下部
聖宋元賓

皇宋通賓

無事元賓

蒙

古

83 元涌醇 亘 127 ’守元賓 真 171 1408
39 1101

84
升　　 1巴只
嘉祐通賓

天蕗通賓

古 128 開元通賓 真　 背上月
40

77－41

ブヾ
蒙 85

フ［く
真 129 大観通賓 1107 真

北ー
皇宋通賓

景祐元賓

皇宋通賓

首 86 天聖元賓

元豊通賓

130 嘉走通 1208 真　 目＿
42

43 1034
フ［く
首 87 蒙 131 元祐通賓 蒙

44
7く
首
フ［ぐ

88 元祐通賓 行 132 黙寧元賓 首
フ［く

－141－



第Ⅴ章　まとめ
1　遺構と遺物

（1）遺構

都合5面にわたって遺構を検出した＊1。これらを再度、より上層にあるものからまとめてみよう。

遺跡の立地環境は、長尾川が形成した自然堤防とそれに伴う後背低地によって形づくられている。Ⅱ

層（第1遺構面）で検出されたのは水田遺構のみであったが、Ⅲ層からⅣ層（第2～4遺構面）で明らか

になった遺構からは、微高地と後背低地という立地条件に対応して、居住域と生産域とが分かれていた

ことが判明した。

注目されるのはⅢ②層からⅣ層上面で検出された、条里水田の坪界線となる大畦畔（SKO4・05）の

存在である。平安時代後期には確実に機能しており、Ⅱ層水田にかけて西に振れながら踏襲されてゆく。

奈良時代から平安時代前期までほぼ正方位をとっていた掘立柱建物（第4遺構面）も平安時代後期（～

鎌倉時代）には西に振れ（第3遺構面）、更に鎌倉・室町以降、条里の方向に一致するようになる傾向を

想定できる。

微高地上にあたるⅣ①層からⅤ層上面（第4遺構面）で検出された掘立柱建物は、28棟を数える。建

物の方位に着眼すると何時期かの変遷が伺えるようである。また、SH14の柱穴からは灰粕陶器片が出

土しているので、微高地の縁辺部（溝状遺構群が展開する部分に相当する）に存在する建物群は平安時

代のものである可能性がある。包含層から出土した遺物も加味してみれば、上部が削平されていること

も考慮しなければならないが、ほぼ奈良時代から平安時代前期までの時代幅でおさえることが可能であ

ろう。川合遺跡内荒地区では条里方向に沿った建物群が平安時代前期に成立するが、八反田地区では丘

陵の裾部という自然条件に規制されてか、条里方向をとらず、別の建物配置を保持している。微高地縁

辺部に展開する溝状遺構群については畑などに関わる溝ではないか、と推測した。

古墳時代の砂礫層の下には、泥炭層によって被覆された小区画を伴う水田（Ⅶ層、第5遺構面）が検

出された。同時期の川合遺跡（内荒地区の下層にも及んでいよう）では居住域が確認されており、今回

の調査区は、弥生時代後半から古墳時代初頭の段階でも後背低地に相当し、水田として利用されていた

ことが判明した。このことは、川合遺跡の北西側に耕作域が広がっていたことを明らかにしたばかりか、

静清平野の弥生時代後期、あるいは古墳時代前期の大区画水田の内部に小区画が存在したのではないか

とする見解にひとつのデータを提供したことになるのであろう。

（2）遺物

弥生時代後期から中・近世に至る各時期の遺物が出土した。量的に多いのは奈良時代から平安時代に

かけての土器類で、そのうち平安時代前期のものだけが少ない。

土器類の中で触れておきたいのは墨書土器である。

墨書土器は平安時代の土器に多く、「川万呂」、「上」など内荒地区出土の墨書と共通するものがみら

れる＊3。一方、川合遺跡内荒地区に出土例の多かった「建」、「主」などは皆無で、新出のものとして

「悪」、「伊」などの一文字の墨書がみられる。

木製品の中にも木簡や物差など注目すべき遺物が少なくない。

木簡は「解」の形式をとる文書木簡である。習書の可能性もあり、また、内容部分にあたる箇所の墨

書が薄いため、釈読できないのが残念である。物差のうち全体の様子が分かるものは60－2で、仁和寺南

院跡出土の一目盛3．1cmより長い3．2cmの目盛をもつものである＊2。

その他、平安時代後期の瑞花八稜鏡一面や白磁などの遺物、各種の木製品、井戸祭祀に関連する遺物、

15世紀の省百法に基づいた差銭の出土など書き記すべきことは多い。
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2　遺跡の性格

川合遺跡内荒地区の成果と今回検出された遺構のバラエティーや遺物の豊富さから、本遺跡は郡街の

一部とも考えられている。一方で、検出された建物を詳細にみてみると、柱通りの悪い建物が多く、か

っ大型の柱穴をもつものがみられないことなど、否定的な材料を提供しているかのようである。しかし

ながら、県内には典型的な郡衛の検出例はなく、その実態をめぐって議論が交わされていることも事実

である。

郡衛の一部であるならば、どのような役割を担った場所であるのか、あるいはまた、官人クラスの有

力者が所在していた地域であるとすれば、どのような構成をとっていたのかさらに検討を加える必要が

あろう。

＊1今回の調査範囲でのⅤ層以上の各層は、層厚が薄く分離が困難な状況にあった。検出遺構を建物方向の類似

性や、検出位置の微妙な標高差で遺構面を分離している箇所もある。このことから、実際の遺構検出層位、

遺物出土層位に不明確さを招く結果となってしまった○写真図版に各面で一括して遺構を撮影した写真が掲

載されていないのもこのような事情に起因している。

＊2　以前、奈良時代の尺（令大尺）がしだいに伸びてゆくという記述がある（『研究所報』No29　平成2年9月）が、

中・近世の尺について誤解（1寸は3．3cmではなく3．03cmが正しい。）があったのでここで訂正する。

＊3「川万呂」は内荒地区933と同筆と思われ、「上」は同じく964、965と同筆であろう。内荒933は「川万」の二

字記載とみたほうがよいと思われる。
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付編1

川合遺跡（八反田地区）の角礫・火山灰・礫層

加藤芳朗（静岡大学名誉教授）

1．Ⅲ層中に含まれる角礫

発掘区の北部のⅢ層中から多量の角礫が見出された。大きなものは径20cmにも達する。硬いものから

風化してもろくなったものまである。いずれも角ばったままで摩耗の跡がない。岩種がすべて砂岩であ

る－などの特徴がある。これらはすぐ背後に迫る丘陵を構成する静岡層群（中新世）の砂岩が自然

崩壊か人為的な切り崩しで遺跡内にもたらされたものと推定された。風化礫は丘陵の表土近くの部分に、

硬い礫は深部の新鮮岩に由来したものである。Ⅲ②層頂面の礫は北ないし東の丘陵に近い部分ほど含有

量が多く（図1）、上記の推定に合致する。なお、東の丘陵は切り崩されて住宅地化しているが、古地図

（明治22年）で存在が確認されている。

2．火山灰

（1）Ⅳ層上面の白色火山灰

発掘区南東部分でこの面およびそれをうがつ建物跡の柱穴内など6ヶ所で、白色微粉状、厚さ1cm以

下の火山灰がまだら状に散在するのが発見された（図1、発掘担当の佐藤正知氏による）。

この火山灰の粒径は0．2mm以下、顕微鏡観察によると、ほとんど火山ガラス（繊維型＞多孔型≧扇平

型）であるが、中性斜長石を含み、ごく少量の緑褐色の黒雲母、石英（低温型）を伴う。その時代（平

安期）、岩質（珪長質）から、その分布域が伊豆半島に及ぶとされる伊豆七島の神津島天上山テフラ

（Iz－K、838年AD）や新島向山テフラ（Iz－N、886年AD）に該当しないか（町田他、1984）と考えた。そ

こで、伊東市内の大室山周辺の黒ボク層中から発見された白色火山灰（袴田和夫氏提供）との比較を試

みた。これも上記の特徴を有し、かつ、火山ガラスの屈折率（浸液法による、温度チェックなし）がと

もに1．495前後であった。これから、本遺跡の白色火山灰は伊東市のそれと同一であると推定した○な

お、杉原（1984）によれば、同市内の白色火山灰は向山テフラではなく天上山テフラに対比されるとい

う。これに従えば、本遺跡の白色火山灰は天上山テフラ（Iz－K、838年AD）となる。今後、県東部での

産出を期待したい。なお、池ケ谷遺跡7区、上土遺跡出土の平安期の白色火山灰も本遺跡のそれと同一

である。

（2）深掘りグリッド中のスコリア

発掘区中央北の深掘りグリッドの下底近くから上位、下位の2層のスコリアが見出された（これも佐

藤氏による）。ともに厚さ1cm未満、連続性が悪くレンズ状をなす。上位のものは下より租粒で赤色粒

子が目立つ。下位のものは上より細粒で赤色粒子が目立つ。他地区の大沢スコリア（Os）とその上の同

スコリア類似（Osつ　との関係は後者がより細粒で赤色粒子がほとんどないことであるから、明らかに

上位スコリアはOs′ではない。では、下位スコリアがOsかというと、近隣のOsの厚さが2cm前後あるこ

と、前者に含まれる褐緑色の高屈折率ガラス（n＞1．544）がOsには欠けることなど、両者に違いがある。

以上のことから、本遺跡の2層のスコリアはこれまで発見されたことがない新しいものだという可能性

がある。その年代、Os，Os′との層位関係も不明である。今後、事例の増加を待って検討したい0

－145　－



＋

十

図1角礫・火山灰・礫層の分析状況

3．Ⅴ層礫層

発掘区南端にこの礫層頂面の高まりが認められた。これはほぼ東西方向に伸び、その南西隅で流路ら

しい凹地が並走する（図1）。本遺跡川合地区でのⅨ層（礫層、古墳中期）の堆積と関連して礫の押出し

が本地区にも及んだと推定される。旧流路の北側の高まりはその右岸側の自然堤防に当たり、これがⅣ、

Ⅲ層の堆積時期に発掘区南半の微高地として機能し、ここに建物址、後背低地に水田という配置をもた

らしたと推定される（図1）。Ⅴ層礫層の北方延長は発掘区中央北の探掘りグリッド上部にも、厚さ2m

余のシルト、砂、小礫の互層として現れる。小礫層は北方に向かって消滅するのが認められ、上記の自

然堤防から土砂が溢れ出て、粒径を減じながら堆積したことを示す。

本遺跡周辺の古環境については、すでに川合地区の報告書（加藤、印刷中）で述べたので省略するこ

ととする。

［謝辞］神津島天上山テフラに関する御教示を頂き、かつ、同試料を提供された神奈川県箱根町立大

涌谷自然科学館の袴田和夫氏に御礼申上げる。
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付編2

川合遺跡八反田地区出土鉄浮と羽口先端溶着スラグの金属学的調査

たたら研究会九州委員大澤正己

概要

奈良・平安時代に属する鉄淳4点と羽口先端溶着スラグ1点を調査して次の事が判明した。

出土鉄棒は、鉄器製作時に排出された鍛錬鍛冶淳（小鍛冶淳）が主体で、鍛冶工房の存在が想定でき

る。

遺跡内は掘立柱建物群が並び、墨書土器や鋼帯を出土することから郡衛の色彩が強く、鍛冶操業もそ

れに付随した官営鍛冶の可能性をもつ。

なお、鍛錬鍛冶淳以外に砂鉄製錬淳が混在するので、自立炉による鉄生産の追求が必要と考えられた。

1．いきさつ

川合遺跡八反田地区は静岡市南沼上太字用合字八反田に所在する。遺跡は、微高地部分に掘立柱建物

群、後背低地に水田が営まれ、出土遺物を併せると郡衛の様相を帯びている。遺跡の推定年代は、7世

紀後半から11世紀以降にまでわたる複合遺跡で、鉄淳の多くは、奈良・平安時代の8～10世紀の層位か

ら検出された。

製鉄鍛冶関連遺物は、羽口破片や被熱発泡礫塊、鉄薄らで総数は111点におよぶ。しかし、それらは

大塊は少なく、1～10g止まりで、60～100gの椀形状鉄淳が数点認められたにすぎぬ。

この遺跡の性格付けの解明を目的として、遺物調査依頼を（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所より要

請されたので、鉄棒4点と羽口先端溶着スラグの金属学的調査を行った。

2．調査方法

2－1．供試材

表1に試料の履歴と調査項目を示す。

表1供試材の履歴及び調査項目

符号 試料 出土位置 推定年代

計測値 調査項目

大きさ

（mm）

重量

（g ）

顕微鏡

組織

ピッカース

断面硬度

C M A 化学

組織

川
合
遺
跡

ノヽ
反
田
地
区

P －91 鉄棒 M －4　 Ⅱ層下部 奈良 ・平｛ 57×34 ×21 26．7 ○ ○ ○

P －160 鉄棒 M －8N　 Ⅳ層 奈良 ・平山 61×53×28 98．0 ○ ○ ○ ○

P －232 刃口先端スラグ Q －3　北排水溝Ⅳ層奈良 ・平｛ 61×56×33 64．9 ○ ○

P －242 鉄淳 N －8　Ⅲ①層 奈良 ・平山 44 ×37×15 26．3 ○ ○

P －474 ガラス質淳 L －7 N　 Ⅳ層 奈良 ・平｛ 22×20×17 3．0 ○ ○ ○
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2－2．調査項目

（1）肉眼観察

（2）顕微鏡組織

鉄淳及び羽口先端溶着スラグは、水道水で十分に洗浄乾燥後、鉄棒は中核部をベークライト樹脂に埋

め込み、エメリー研磨紙の‡150、‡240、♯320、‡600、‡1，000と順を追って研磨し、最後は被研面

をダイヤモンドの3声と1〃で仕上げて顕微鏡観察を行った。

（3）ピッカース断面硬度

鉄淳中の鉱物組成の同定を目的として、ピッカース断面硬度計（Vickers Hardness Tester）を用い

て硬さの測定を行った。試験は鏡面琢磨した試料に1360の頂角をもったダイヤモンドを押し込み、そ

の時に生じた窪みの面積をもって、その荷重を除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡試料を併用

した。

（4）cMA（Computer Aided X－ray Micro Analyzer）調査

EPMA（Electron Probe Micro Analyzer）にコンピューターを内蔵させた新鋭分析機器である○別

名、Ⅹ線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、真空中で試料面（顕微鏡試料併用）に電

子線を照射し、発生する特性Ⅹ線を分光後にとらえて画像化し、定性的な測定結果を得る。この後、標

準試料とⅩ線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ解析を行う方法である。

（5）化学組成

分析は次の方法をとっている。

容量法：全鉄分（Total Fe），金属鉄（Metallic Fe），酸化第1鉄（FeO）。

燃焼赤外線吸収法，燃焼容量法：炭素（C），硫黄（S）。

ICP（Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer）法，高周波プラズマ発光分光分析法：

二酸化珪素（SiO2），酸化アルミニウム（A120。），酸化カルシウム，（CaO），酸化マグネシウム（MgO），

酸化が）ウム（K20），酸化ナトリウム（Na20），酸化マンガン（MnO），二酸化チタン（TiO2），酸化

クロム（Cr20。），硫黄（S），五酸化燐（P205），バナジウム（V），銅（Cu）。

3．調査結果と考察

（1）鉄淳：P－91（砂鉄製錬津）

①　肉眼観察

表裏共に漆黒色で二次汚染色に染まった26．7gの鉄淳である。表皮は凹凸を有するが比較的なめらか

で木炭痕を残す。裏面は反応痕をもち木炭痕をもつので炉内残留淳と考えられる。なお新しく破砕を加

えた破面は、淡茶褐色で気泡を散在させる。

②　顕微鏡組織

図版1の①～④に示す。鉱物組成は、白色多角形のウルボスピネル（UIv6spinel：2FeO・TiO2）と、

淡灰色盤状結晶のファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）、それに基地の暗黒色ガラス質スラグから構

成されるが、当試料は、製鉄原料の砂鉄が半還元状態で認められたので、それらの組織を主体に提示し

た。砂鉄粒子は200〃前後の径をもち、還元過程で、金属鉄とウルボスピネルに分離してゆく様が観察

できる。例えば②の左側粒子の拡大が③である。③の組織の淡茶褐色多角形結晶がウルボスピネル，白

色粒色結晶が金属鉄である。

これらの組織は、砂鉄製錬淳としての晶癖を示すものである。

③　ピッカース断面硬度

図版1の⑤に硬度庄痕写真を示す。白色多角形状結晶の硬度値は、627Hvである。文献硬度値のマグ
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ネタイトが、500～600Hvであるので①、マグネタイトにチタン（Ti）の固港を考えると、627Hvの数字

はウルボスピネルとして同定できよう。

④　化学組成

表2に示す。砂鉄特有元素の二酸化チタン（TiO2）が13．02％，バナジウム（Ⅴ）0・38％からみて製錬

淳に分類される。製鉄原料は塩基性（赤目系）砂鉄の装入を想定してよかろう。

又、鉄淳中の仝鉄分（T。tal Fe）30．24％、そのうち、酸化第1鉄（FeO）34．13％、酸化第2鉄（Fe2

0。）5．29％の割合である。ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は46・134％で、一

般的傾向である。随伴微量元素も酸化マンガン（MnO）0．88％、酸化クロム（Cr203）0・18％、硫黄（S）

0．027％、五酸化燐（P205）0．09％、銅（Cu）0．008％レベルは、南伊豆地方の古代製鉄遺跡出土の製錬

淳に近似する②。

（2）鉄淳：P－160　（鍛錬鍛冶淳）

①　肉眼観察

表裏共にうぐいす色に黄褐色を交えた粘土質鉄淳である。裏面は気泡を露出させる。破面は気泡少な

く、比重は大きい。椀形状鍛冶淳の一種で、鍛冶炉の炉底に堆積生成されたものであろう。

②　顕微鏡組織

図版2の①～④に示す。鉱物組成は、白色粒状の成長したヴスタイト（Wtistite：FeO）で分散晶出し

た結晶内には、へ－シナイト（Hercynite：FeO・A1203）の微小物が析出する。

該品は椀形淳として炉内で徐冷を受けた為ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）も長柱状に大き

く発達した姿となっている。鍛錬鍛冶淳の典型的な晶癖である。

③　ピッカース断面硬度

図版2の⑤に庄痕写真を示す。白色粒状結晶の硬度値は、429Hvである。ヴスタイト（Wustite：FeO）

の文献硬度値が450～500Hvなので、該品はヴスタイトと同定できる。

④　cMA調査

表3に高速定性分析結果を示す。分析個所は、ヴスタイト（Wtistite：FeO）とファイヤライト

（Fayalite：2FeO・SiO2）、それに基地の暗黒色ガラス質スラグである。検出元素を強度順に並べると次

の様になる。鉄（F。）、珪素（Si）、アルミ（Al）、がノウム（K）、カルシウム（Ca）、マグネシウム

（Mg）、ナトリウム（Na）となる。

これらの各検出元素を視覚化したのが、図版3である。分析元素の存在は、白色輝点の集中度によっ

て見分ける。鉄（Fe）は、ヴスタイト（Wtistite：FeO）、ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）共に

存在するので、暗黒色ガラス質以外は白色輝点が認められる。又、ヴスタイト結晶が、ファイヤライト

より白色輝点の強度が強く現われる。

なお、ヴスタイト結晶内の微小析出物は、鉄（Fe）とアルミ（Al）に白色輝点が集中するので、ヘー

シナイト（Hercynite：FeO・Al203）と同定される。

⑤　化学組成

表2に示す。該品は前述した製錬淳に比べると、鉄分が増加して、ガラス質成分をはじめ、随伴微量

元素らは減少する。特に、砂鉄特有元素の二酸化チタン（TiO2）は1％未満となって0・58％、バナジウ

ム（Ⅴ）0．02％と激減するのが鍛錬鍛冶淳の特徴である。

仝鉄分（T。tal Fe）は、43．90％に対して酸化第1鉄（FeO）38．29％、酸化第2鉄（Fe203）20・20％の

割合となる。酸化第2鉄（Fe20。）が増加するのも、金属鉄の酸化物を含有する鍛錬鍛冶淳の特徴を表

している。

（3）鉄淳：P－242　（鍛錬鍛冶淳）
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①肉眼観察

表裏共に黒色で気泡を多発する超ミニ小型椀形淳で、重量は26．3gである。又、表裏共に木炭痕を残

す。破面は淡茶褐色を呈して気泡を多発する。該品の黒色化も汚染された色で、本来色とは異なる。な

お、当鉄淳もP－160鉄淳同様に粘土質状鉄棒に分類される。

②　顕微鏡組織

図版2の⑥に示す。鉱物組成は、ヴスタイト（WuStite：FeO）と、その結晶内にへ－シナイト

（Hercynite：FeO・A1203）を析出し、これにファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）、基地の暗黒色ガ

ラス質スラグから構成されて、前述鉄淳のP－160に準ずるものである。

③　化学組成

表2に示す。鉄分多くガラス質成分減少し、二酸化チタン（TiO2）1％以下、更に他の随伴微量元素

も少なく鍛錬鍛冶淳成分である。すなわち、仝鉄分（Total Fe）が51．2％と高く、ガラス質成分（SiO

2＋Al203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は25．54％と低目となる。砂鉄特有元素の二酸化チタン（TiO2）

は0．25％，バナジウム（Ⅴ）0．11％まで減少する。一方、随伴微量元素の酸化マンガン（MnO）0．10％、

酸化クロム（Cr203）0．08％、硫黄（S）0．020％も低減するが、五酸化燐（P205）のみは0．835％と増加

する。木炭の灰分からの影響であろうか。

該品は、Ⅲ①層からの出土である。これに対して、前述したP－160鉄淳はⅣ層からの検出である。同

じ鍛錬鍛冶淳でも、鍛冶に供した鉄素材の成分差が排出淳に反映されたものと推察される。

（4）ガラス質淳：P－474　（熱処理淳：焼入れ時）

①　肉眼観察

灰白色で微小気泡を露出したガラス質軽質淳である。破面は白色多気泡ガラス質状を呈する。該品は

刃物らの焼入れ加熱時に、刃先部以外に粘土汁などを塗って冷却速度の調節を計るが、この粘土汁の淳

化したものと考えられる。

②　顕微鏡組織

図版2の⑦に示す。全体が暗黒色ガラス質スラグである。黒色球状部は気泡であり、一部白色不定形

微小鉄酸化物が認められるがその量は少なく、そのほとんどがガラス質であった。

③　cMA調査

図版4のSE（2次電子像）に示したガラス質淳の分析である。検出元素強度の大部分は、珪素（Si）、

アルミ（Al）、ナトリウム（Na）である。

結果を表4と図版4に示す。ガラス質の中には、アルミナ（A1203）の粒子も含まれる。

④　化学組成

表2に示す。製錬淳や鍛錬鍛冶淳に比べて、仝鉄分（Total Fe）は大幅に低減して13．82％、ガラス

質成分（SiO2＋Al203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は逆に74．71％と増加する。随伴微量元素らは、い

ずれも低目で鉄棒成分とは異なっている。

（5）羽口先端溶着スラグ：P－232　（ガラス質淳）

①　肉眼観察

羽口最先端は、黒色無光沢でこれに線状の藍色が交ざり、続いて灰白色に変わる。羽口内側は朱色酸

化面となり胎土は砂粒の混入が認められた。なお、羽口内径は、20mm前後となり、鍛錬鍛冶用の羽口と

推定される。

②　顕微鏡組織
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図版1の⑥～⑧に示す。⑥が大部分を占める鉱物組成で、粘土のガラス化したものである。⑦，⑧は、

局部的に認められる白色多角形状のマグネタイト（Magnetite：Fe304）である。この組織は、羽口先端

でよく観察される。

③　化学組成

表2に示す。成分組成は、先に述べた焼入れ熱処理時のガラス質淳に近似する。仝鉄分（Total Fe）

は、15．05％、ガラス質成分（SiO2＋A1203＋CaO＋MgO＋K20＋Na20）は78．146％である。二酸化チタ

ン（TiO2）が0．67％と若干高目は砂鉄系鉄素材からの影響からであろうか。しかし、比の程度は粘土内

の成分バラツキもありうるであろう。

4．まとめ

川合遺跡八反田地区は、奈良・平安時代の官営鍛冶工房の色彩が濃厚である。遺構は掘立柱建物群が

あり、遣物は墨書土器と帯飾り金具の鋼帯らが共伴する。奈良平安時代の鍛冶工房を含む遺跡内から、

鋼帯や石帯の検出類例を過去に約10例程挙げている③。当遺跡も郡街内の鍛冶工房の可能性をもつ。

鉄器製作の鍛冶に供した鉄素材は、塩基性砂鉄を始発原料としている。その系統の製錬淳の確認も出

来た。鍛冶に関する排出鉄淳は、鍛冶炉の炉底に堆積生成した椀形鍛冶淳であった。鉱物組成は、ヴス

タイト（Wustite：FeO）＋ファイヤライト（Fayalite：2FeO・SiO2）の発達した結晶が晶出し、典型的

な鍛錬鍛冶津と判定される。更に化学組成は鉄分多く44～51％，二酸化チタン（TiO2）1％未満は鍛錬

鍛冶淳を裏付ける。

一方、鍛冶内容は、鉄器製作の鍛錬鍛冶であるが、器種としては焼入れを要する刃物類が大量に製作

されたと推定された。これは、ガラス質淳が多く検出されることから指摘される。すなわち、刀子や刀

の焼入れ時には、刃先以外の胴から峰にかけて粘土汁をまぶして冷却速度を遅らせる手法がとられる。

この時の粘土汁がガラス質淳となったと想定される。

以上の結果から、川合遺跡八反田地区は、官営武具調達の鍛冶工房跡の可能性が強い。なお、この時

の鉄素材の産地同定が問題となってくる。1点の砂鉄製錬淳の確認は出来たものの、現地での製錬操業

を実証する量の製錬淳はみあたらない。鍛冶に供した鉄素材の供給地の問題は今後の検討課題として残

される。
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注

①　 日刊工業新聞社 『焼結鉱組織写真および識別法』 1968

符号 硬度測定対象物 硬度実測値 文献硬度値　 ※1

Fayalite （2FeO ・SiO 2）　 ※2 560，588 600～700H v

磁鉄鉱　　　　　　　　　 ※2 513，506 530～600H v

マルテンサイト　　　　　　 ※2 1641 633～653H v

W listite （FeO ）　　　　　 ※3 481，471 450～500H v

M agnetite （Fe30 4）　　　 ※4 616，623 500～600H v

白鋳鉄　　　　　　　　　 ※5 563，506 458～613H v

亜共析鋼 （C ：0．4％）　　 ※6 175 160～213H v

※1日刊工業新聞社『焼結鉱組織写真および識別法』1968他

※2　滋賀県草津市野路小野山遺跡出土遺物　7C末～8C初

※3　兵庫県川西市小戸遺跡出土鍛冶淳　4C後半

※4　新潟県豊栄市新五兵衛山遺跡出土砂鉄製錬淳UIv6spihel　平安時代

※5　大阪府東大阪市西之辻16次調査出土鋳造鉄斧　古墳時代前期

※6　埼玉県大宮市御蔵山中遺跡鉄鉄　　5C中頃

②大津正己「大賀茂・金山遺跡第2・3次調査出土遺物の金属学的調査」『大賀茂金山遺跡』Ⅱ・Ⅲ　下田市教育

委員会1990　第8表参照

③　大澤正己「曲野・寺尾遺跡の鉄棒調査」『曲野遺跡』I（熊本県文化財調査報告第61集）熊本県教育委員会

1983　約10例が確認されている。
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図版2　鉄浮の顕微鏡組織
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付編3

川合遺跡八反田地区　珪藻・花粉分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

第I章　はじめに
川合遺跡は、静岡平野の北東部、巴川と長尾川に挟まれた麻機低地に位置する。これまでの調査で、

本遺跡は弥生時代後期から近世まで計7面の生活面から住居址・水田址・低墳丘墓などの多様な遺構が

検出されたほか、弥生時代中期の石斧や古墳時代の玉類など遺物の製作行程を示す資料が多数出土した

ことから、時代・時期によって水田経営だけではない生業を合わせ持つ特殊な集落が営まれていたと捉

えられている（静岡市立登呂博物館，1988）。

今回調査の対象となっている八反田地区では、発掘調査所見とプラントオパール分析結果より、平

安時代～中世とされる堆積層で、稲作が営まれていたと推定されている。また、弥生時代の堆積層にお

いても水田が営まれていた可能性があるとされている。今回の調査は、堆積物中に含まれる花粉・胞子

化石の種類とその消長を検討することにより、弥生時代および平安時代～中世における稲作と、縄文時

代晩期から中酎こかけての遺跡周辺の古植生について推定を試みた。さらに珪藻化石群集を明らかにし

て、縄文時代晩期から中世にかけての遺跡付近の水城の様子や堆積環境についても検討した。

図1試料採取地点
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図2　C地点土層断面図及び試料採取位置

D地点試料採取位置

Ⅳ － （多 層 ／

Ⅴ 層

沙 材

4

5

6

7

8

9

10

11

図3　D地点土層断面図及び試料採取位置

盛土　　　　　B地点試料採取位置

図4　B地点土層断面図及び試料採取位置
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第Ⅱ章　層序と試料

試料は、八反田地区の中で設定されたB～D地点の3ヶ所で採取した（図1）。各地点について、八反

田地区の北側より（すなわちC地点→D地点→B地点の順に）述べる。各地点の土層断面を図2～図4に

示す。

八反田地区の北端部に位置するC地点は、下部より大きくⅤ層～I層に区分されており（図5）、さら

にI層の上位には盛土があり、住宅地や耕作地として利用されている。Ⅴ層は青灰色の砂が堆積してい

る。Ⅳ層は、平安時代の堆積物とされており、灰色を主体とした砂質シルトからなる。このⅣ層では、

下部で礫が混じることから、下部からⅣ－②、Ⅳ－①各層に細分されている。Ⅲ層は、黒褐色礫混じり

砂質シルトからなり、下部よりⅢ一②・Ⅲ－①各層に細分される。これらは、Ⅲ－②層が平安時代末～

中世、Ⅲ－①層が中世後半の堆積物とされている。Ⅱ層は、オリーブ黒色砂質シルトからなり、Ⅱ－

②・Ⅱ－①各層に細分される。I層は、黄褐色シルトからなり、近世～現代の堆積物である。

深掘り部であるD地点は、最下部に青灰色の砂混じりシルト、その上位にシルト～砂質シルトと腐植

質シルトあるいは泥炭の互層、さらにその上位にⅤ層・Ⅳ－①・Ⅲ－②・Ⅲ－①・Ⅱ各層が堆積する

（図6）。I層の上位には盛土があり、住宅地や耕作地として利用されている。

上述のⅤ層下位の互層中の下部に堆積する腐植質シルト層には、2枚のテフラが認められた。これら

のテフラを、仮に下位より川合遺跡八反田地区第1テフラ（KH－1），川合遺跡八反田地区第2テフラ

層名

Ⅱ－（9

1　1I－⑧

2

Ⅲ－（D

3

4　1Ⅱ－（診

Ⅳ－②

Ⅴ

層相

オリーブ黒色砂質シルト

オリーブ黒色礫混じり砂質シルト

黒褐色礫混じり砂質シルト　　　（中世後半）

悪褐色礫混じり材質シルト 植物遺体含む

（平安時代末～中世）

灰色砂質シルト （平安時代）

噌灰色礫混じり砂質シルト　　　（平安時代）

青灰色砂

礫　　　　　砂　　　　シルト

Y Y Y Y

スコリア　　泥炭・腐植
植物遺体

図5　C地点模式柱状図及び層相

一163　－



層名

∬　　　黄褐色シルト

層相

1Ⅲト①　暗褐色礫混じりシルト

2

Ⅲ－②

5IV－①

凡例は、図5にしたがう。

植物遺体含む・酸化鉄散在
（中世後半）

－‾－－‾　‾　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　－．．．　一

植物遺体含む・酸化鉄散在
（平安時代束～中世）

暗褐色礫混じりシルト

灰色シルト 捕物退体含む・酸化鉄散在
（平安時代）

音灰色砂
オリーブ

青灰色砂

青灰色シルト

褐色腐植混じり砂質シルト

灰色砂混じりシルト

灰色砂質シルト 植物遺体含む

灰色シルト

黒色泥炭

黒褐色シルト　　　　　　（弥生時代の水田層？）

暗灰色腐植質シルト

黒褐色腐植質シルト

黒褐色砂質シルト

オリーブ黒色砂混じりシルト

青灰色砂混じりシルト

図6　D地点模式柱状図及び層相
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柱
状
試
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層名

IV

屠相

暗オリーブ色砂質シルト　　　　　酸化鉄散在

噌オリーブ褐色礫混じり砂質シルト　仲世後半）

黒褐色礫混じり砂質シルト 酸化鉄散在
（平安時代束～中世）

暗灰色礫混じり砂質シルト 酸化鉄散在

（平安時代）

凡例は、図5にしたがう。

図7　B地点模式柱状図及び層相

（KH－2）と呼ぶことにする。KH－1は厚さ約1cm前後のスコリア質テフラである。スコリアは、最大

径約1．5mmで発泡はやや不良、褐色～黒褐色を呈するものが混在する。KH－2は厚さ約1cmのスコリア

質テフラである。スコリアは、最大径約1mmでスポンジ状に細かく発泡している。灰黒色・暗灰色・灰

褐色などの色を呈するものが混在する。これら2枚のテフラのうちKH－2は、スコリアの特徴から、従

来静岡平野の各地において富士一大沢スコリア（FOs：町田，1980）とされているテフラに対比される。

なお、FOsは、約2，500－2，800y．B．P．に富士山より噴出したとされている（町田，1980）。KH－1につい

ては、今のところ対比できるテフラは不明である。

KH－2を挟む腐植質シルト層の上位である黒褐色シルト層は、遺跡の発掘調査時の所見によると弥生

時代の水田層の可能性があるとされている。

Ⅴ層はシルトと砂の互層となっている。Ⅳ－①層は、灰色シルトからなり、平安時代の堆積物とされ

ている。Ⅲ－②層とⅢ－①層は、ともに暗褐色の礫混じり砂質シルトからなる。これらは、Ⅲ－②層が

平安時代末～中世、Ⅲ－①層が中世後半の堆積物とされている。Ⅱ層は、黄褐色シルトからなる。

微高地に位置するB地点は、下部からⅣ～I各層に区分されている（図7）。Ⅳ層は、暗灰色礫混じり

砂質シルトからなり、平安時代の堆積物とされている○Ⅲ層は下部よりⅢ－②・Ⅲ－①各層に細分され

る。Ⅲ－②層は、黒褐色礫混じり砂質シルトからなり、平安時代～中世の堆積物とされている。Ⅲ－①

層は、暗オリーブ褐色礫混じり砂質シルトからなり、中世後半の堆積物とされている。Ⅱ層は、暗オリ

ーブ色砂質シルトからなる。I層は、黄褐色シルトからなり、近世～現代の堆積物である。

各地点の層序対比と微化石分析位置を、図8に示す。なお、本報告書で使用している層相については、

当社が観察した結果である。

分析対象試料は、巾8cm，厚さ20cmの角柱状に採取したブロック試料を当社研究室に持ち帰り、室内

で改めて層相観察を行い、目的等を考慮して選択・採取した○珪藻・花粉ともD地点6点，C地点16点，

B地点5点の計27点ずつを分析試料とした（図8）。
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第Ⅲ章　珪藻分析

1．分析方法

湿重約7gについて、過酸化水素水と塩酸により試料の泥化と有機物の分解・漂白を行う。分散剤を

加えた後、蒸留水を満たし放置し、上澄み液中に浮遊した粘土分を除去、珪藻殻の濃縮を行う。この操

作を4～5回繰り返す。次に、L字形管分離で砂質分を除去し、検鏡し易い濃度に希釈、カバーガラス

上に滴下し、乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴下、乾燥させる。次に、ス

ライドガラスに貼り付け、永久プレパラートを作製する。

検鏡は、油浸600倍または1000倍で行い、メカニカルステージを用い任意に出現する珪藻化石が200個

体以上になるまで同定・計数した。なお珪藻殻が半分以上破損したものについては、同定・計数を行っ

ていない。珪藻の同定については、K．Krammer＆Lange－Bertalot（1986）などを参考にした。

2．結果の表示方法

群集解析にあたり、個々の産出化石はまず塩分濃度に対する適応性により、海水生、海水～汽水生、

塩 分濃 度 に対 す る区分 塩分 に対 す る適応性 生　 育　 環　　 境　 （例）

強塩 生種 （PoIy h a lo bo u s）

輝 水 性 種 ：

其塩生 種　 （Euha lo bo us）

塩分 濃度 40 ．0‰ 以上 に 出現す るも の 低貨 度熱帯 海域、塩水湖

海産生 種 、塩 分濃度　 30＿．0－ 40 ．0‰ に出現 す るもの 一般 浦域 （eX 大陸 棚及び大 陸棚 以漢 の梅 域）

汽 水生 種 ： 汽水 生撞 ：塩 分濃度　 0 ．5 強中 塩性種 （α－Meso h a Io b ou s） 河口 ・内湾 ・沿岸 ・塩水湖 ・潟

中 塩性種　 （Meso h lo b ou s） ～30．0‰ に出 現す るもの 弱中塩 性種 （l －Mes o h a lo b ou s）

淡水 生 種 ：

貧 塩生種 （Oligo b lo b ou s）

淡水 生種 ：塩 分濃度 0．5‰以 下に出 現す るもの 一般 睦水域 （ex 湖沼 ・地 ・沼 ・河川 ・川 ・沼沢地 ・泉

表1珪藻の生態分類

塩分 ・p H ・流水に対する区分 塩分 ・p H ・流水に対する適応性 生育環境 （例）

塩

分

に
対る

す道

応

性

貧塩一好塩性撞 くHa lophiIous ） 小量の塩分がある方がよく生育するもの 高塩頸域 （塩水遡上域 ・温泉 ・耕作土壌）

貧塩一不定性樟 （I鵬 ifferent） 小量の塩分があってもこれによく耐えることができるもの 一般陸水域 （湖沼 ・池 ・沼 ・河川 ・沼沢地　 etc）

食塩一墟塩性種 （Ha lophobous） 小量の塩分にも耐えることができないもの 湿原 ・湿地 ・沼沢地

広域塩性種　 （Eury旭 Iinous） 低濃度から高濃度まで広い範囲の塩分濃度に適応 して出現する種類 一般淡水～汽水域

痺1

に

対

す

る
適

応
性

真を性種　 （Ac idobiontic） 鱒．7以下に出現、劃．5 ．5以下で最もよく生育するもの ．湿原 ・湿地 ・火口湖 く故性水）

好意性種 （Acidophilous） 劃．7付近に出現、劃．7以下で長もよく生育するもの 湿度 ・湿地 ・沼沢地

p H 一不定性種 （屈 ifferent） 劃．7付近で最もよく生育するもの 一般陸水 （ex 湖沼 ・池沼 ・河川）

好アルカリ性種 （A 他 Iiph ilous） 劃．7付近に出現、れ 7以上で是もよく生育するもの

真アルカリ性種 （A tb Iibiontic） 酢 8 ．5以上の7ル別性水域にのみ出現するもの 7朋リ性水域 く少ない）

流

水

に
対

す
る

適

応

性

真止水性種 （Li馴Ⅶb iontic） 止水 にのみ出現するもの 流入水のない湖沼 ・池沼

好止水性種　 （Litm philous） 止水に特徴的であるが、浣水にも出現するもの 湖沼 ・池沼 ・流れの穏やかな川

流水不定性種 （屈 ifferent） 止水にも流水にも普通に出現するもの 河jl巨 川 ・池沼 ・湖沼

好流水性種　 （Rheoph k氾S） 注水に特数的であるが、止水にも出現するもの 河川．・川 ・小川 ・上流域

真涜水性桂　 （Rheob iontic） 淀水域にのみ出現するもの 河川 ・川 ・浸れの速い川 ・渓流 ・上流域

陸

生

月三

護

好気性穫　 くAerophi血 S） 好気的環境 （Aeria l h bib S ） ○土壌表層中、○樹幹や倒木上のコケに付着

多少湿り気があれば土壌表屠中やコケの表面に生育可蛇である． ○コケに付着、○木の根元のコケに付着
特に土壌中に生育するものについ七の環境をSo il b b 長雨 とい ○濡れた若の表面に付着、○濡れたコケに付着

う． ○水辺のコケに付着、○滝の飛沫で湿ったコケ

や岩上の壁に付着、○石灰署上に生えたコケに
付著などさまざまな生活形態がある．

（区分、適応性は田中・青田・中島、1977奥利根地域学術調査用告　Ⅱ　p・114－135を基に一部削除、環境については加重し作成した）

表2　淡水生種の各生態性に対する適応性
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し【G【ND

H．R．：エ刀、ンノウド：タイ袖テキオウセイ

Euh－Meh：シンエンセイ一子ュウエカイ

（カイスイセイーキスイセイ）

Ogh－h仕：日工シー刀工Jtイ

恥h－hd：ヒシエコーフテイセイ

Ogh－hob：ヒンエシーケン工ン材

Ogh－unk：ヒンエシー7メイ

・陸生珪藻　‡好汚濁性種

pH：スイ州ンノウト、＝ダイスんテキ糊イ

ac－bi：シンルセイ

ac－iL：カルtイ

ind　：PH－7テイセイ

a巨bi：シン7h別セイ

aL一iL：カアん別セイ

unk　：PH－フメイ

榊好活水性種

C．R言リュウスイ二タイ礼テキ帝セイ

し－bl：シカス仙イ

し一Ph：カシスイセイ

hd：リュウスイフライセイ

「－bi：シンリコウスイセイ

r－Ph：カリュウスイセイ

U【k：りコウスイフメイ

表3　C地点珪藻分析結果
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汽水生、淡水生に生態分類し、さらにその中の淡水生種は、塩分、pH、水の流動性の3適応性につい

ても生態分類し、表に示した。

堆積環境の変遷を考察するために、珪藻化石が100個体以上検出された試料について珪藻化石群集変

遷図を作成した。出現率は化石総数を基数とした百分率で表し、2％以上の出現率を示す分類群につい

てのみ表示した（図中の●印は、総数が100個体以上産出した試料のうち1％以下の種を、○印は総数

100個体未満の場合の産出を示す）。図中には、海水生・汽水生・淡水生種の相対頻度と、淡水生種を基

数とした塩分・pH・流水の相対頻度について図示した。また、産出した珪藻化石が現地性か他の場所

から運搬堆積した異地性の化石であるかを判断する基準の一つとして、殻の破損していないものを完形

殻、破損したものを非完形殻としてその比率を表示した。

珪藻の各生態性（塩分・pH・流水）に対する適応性の詳細などについては、まとめて表1・2に示

した。

以下に各地点毎に、結果および推定される堆積環境などについて述べる。

3．結果

（1）C地点

本地点から産出した珪藻化石は、21属［63種・15変種・1品種・種不足（属のレベルまでしか同定で

きなかったもの）5］の計84分類群（＊）である（表3）。

珪藻化石は、分析対象とした6試料のうち4試料からは多産したものの、他の2試料からは皆無であ

った。

本地点の場合、層位により珪藻化石の産出傾向が異なるためKCD（川合遺跡C地点珪藻化石群集帯

の略）－I・Ⅱの2珪藻化石帯を設定した（図9）。以下に、各帯の特徴について述べるo

KCD－I帯（Nb．6～3）

珪藻化石群集の特徴は、流水に対しての適応性は流水不定性種が全体の50～70％を示しており最も高

好涜水性種

流水不定性種

「

流水不明樺

好止水性様

望

朝

一等

世虻ヨ竺望

胡？奮「韻
専一話　者者
こ白I　堰旨．肘’与瑞
．′ヽ一　　．′－　　　一．ヽ′　　4ナヽ．

】■■■田虫衰ヨF＝＝＝＝　　‾－

§
山
3
己
n
瓦
q
富
寅
擾
旨
3

q
も
も
山
b
賞
・
旨
＞
∽
霊
忘
巴
も
完
．
≧

豊

雲

営

ま

せ

：

量

弓

ぢ

空

冒
q
篭
匂
山
霊
8
3
ぷ
E
才
芸

E
Q
ぺ
d
p
～
叫
ぶ
d
∽
∽
竃
g
g
E
O
毒

L
h
〓
㌢
亡
E
．
h
q
＞

0
台
も
Q
竜
Q
山
昆
Q
垣

的
ビ
書
こ
ぶ
も
．
薫
T
〓
ぷ
コ
と
薫
㌣

3
3
d
己
3
3
書
云
旦
；

§
霊
3
b
岩
q
E
Q
g
Q
ぺ
臣
、
昌

の
ご
Q
亡
霊
U
N
瓦
Q
E
Q
だ
遥

q
g
N
3
q
P
唱
苫
瓦
的

ら
Q
だ
J
E
．
h
q
＞

畏
宝
玉
曽
喜
：
ギ
昌
ぢ
許
と

3
g
旦
ご
葛
篭
裏
．
0

2
忌
忠
ぎ
息
女
㌻
斗
完
電
岳

Q
だ
Q
L
事
q
§
の
．
レ
噌
＞

「
－
－
－
－
1

Q
の
0
℃
Q
だ
．
軋

ぷ
e
b
．
礼

薫
〓
ぶ
竺
㌶
ぶ
∋
ど
ぶ
∴
書
i
亘
㌢
昌
末
書

鮎
縫
紺
裏
藁

巳

2

虫

云

薫

呈

苫

悉

〓

藁

冒

2

害

意

Q
E
乱
の
篭
だ
Q
且
富

q

g

の

0

個

d

3

　

∽

｝

害

Q

N

e

q
曇
り
霊
乱
Q
Q
勺
∽
　
S
h
b
N
き
だ
芯

巳

せ

き

㌣

g

た

せ

鼠

茄

の
h
H
O
憲
臣
e
 
q
憲
U
的
N
雲
苫

「
塑
罫
降
－
型
礪

世
せ
朝
雲
－
瑚
礪

塑
世
相
こ
∵
十
堂
血

盟
坦
増
壕
－
瑚
域

（
坦
也
這
環
や
」
二
耳
り
二
笥
ぢ
二
項
胡
）

－＿＿Ⅲ畠

淡水生種の生態性

世

埋
草
避
敦

（
坦
垣
熱
岬
も
宗
り
）
喝
翳
∧

セ　＋　塑

泄
〓
翠
、
一
重
上
へ
ト
敦
＋
世
華
へ
一 世

ヽ浬如上R罫

塑
世
毒
づ
敦
＋
塑
坦

世
世
は

浬
患
者
璧
数
十
塑
世

（
曇
こ
せ
似
て
岬
」
P
訂
∴
一

世
罫

搬彗川〔ミ片・l蔦葛牒ト着付

完形毅の出現率

（完形殻数／殻片教×100）

者避＝ト＝　　翼1珪卓上「首

、ノ細旺　CL叫：色　　）朕聖＝虞璧
－■‾　一理竺竺！？　　　－　二白．．．■＝昌一　0　25　50　75　100；　珪藻幕

l
（0／0）

（0／0）

1

1

l

l

l

l

l

K C D

Ⅱ帯

●

●

［

●

●

戸

「

「‾

l
●

●

●●

●●

●●

● l

l

I

l

l

l

】

I帯

●

l

l

l

0　50　100X

・：1％未満の出現を示す・！－！！－「L］］」

図9　C地点主要珪藻化石群集変遷図

一169　－



率に産団しているが、好止水性種および好流水性種も10～30％の割合で認められた（図9）。pHに対す

る適応性についてみれば、4試料すべて好アルカリ性種が大半を占めている傾向にある。完形殻の出現

率は、30～60％であり殻の保存状態としては良好とはいえない。

多産種（≒特徴種＝帯を設定する決め手となった種群）は、流水不定性種のA〝岬んorαOUαJねびαr．

α〝柁ね、好流水性種のGo7岬ん0花emαpαrU弘はmである。Go明殖0花emαpαm五短mは一般的に流水に対

しては不定とされていることが多い種である。しかし、流水域に特徴的に認められることも多く（パリ

ノ・サーヴェイ㈱、未公表資料）、他の流水怪種に伴って産出する場合に限り、流水性種の範噂にいれ

て考えることとした。　　　　　　　　　　　　‘

KCD－Ⅱ帯（恥．2・1）

本帯は、珪藻化石が産出しないのが特徴である。

＊用語の解説

分類群：生物を分類してまとめた群のこと。

変種：分類群の系列上、“種”の下に置かれた階級。

品種：形質に関しては、他の集団と区別されるが遺伝的特性が区別されない生物。

（2）D地点

本地点において産出した珪藻化石は、31属（134種・28変種・1品種・種不明8）の計171分類群であ

る（表4）。

分析対象とした試料のうち恥．19を除き珪藻化石が多産した。

珪藻化石群集の全体的な特徴としては、塩分に対する適応性については塩分不定性（淡水生種）およ

び嫌塩怪種（淡水生種）が占めているが、5～10％程度の好塩性種（主に海水、汽水生種）も産出して

いる。pHに対する適応性では、全体に好アルカ引生種の割合が高いが、下位（恥・23，22，17，16）では好

酸性種の多産する傾向が認められた。また、流水に対する適応性については、平均して流水不定性種の

割合が高いが、下位に好流水性種が高率に産出した箇所も認められた。化石殻の保存状態については、

殆どの試料において50％以上が完形殻であった（図10）。

本地点も珪藻化石の産出傾向により、下位からKDD（川合遺跡D地点珪藻化石群集帯－I・Ⅱの2

帯を設定した。また、KDD－I帯についてはさらに、KDD－I－1～5の亜帯に細分した。以下に、

各帯の特徴について述べる。

KDD－I帯（Nb．25～7）

本帯は、好流水性種・好止水性種および好アルカリ性種・好酸性種の多産が交互に認められる。この

ような産状は、堆積環境を推定する際に重要な意味を持つと判断されたので、さらに5亜帯に細分し結

果記載を行った。

・KDD－I－1亜帯（Nb．25）

本亜帯は、好流水性種および好酸性種が多産する。完形殻の出現率は65％であり、化石殻の保存状態

としては良好である。

多産種は、好流水性種の血行r辺0花CrCはαeUαr．CO朋frわは刑、Abu正弘αeな花e柁Sね等である。

・KDD－I－2亜帯（恥．23，22）

好止水性種、流水不定性種および陸生珪藻が多産している。また、好酸性種の産出率が40～50％と極

めて高く、本亜帯を設けるにあたって決め手となった特徴である。

多産種は、流水不定怪種の居間0わαpeC出花α短Uαr．mZ花Or、好止水性種の乃1αgZgαrZαCO花grⅡe那Uαr．
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l的h－1ndl武一仕l「－Ph

10帥一川diaL－iLll鵬

l軸h－india卜iLlr－ph

l伽h－i雨l山一iLl md

l的h一川dlaHLIl－Ph

l的h－lndlaL－iLl卜ph

l恥h一川dlJ卜iLI L－Pn

l伽h－indIaL一lLIind

】恥h一mdi∝－1日　t〔d

lO9トi【dl川d l川d

10gh－indlaL一iLIlnd

10gh－u〔klu〔k lu〔k

10gh－i〔dI　い汗Ii〔d

】09h－i〔dl md I川d

＝）gh■hdI3H几「血

日加－1ndl川q；川d

I的h－川dI川d i md

＝）gh－川dl止耳目lnd

H〕gh－i〔d日周Ii【d

I的h－hlLld主lLIlnd

＝〕9h－i【dI md ji〔d

l的h－軸l md lind

】旬h－hdlaL一iLlr－Ph

l的h－hdlaL一iLlr－Ph

l的h－u〔k h血Iunk

l的h－〕nklunk h血

i伽h－unkiu〔k l刷k

＝〕gh－i〔dlind l卜ph

l的h－i鵬IaHLli〔d

I的h一油日aL一汗Iunk

10gh－hiLIaL一i＝　md

lDgh－川dlaL－iLIi〔d

】Ogh－indlind l unk

】伽h－hiLIaHLIi〔d
l的h－u〔klu〔k lu〔k
l的h－indl　卜仕l L一Ph
l帥－indlac－iLl卜ph
l帥－hobiac－lLl L－Ph
l的hh日日〔d l L一Ph
i鴫h－i【dl hd lind
l的h－hdI hd I hd
l恥h－indli〔d lind
l的h－indlac1日し－Ph
l的h－i鵬Iind ii〔d
l的h－i【dljC－iLiトph
＝〕gh－indli〔d　＝〔d
I的h－indIac－iLiL－Ph
i的h－hoblac－1「日面
I的h－UnkI】〔k i unk
i的h－Unklu〔k lu〔k
I的h－hiLlaい1日「－Ph

日加－i鵬l　卜圧Iind
l的h－hiLIa卜iLIi鵬
！的h－hiLI　卜五日【d
I晦h－ind h卜仕　卜ph
l伽h－i〔dIi〔d　＝血
l恥h－i〔dlind lu【k
l的h－i鵬iaL－iLli鵬
；恥h－1鵬IaHLIind
I的h一油日1雨Iind
l的h－i【dl hd l卜ph
l的h－indl　卜五日－Ph
日柄－i〔dl川d Ii【d
l的h－indIaL－iLIr－bi
l旬h－hbIi〔d l L－bi
I的h－i鵬IaL一iLIi【d

l軸－i鵬I　卜仕I hd
l的h一油日aL－iLIi〔d

〝e′osi用V打は乃S A錮rdh

f州打idio月CけCUhe var．co帽rric紬暮（RaLfs）V．He〕「Ck

仙VICUk c紀rtCcm Ehre通erg

仙VはUh伍叩USh Grunov

仙ytCUh飽石目U■〔hre〔be門

・仙VtCUld b′川面k仇研一Petcrsm

・仙VほUk cのねryqCedはuetz．）Gru帆

・相〟αのcuh conrlnh GrunoV

舶VICUhc′yp∝血はKuetzing

抽野山血cuSpldcr丘Kuet：l甥

他用Uh ef川帥SはtGre．接aLfs

仙…Uiα¢～9川帥StS＼ar．川蛸両用・Kobay細
胞の仇両日油汗厘帽k var．略両chはrass．】Patrick

拙cvICUh90epp酢血前日振ISCh川．L．Smlth

他VはUh m日は【hre【Derg

舶ViculαがL9′dCHh Ehre〔Derg
他のC血日直．hsh Pa【t∝Sek

・伽のcu山大0rsc如f Grunov

他山CUlcIdeV（SS～和KuetZlng

・抑d両肌両日討五m K〕et：川g
仙VtCUは鮒五m var．∨即行icosc（Kuetz．）CLeve

仙酢kのc心付．朋血抽血Pa〔t∝Sek

仙VtCUld搾rr0kmi Gru〔0V

仙南面目血矧血圧出uS【edt

拙m血南瓜岬両用UetZl〔g

血vfCUlα川Uh Vユ「．卵eUdO卯pUld（Krass．）仙～tedt

仙vtcuJq mdl0Sd Kuetzl悶

仙Vicuh r∧rcム∝印厄h Kuetzl明

地VlCUld SCムoeがe仙f Hus【e椚

血のCUJd SCJl′Oer打t Mets【er

・孝〟VICUh se題川UhJ Grunov

・胞の山高l hh0銅S（S H．KoウayaSl

紺dVfCUh vレ血はKuetz両

地vkuh vけ用Uh var．′OS柚血血　日加恨．）CLeve

仙yicuh sp．

・血の仇血」恥－18

他山CUk spp．

〟efd相月d抑兢血♪「釦′．JKram肥「
舶rzsc柚日脚柚摘Hru〔OV

〟ikscH伍正昭UShh川．Smith）CLeve
〟iksdhレevほS m GrunCV

・机はSC　はdebHis接rnotUGrunoU

机fzscハほpdtUSレfs Hustedt
〟＝ヱSC柚目的別血融血、／ar．VICrOrice Grunov

〟HJSCム用SP．

Pi仰山drid dCrcSpherはU．Smith
Pf乃月山訂icム′eVfcoshh Var．S〟戯けのc Hustedt

dlV打搾れS．別tn
9伽d Ehrenberg

川fe′rUph U．S爪ith

禦SO細雨日加．用．Smith

－（C′eSrcUrOnほhr．）CLeve

nodo弱Ehrenberg

PIn順は′柑

Pimu打h

fPim柑（肝は

Pinnuf〝i正

好血仙血血

Pinm仙南

・Ph仙kr用S帥rOederf　川U日計劇場r

SrO舶f叩hor庄（Gru〔．）CLeve

JUムC仰山rd Gre90「y

Sリ05rC幻rOpム0′c Hustedt

ViriのS川it．ほhr帥Oerg

…P．

i苛．

Ph仙南Fね

・円周の灯心

Ph仇痛打ね

Ph乃U〝ね

円冊Uhric

PりnUlc′Jユ

〃納oicaS扁針目1㍍ムrevhh CAg．）Lange一誌rtaL0【

9伽4（紬「．）0．MuLLer

9thb打Uhはhr．iO．MuLLer

叩tSU血的fd皿Skvortz制

qcurd U．S刑th

dnCepS【hr帥berg

士′軸e′i PatrlCk

k脚血明両肌Hustedt
血e血「川m fo．咽血h Hustedt

OOh誼LJgerSt

肋0脚血血

相0仰仙南

仙opclOdic

5地肌湖南

SrdUr0netS

封仙川冊ね

封cu′0朋IS

封dU′0冊is

・5紬U′0〔elS

5血′冊は油0即日C帥k′0月用itz．圧hre〔berg

Srm〝0碑js　＝裾t Gru〔0V

・封甜′即とは　帥e／u Hustedt

Surir血　叩USm Kuetzl咽

SU′けe血′0仙sh【hrenberg

S川畑Ⅶ閃接待軌道用．S臨ith川usted【

；meかα′OSr′dh Pa【t∝Sek

川亡かc U血はuetz．ほhrenberg
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甑r用el06rackish山ter SpccleS

Brackish Uater SpccleS

Fresh舶ter Species

TotaL仙mber of Diatms

PH：スイソイわノりドニタイ礼iキ椚tイ　C．R．：リカスイ：タイ礼テ柵tイ

・陸生珪藻　　＃好汚濁性種　相好活水性種

卜bi：シカ新鮮

卜ph：コシスイセイ

i〔d：リュウスイフテ代イ

r－bi：シシリュりス丑イ

「－Ph：罰りユウスイセイ

unk：tJユりスイブメイ

ac－bi：シユサンtイ

ac－iL：カサシセイ

ind　：PH－フテ佃イ

aL一bi：泊7ん加tイ

∂トlL：刀的哺イ

Unk　：PH一フメイ

LEG紺D

“．R∴ニンフ㌧ノウI、二ク1品テ痛憤イ

【uh　：狛融イ㈲蘭的

【UトMeh：シュロ亡イ一子ユウエシtイ

（乃イス仕上1訓酪

ヨen　：テユ兄融‖融輔

Ogh－ntL：⊂宗ユー〕欠二・tイ

恥h一川d：じ山一7テ代イ

餉h－hoD：じローケJbtイ

ニ引mnk：こ二′こ・－フメイ
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表4　D地点珪藻分析結果
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Uenter、陸生珪藻のEunotiapraeruptavar．bidens等である。

・KDD－I－3亜帯（Nb．21，20）

好流水性種および好アルカリ性種が多産する。

多産種は、好流水性種のq′m短JαⅡ曙id㍑αUαr．柁如0花わα、Go7りん0托e乃αpαrU比視机である。

・KDD－I－4亜帯（恥．19）

珪藻化石は、産出しなかった。

・KDD－I－5亜帯（恥．18～7）

流水不定性種、沼沢湿地性種（安藤、1990）および陸生珪藻が多産している。

多産種は、流水不定性種のⅣねぎCんα　reUねsmα、沼沢湿地性種のガ㍑花0わαprαer伊≠αUαr．わZde7ば、

陸生珪藻のNaviculamutica等である。

KDD－Ⅱ帯（恥．6～1）

本帯は、全般にわたり流水不定性種および好止水性種が多産しているが、中部においては、好流水性

種が多産する箇所も認められる。

多産種は、流水不定性種のA7岬んorαOUα短Uαr．叫野花Zs、好止水性種のダrαgZZαrZαCO朋かue7乙SUαr．

Ue花ねr等である。
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表5　B地点珪藻分析結果
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（3）B地点

本地点から産出した珪藻化石は、14属（30種・5変種・種不明2）の計37分類群である（表5）。

分析した5試料のうち恥．6については珪藻化石が多産した。その他の4試料では、1プレパラートあ

たり50個体以下であった。

恥．6において産出した珪藻化石群集を生態性別にみると、陸生珪藻（小杉、1986）が多産しているこ

とが解る（図11）。また、水のpHについては、不定怪種（酸性・アルカリ性いずれの水城にも生育する

種）および好アルがノ怪種が多産している。完形殻の出現率は、40％であり保存状態は良くない。

多産した種は、Amphoramontana、Caloneisleptosoma、Hantzschiaamphioxys、Naviculamutica等である。

4．考察一各地点における堆積環境の変遷について－

（1）C地点

＿KCD－I帯価．6～4、Ⅳ－②層～Ⅲ－①層下吾阻

層相は主に砂質シルトであるが、Ⅳ－②層およびⅢ－②層には礫が含まれていた。また、Ⅲ－②層に

は植物遺体が認められた。

堆積時の堆積環境は、珪藻化石群集中に好止水怪種・好流水性種および陸生珪藻がいずれも高率に認

められたこと、また層相が砂分および礫を含んでいることから、静穏な環境下で堆積したとは考えにく

い。もし、静穏な環境で堆積したとすれば、化石群集の組成（この場合は生態性別に見た組成）はいず

れかに限定される場合が多く、相反する生態性の種群が同時に検出される例は少ない。例えば、以下に

述べるD地点の場合、好流水性種が多産する箇所では好止水性種の産出量は少ないのである。したがっ

て、Ⅳ－②層からⅡ－②層（平安時代）の堆積物は、流水等の周辺からの影響を受ける沼沢地の堆積物

と思われるが、堆積後に撹乱の影響を受けた可能性も高い。このことは、本堆積層が水田が営まれてい

たと考えられているところから、耕作等の影響も予想される。

淡水生種

好止水性種

一陸生珪藻
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KCD－Ⅱ帯（恥．3～1、Ⅲ－①層上部からⅡ－②層）

Ⅱ－①層上部からⅡ－②層にかけての層相は、下位層とほぼ同様な砂質シルトであるが、珪藻化石は

産出しなかった。

珪藻が産出しない原因としては、堆積後に何らかの要因により殻が溶解したものと思われる。したが

って、堆積時の環境について珪藻化石から推定することは差し控えたいが、層相等から判断する限り本

層は下位層と同様な層相であることから、流水等または堆積後の撹乱の影響を受けたことが示唆される。

（2）D地点

KDD－I帯（恥．25～7）

・KDD－I－1亜帯（恥．25）

堆積層の層相は、砂質シルトである。珪藻化石群集の組成は、好止水怪種が少なく好流水性種を主体

としたものであったことから、本層堆積時は流水の影響を受けていたことが考えられる。水質について

は、好アルカリ性種の占める割合が高いこと、好清水性種とされる几拒r道わ花CrC祝αeUαr．COⅢか料地机、

q′mbellasinuata等が認められること、また今回好流水性種として示したGomphonemaparvulumは川越

近郊の多くの湧泉池から認められているものであること（小林・原口、1969）などから、当時の本地点

は弱アルカリ性の清水城であったものと考えられる。

・KDD－I－2亜帯（恥．23，22）

層相は、黒褐色の腐食質シルトである。珪藻化石の群集組成は、好止水性種、好酸性種および沼沢湿

地性種が多産している。このことから、比較的安定した止水域でありかつ弱酸性を呈する沼沢地あるい

は湿地的な水域であったと考えられる。

・KDD－I－3亜帯（恥．21，22）

層相は、暗灰色の腐食質シルトである。本亜帯は、好流水性種が多産していることから、流水の影響

を受ける水城であったことが推定される。水質は、好アルカリ性種および好清水性種が高率に認められ

たことから、清水域であったことが示唆される。

・KDD－I－4亜帯（Nb．19）

層相は、暗灰色腐食質シルトである。珪藻化石は産出しなかったため、珪藻化石群集による環境解析

はできないが、しいていえば層相が下位のI－3亜帯と同様であり本亜帯も下位に引き続いて流水城で

あったことが示唆される。

・KDD－I－5亜帯（Nb．18～7）

層相は、暗灰色または灰色のシルトから砂質シルトを主体とするが、黒色泥炭を挟む箇所も認められ

る。堆積時の環境は、沼沢湿地性種（安藤、1990）および陸生珪藻が多産していることから、沼沢湿地

的な状況であり比較的乾くような場所も存在していたものと思われる。また、流水不定性種として示し

たⅣおCんα　reUねsmα、PZ花花はJαrZαmicros£α捉r－0花等は好汚濁性種（渡辺他、1986；渡辺他、1988）

とも呼ばれ、本亜帯中部から上部にかけて多く認められた。これらは、汚濁の進んだ水域の代表的な種

群とされることから、本亜帯中上部堆積時には有機汚濁が進んでいた可能性がある。

KDD－Ⅱ帯価．6～1、Ⅴ層～Ⅲ一旦歴訪

層相は、植物遺体および礫を含む暗褐色または灰色のシルトである。珪藻化石群集は、流水不定怪種

を主体としており、好流水性種および好止水性種が10～40％程度産出している。これは、C地点のI帯

と同様な傾向であることから、本地点においても沼沢地的な環境下であったが、撹乱等の影響も受けた

堆積物と判断するのが妥当であろう。
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（3）B地点

珪藻化石が多産した恥．6は陸生珪藻が高率に認められたことから、Ⅳ－②からⅢ－①層下部層の堆積

時には好気的環境下にあったことが推定される。好気的環境とは、直接大気に接するような場所で、半

乾・半湿の状態にあることをさしている。陸生珪藻とは、木の葉の表面、土壌の表層、倒木の表面等の

冠水することのない場所に生育することができる種群であるとされる（Florin，1970；小杉、1986）。

（4）3地点間の対比

淡水生の珪藻化石は、花粉等に比較して局地性が高いため広域対比に用いることはできないが、今回

の場合は地点が接近しているため珪藻化石の群集組成をもとにした環境対比を行うことができそうであ

る。

まず、C地点のⅣ－②層からⅢ一①層下部は、Go77岬ん0花e7柁αpα門几血呪、AmpんorαOUα短Uαr・

雌花Zs、Cαわ花eね毎わSO乃α等が多産している。それと同様な傾向が、B地点のⅢ－②層およびD地点

のⅣ－①層からⅢ－①層にかけて認められた。したがって、C地点のⅣ－②層からⅢ－①層下部は、B

地点のⅢ－②層とD地点のⅣ－①層からⅢ－①層に対比される可能性が高い。

5．まとめ

（1）C地点

・2つの珪藻化石群集帯（I・Ⅱ帯）に分帯される。

・I帯（Ⅳ－②層からⅢ－②層）の堆積物は、撹乱の影響を強く受けた堆積物である可能性が高い。

珪藻化石群集から推定される環境は、沼沢地である。

・Ⅱ帯（Ⅲ－①層上部からⅡ－②層）から珪藻化石は検出されなかった。

（2）D地点

・大きく2つの珪藻化石群集帯（I・Ⅱ帯）に分帯され、I帯はさらに5つの亜帯に細分された。

・I帯（恥．25～7）では、流水の影響を受けた時期と止水域となった時期（沼沢地または湿地）の繰

り返しが認められた。水質は、流水城の時代は弱アルがノ怪であったが、止水城になると弱酸性水

城に変化したことが推定される。

・Ⅱ帯（恥．6～1）は、撹乱の影響を受けた堆積物であると考えられるが、珪藻化石群集中には、沼

沢地的な環境下に生育する種群が多く認められた。

（3）B地点

・Ⅲ－②層の堆積時は、好気的環境下にあった。

（4）3地点間の対比

・C地点のⅣ－②層からⅢ－①層下部は、B地点のⅢ－②層とD地点のⅣ－①層からⅢ－①層に対比

される可能性が高い。
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第Ⅳ章　花粉分析

1．分析方法と結果の表示法

堆積物中に含まれる花粉・胞子化石は、湿重約10～15gの試料中からHF処理→重液分離（ZnBr2：比

重2．2）→アセトリシス処理→KOH処理の順に物理的・化学的な処理を施して分離・濃集する。この際、

植物遺体が多い試料については姉別を行う。

処理後の残薩は、よく撹拝した後にマイクロピペットで適量をとり、グリセリンで封入してプレパラ

ートを作成する。検鏡は光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、全ての種類（Taxa）の同定・計数

を行う。
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表6　C地点花粉分析結果

分析結果は、検出個体数を一覧表として表示する。

統計学的な処理が行える試料は、相対的な出現率を

求め花粉化石群集変遷図として表示する。出現率は、

木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子

は総数より不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とし

て、百分率で算出する。なお、複数の種類をハイフ

ォン（－）で結んだものは、種類間の区別が困難な

ものである。

また、イネ属花粉化石の同定はノマルスキー微分

干渉装置を使用し、イネ科花粉化石の外膜表面微細

構造・発芽孔周辺の肥厚状況および花粉粒径を基準

としている。イネ属同定の結果は、鈴木・中村

（1977）にしたがい、イネ属比率（イネ科花粉化石数

を基本数としたときのイネ属花粉化石の百分率）で

示す。

2．結果

分析結果を表6～8に、花粉化石群集変遷図を図

12～14、イネ属同定結果を表9・図15に示す。次に

各地点ごとの結果を、八反田地区の北側より順に記

す。

（1）C地点

木本花粉化石は、仝試料ともスギ属が最も高率に

出現し、次いでアカガシ亜属が産出する。また、マ

ツ属が上部に向かい増加する傾向が認められる。草

本花粉は、全試料ともイネ科が高率に出現する。こ

のイネ科の中には、栽培植物とされるイネ属が含ま

れている。このイネ属がイネ科の中で占める割合

（イネ属比率）は全て30％以上であり、特にⅢ－②層

（恥．4）以浅になると50％以上になる。
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（2）D地点

木本花粉は、仝試料を通じてスギ属が最も高率に出現し、次いでアカガシ亜属が産出する。また、上

部ではマツ属が増加する。一方、草本花粉は次のように変化する。最下部の青灰色砂混じりシルト層

（恥．25）では、カヤツリグサ科が約20％出現する。ところが、スコリアを挟む腐植質シルト層（恥・19～

23）までは、草本類がほとんど検出されない。そして、黒褐色シルト層（恥17，18）と泥炭層（阻16）

では、イネ科が高率に出現する。これらの層準では、イネ属がイネ科の中で30％以上出現する。そして、

灰色砂質シル下層（恥．12、14）になるとイネ科が低率になり、イネ属も検出されない。そして、カヤツ
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リグサ科が約15％出現する。その後、Ⅳ－①層（恥．6）より上位になると、再びイネ科が多産する。こ

のイネ科の中には、イネ属が50％以上含まれる。

（3）B地点

Ⅳ層（恥．5）・Ⅲ－②層（恥．4）では花粉化石に乏しく、また僅かに検出される大部分の花粉化石は

保存状態が悪く、外膜が溶けて薄くなっていたりまた壊れている。

木本花粉の出現傾向は、Ⅲ－①層（恥．2，3）とⅡ層（恥．1）で異なっている。Ⅲ－①層では、スギ

属が約50％と最も高率に出現し、次いでアカガシ亜属が出現する。ところがⅡ層になると、高率に出現

していたスギ属が減少し、マツ属が約70％出現するようになる。

また、草本花粉は、Ⅲ－①層・Ⅱ層ともにイネ科が多産する。このイネ科の中には、栽培植物とされ

るイネ属が含まれる。Ⅲ－①層は、花粉化石の保存状態が悪くイネ属同定の行えないイネ科（不明）が

多く認められ、イネ属比率が10～15％と低率である。これに対して、Ⅱ層のイネ属比率は41％である。

3．考察

（1）花粉化石群集の比較
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表8　B地点花粉分析結果

花粉化石は、保存状態が悪い。また、Ⅲ－②層・Ⅳ

層では、花粉化石がほとんど検出されない。B地点

は、C地点・D地点と比べ若干標高が高く、微高地

上に位置している。これらのことから、本地点Ⅲ

層・Ⅳ層中の花粉化石は、堆積物が常に冠水してい

る状態でなかったため、土壌微生物の影響や酸化に

よって分解した可能性がある。

以上のことを考慮にいれて、稲作や森林植生につ

いての考察は各地点を一括して行う。

（2）草本植生　一特に稲作を中心として一

最下部の青灰色シルト層からKH－1，KH－2を挟

む腐植質シル下層まで（D地点恥．19～25）は、草本

花粉の出現率が低く、しかも栽培植物とされるイネ

属が認められない。このことから∴縄文時代晩期の

頃、遺跡周辺地城で稲作が営まれていた可能性は低

いといえる。
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その後、黒褐色シル下層（D地点恥17，18）とその上位の泥炭層（D地点恥・16）では、イネ科花粉化

石が高率に出現し、しかもイネ属比率が35％前後である。現在の水田耕土における花粉の動態研究を行

った結果、イネ属花粉化石が30％以上検出されるならば、その近傍で現在に近い集約度で稲作が営まれ

ていたとみなしてよいとされている（鈴木・中村，1977）。このことから、弥生時代とされる頃、遺跡

周辺の低地部では稲作が営まれていた可能性がある○ところが、その上位の灰色砂質シルト層（D地点

恥．12，14）の頃になるとイネ属が検出されなくなり、またイネ科に替わりカヤツリグサ科が多産する。

このことから当時、周辺低地で稲作が営まれていた可能性は低いといえる。すなわち、何らかの原因に

ょりこの頃になると周辺低地で稲作が営まれなくなったと思われる○

そして、Ⅳ層になると各地点ともイネ科が多産する。しかも、花粉化石の保存状態が悪いB地点を除

いて、イネ科の中でイネ属が占める割合も高率である○これらのことから、平安時代とされる頃になる

と、本遺跡内部あるいはその付近で再び、稲作が営まれていたと考えられる。この稲作は、イネ属がⅡ

層まで高率に連続して出現することから、少なくともⅡ層堆積時まで継続して営まれていたと考えられ

木本花粉

構成比

シ

木草不ダ
B地点　　　本本明頬

名僧深
度

標
高

8．5m

∬

皿－①

Ⅲ一②

Ⅳ

試
料
審
号

柱
状
貨
料
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出現率は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は盆数より不明花粉を除いた　0　　50　100％
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科において出現した棒類（taxa）を示す．

図14　B地点花粉化石群集変遷図
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る。ところでⅡ～Ⅳ層では、水の流れがほとんどない穏やかで比較的水深の浅い水城や湿った場所に生

育するオモダカ属・ミズアオイ属・ミズワラビ属・サンシヨウモなどが検出されている。このことから、

この稲作は水稲栽培であった可能性が高いといえる○また、栽培植物とされるソバ属が検出されること

から、周辺地城ではソバ栽培が行われていたことが示唆される。このように平安時代以降になると、本

遺跡の周辺低地では稲作や畑作などの人類活動が行われていたと推定できる。

（3）森林植生

D地点の最下部の花粉化石群集は、スギ属が最も高率に出現し、次いでアカガシ亜属が産出する。山

木遺跡（辻、1977）・丹那盆地（東郷・橋屋、1984）・大沢藍沼（宮地・鈴木、1986）など静岡県東部

の花粉分析結果では、スギ属が高率に産出する群集が一般的に認められている。また、塚田（1980）は、

最終氷期最盛期（約25，000年前～約15，000年前）に伊豆半島から駿河湾沿岸部にかけてもスギの隔離分

布があったとしている。これらのことから、本地点の周辺地城でもスギが卓越し、暖温帯を中心に生育

する常緑広葉樹（いわゆる照葉樹）であるカシ類を交えるような植生が存在していたと判断できる。こ

のような森林植生は、D地点の下部でFOsが認められることから、少なくと縄文時代晩期の頃には成立

していたのであろう、そして、スギやカシ類からなる植生は、中世頃まで続いていたと考えられる。た

だし、中世頃から周辺地域では、マツ属が増え始めたと考えられる。ここでのマツ属の増加はすでに低

地において稲作等人類の活動が展開されていたことを考慮すると、人類が開拓など周辺地城の森林植生

に著しく干渉したために、極端な陽樹であるアカマツやクロマツなどのニヨウマツ類が増加したことを

示していると考えられる。そして、時代が経過するにつれてマツ類は、スギに替わって卓越するように

なったと思われる。このマツ類が卓越する時期は少なくとも中世以降と言うことができるが、詳細につ

いては今後さらに検討が必要である。

4．まとめ

・弥生時代頃、本遺跡の周辺では稲作が営まれていた可能性がある。その後、一時期周辺地域で稲作は

営まれなくなったと考えられた。

・平安時代から中世の頃になると、本遺跡の内部あるいはその付近では稲作が営まれていた可能性が高

い。

・周辺の植生は、縄文時代晩期から中世頃までスギが卓越し、カシ類が交える植生が存在していた。し

かし、中世頃から周辺地域では、ニヨウマツ類が増え始めた考えられる○
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写真番号 珪藻化石種名

1AchnanthesJqPOnlCaH・Kobayasi

2　Amphora由壷var・塵塾圭旦（kuetz・）V・Heurck

3　Caloneis垣ptosomakrammer＆Lange－Bertalot

4　Cocconeis！重昭由var．軸（Ehr・）Cleve

5　Cymbel垣navICulifbmisAuerswald
°

6　仁垣eropleurav狐虻由望Cleve

7　仁唾idulaGrunOW

8　Diploneis由壷（Hilse）Cleve

9　Eunotiapectinalisvar．型由墜（kuetz・）Rabenhorst

lO Fragilariavaucheriae（kuetz・）Petersen

ll GomDhonemapgrVulumkuetzlng

12　旦＿叩guStumAgardh

13　HantZSChiaamphioxys（Ehr・）Cleve
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地点及び試料番号

D地点20

B地点4

C地点4

D地点20

C地点4

C地点5

D地点20

C地点4
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D地点20

C地点4

D地点20

B地点4
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写真番号　　　　　　　　　　　　　　　　珪藻化石種名

14　Hantzschiaamphioxysvar．血（Hantz・）Grunow
15　Naviculacuspidatakuetzlng

16　迫kotschyiGrunOW

17　迫elginensis（Greg．）Ralf白

18　迫muticakuetzing

19　Neidium＿amPliatum（Ehr．）krammer

20　StauroneisacutaW．Smith
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地点及び試料番号

C地点4

B地点4

C地点4

ク

ク

D地点20

B地点3
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写真番号

1

2a・b

3a・b

4a・b

花粉化石名

マツ属

スギ属

コナラ亜属

アカガシ亜属

D

 

D

 

D

 

D

層位　　　　試料番号　標本番号

Ⅲ－②層

Ⅲ－②層

Ⅲ－②層

Ⅲ－②層

3
　
　
3
　
　
3
　
　
3

q

ノ

　

　

0

　

　

1

　

　

2

0

ノ

　

　

0

　

　

0

　

　

0

0

ノ

　

　

0

　

　

0

　

　

0

2

　

　

3

　

　

3

　

　

3

標本番号とは当社にて保存している単体標本番号のことである。
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写真番号

5a・b

6a・b

7a・b

8a・b

花粉化石名

オモダカ属

イネ科

カヤツリグサ科

ミズアオイ属

D

 

D

 

D

 

D

層位　　　試料番号　標本番号

Ⅲ－②層

Ⅲ－②層

Ⅲ－②層

Ⅳ－①層

3
　
　
3
　
　
3
　
　
4

3

　

　

4

　

　

5

　

‘

U

O

 

O

 

O

 

O

O

 

O

 

O

 

O

3
　
　
3
　
　
3
　
　
3

標本番号とは当社にて保存している単体標本番号のことである○
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5011

50lJ

（9a－10a）

（10b）



写真番号

9a・b

lOa・b

花粉化石名

ミズワラビ属

サンショウモ

地点　　　　層位　　　試料番号　標本番号

D　　　　Ⅲ－②層　　　　3　　　　3007

D　　　　Ⅲ－②層　　　　3　　　　3008

標本番号とは当社にて保存している単体標本番号のことである。
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上段の番号は遺物実測図の挿図番号に対応している
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